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略　語　表
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ANC Antenatal Care 産前健診
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CDH Central District Hospital 県中央病院
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JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構

KfW Kreditanstalt für Wiederaufbau ドイツ復興金融公庫

MDGs Millennium Development Goals ミレニアム開発目標

MM Man-Month 人 / 月

MMR Maternal Mortality Ratio 妊産婦死亡率

MOHSPP
Ministry of Health and Social Protection and 
Population

保健・社会保護省

PHC Primary Health Care プライマリー・ヘルス・ケア

PDM Project Design Matrix
プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス

PHD Provincial Health Department 州保健局

PMTCT
Prevention of Mother to Child Transmission of 
HIV/AIDS

HIV/AIDS の母子感染予防

PNC Postnatal Care 産後健診
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UNFPA United Nations Population Fund 国連人口基金
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１－１　協力の背景と概要

タジキスタン共和国（以下、「タジキスタン」と記す）は、近隣中央アジア諸国と比較して、

妊産婦死亡率（Maternal Mortality Ratio：MMR）が 64/10 万出生とキルギスやトルクメニスタ

ンに次いで高く、5 歳未満児死亡率は 43/1,000 出生、乳児死亡率（Infant Mortality Ratio：IMR）
は 34/1,000 出生であり、ともに同地域で最も高い数値を示している（The Demographic and 
Health Survey 2012）。
医療サービス提供側の問題としては、旧ソビエト連邦（以下、「ソ連」と記す）時代に建設さ

れた医療施設や医療機器の老朽化、水及び電気の確保、予算不足が問題となっており、住民側

の問題としては、住民の健康・衛生・保健サービスに対する知識の不足等が母子保健ケア推進

の障害となっている。

特に保健にかかる指標の悪いハトロン州においては、内戦の影響により経験豊富な医療従事

者が海外に流出したことも相まって、提供される保健医療サービスの質は徐々に低下しており、

地方における基礎的保健医療サービスの改善は喫緊の課題となっている。

このような状況の下、JICA はタジキスタン政府の要請を受け、これまで他国で培ってきた知

見・経験を活用し、2012 年 3 月より 2016 年 3 月までの 4 年間の予定で、「ハトロン州母子保健

システム改善プロジェクト」（以下「本プロジェクト」と記す）を実施している。

本プロジェクトは、保健・社会保護省（Ministry of Health and Social Protection and Population：
MOHSPP）母子保健・家族計画局及びハトロン州保健局（Provincial Health Department：PHD）

をカウンターパート（Counterpart：C/P）機関として、対象サイトであるハトロン州の 4 県

（ジョミ県、ルミ県、ヴァフシ県、シャルトゥーズ県）の県中央病院（Central District Hospital：
CDH）、県管轄下の管区病院（各県 1 カ所を選定）並びに対象管区病院管轄下のヘルスセンター

等において、①産科及び新生児ケアに必要な医療機材の整備、適切な利用方法及び維持管理の

習得、②医療従事者対象の能力強化研修等による産科及び新生児ケアに関するサービス提供能

力の強化、並びに③住民の妊娠、出産及び新生児、乳児ケアに関する知識の向上を通じ、対象

地域の母子保健サービスの改善を図ることを目的としている。

今回実施する終了時評価調査は、2016 年 3 月の本プロジェクト終了を控え、本プロジェクト

活動の実績、成果を評価、確認するとともに、今後の本プロジェクト活動に対する提言及び今

後の類似事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的とする。

１．案件の概要

国名：タジキスタン共和国 案件名：ハトロン州母子保健システム改善プロジェクト

分野：母子保健 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：人間開発部

保健第二グループ保健第四チーム
協力金額（評価時点）：3 億 2,765 万 5,000 円

協力

期間

（R/D）2012 年 3 月～

2016 年 3 月（4 年間）

先方関係機関：保健・社会保護省、ハトロン州保健局

日本側協力機関：なし

他の関連協力：無償資金協力「母子保健施設医療機材・給

排水設備改善計画（2012 年）」

評価調査結果要約表
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１－２　協力内容

（1）上位目標

ハトロン州の対象 4 県における母子保健に係る状況が改善される。

（2）プロジェクト目標

ハトロン州の対象 4 県の対象医療施設において、母子保健サービスがより適切に利用さ

れるようになる。

（3）成果

成果 1：対象 4 県の対象医療施設において、質の高いサービス提供のための産科及び新生

児ケアに係る医療機材が整備され、適切な維持管理のもとで利用される。

成果 2：対象 4 県において、産科及び新生児ケアに係る医療施設の医療サービス提供能

力が強化される。

成果 3：対象 4 県において、住民の母子保健に対する意識が向上する。

（4）投入（2015 年 11 月時点）

1）日本側

①　専門家派遣：短期 8 名、計 65.23 人 / 月
（母子保健、新生児ケア、ヘルスプロモーション、医療機材管理、研修管理 / 母子

保健補助、業務調整）

②　機材供与： 約 6,000 万円（事務用機器、医療機材など）

③　活動経費： 約 5,000 万円（研修実施、マニュアル作成等に係る活動経費）

2）タジキスタン側

①　C/P： 延べ 36 名

②　執務室提供：プロジェクト執務室（光熱費含）、各県中央病院内研修スペース提供

３－１　実績の確認

（1）成果の達成度

成果 1：対象 4 県の対象医療施設において、質の高いサービス提供のための産科及び新生

児ケアに係る医療機材が整備され、適切な維持管理のもとで利用される。

＜達成見込みは非常に高い＞

２．評価調査団の概要

調
査
者

担当分野 氏　名 所　属

団長 / 総括 米山　芳春 JICA 人間開発部保健第二グループ　次長

技術参与 竹中　裕 JICA 人間開発部国際協力専門員

評価企画 照屋　江美 JICA 人間開発部保健第二グループ保健第四チーム　職員

協力企画 橋爪　亜希
JICA 人間開発部保健第二グループ保健第四チーム

ジュニア専門員

評価分析 阿部　久美子 株式会社フジタプランニング

調査期間 2015 年 11 月 17 日～同年 12 月 6 日 評価種類：終了時評価調査

３．評価結果の概要
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これまで供与された機材はすべて適切に使用され、維持管理台帳の活用により適切に維

持管理されている（指標 1、指標 2）。
当初予定されていたドイツ復興金融公庫（Kreditanstalt für Wiederaufbau：KfW）の支援

による機材供与の予定に遅延が生じたことから、本プロジェクトの機材供与に係る計画に

一部変更が生じた。本プロジェクト終了までに本プロジェクト側で追加の機材供与計画が

終了する予定である。維持管理に関しても、これまで供与された機材に関して適切に行わ

れていることから、追加予定の機材についても同様の成果が期待できる。

成果 2：対象 4 県において、産科及び新生児ケアに係る医療施設の医療サービス提供能力

が強化される。

＜達成度は高い＞

研修の成果（指標 1、指標 2）として、以前対応できなかった子癇や妊娠高血圧症等の症

例の対応が可能になり、医療スタッフの技術・知識が確実に向上している点が明らかになっ

ている。感染対策（指標 3、指標 4）に関しては、院内の手洗いの徹底や感染対策委員会設

置による知識の向上が成果として確認された。症例検討会（指標 5）は規則に沿って開催

されているが、その手法に課題がみられたため、医療サービス改善に資する内容となるよう、

本プロジェクトではニアミスケースの症例検討会〔Beyond The Number（BTN）ミーティン

グ〕を提案、導入した。その効果は各 CDH で認められ、現在では自発的な定期開催により

医療スタッフの技術向上及び院内の協力体制の構築に貢献していることも確認された。

成果 3：対象 4 県において、住民の母子保健に対する意識が向上する。

＜達成度は中程度＞

保健スタッフによる住民に対する啓発活動は、日常業務に定着しつつある。本プロジェ

クトが導入した啓発活動計画の作成により、活動がより効率的に実施できるようになった

ことから、より多くの啓発セッションを実施している（指標 1）。
その結果として住民や妊産婦の知識向上に関し、本プロジェクトが実施したベースライ

ン調査とエンドライン調査の比較結果では、必ずしも母子保健に関する意識が向上したと

はいえない（指標 2）。ただし、この 2 つの調査は 10 カ月という比較的短いインターバル

であり、現地調査では、啓発活動の結果として人々の意識が向上し、以前よりも産前・産

後健診（Antenatal Care：ANC，Postnatal Care：PNC）の回数が増加、また自宅分娩でなく

施設分娩の数が確実に増加したという意見が多く聞かれた。啓発活動のための教材も大変

分かりやすく使いやすいと好評であった。

（2）プロジェクト目標達成見込み

ハトロン州の対象 4 県の対象医療施設において、母子保健サービスがより適切に利用さ

れるようになる。

＜達成見込みは高い＞

本プロジェクト目標の指標 1（7 回以上の ANC 及び 4 回以上の PNC を受ける妊婦の割

合が 80％以上になる）においては、ANC を 7 回以上、かつ PNC を 4 回以上受診している

妊産婦の割合は 33.1％ であった。しかしながら、本プロジェクトが実施した対象外地域と

の比較によるエンドラインサーベイでは、対象地域での ANC・PNC の受診率は 1.6％から

33.1％と大きく上昇し、現地調査においても、ANC・PNC の回数がプロジェクトの啓発活

動により増加したという意見が多く聞かれた。よって、本プロジェクトは指標 1 の目標値
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を達成していないものの、他地域と比較した際、一定の効果を発現していると考えられる。

また目標値自体も現実よりも高く設定されていた可能性があり、この点は指標設定にかか

る教訓として挙げられる。指標 2（在宅分娩の減少）について、在宅分娩の件数は 33％減

少しており、目標値の 10％を大きく上回った。指標 3（妊娠合併症をもつ人の 90％以上が

適切な治療によりコントロールされる）についても、分母となる「入院すべき妊娠合併症

の件数」を知ることが不可能であるとのことから、指標の適切性の課題が残るが、聞き取

り調査の結果、レファラルや入院措置が必要な妊婦はほとんど全員 CDH に入院していると

いう情報が得られたことから達成と判断した。以上、指標 1 は目標値の設定等の課題が残

るものの、総合的に判断すると、プロジェクト目標の達成見込みは高いと考えられる。

（3）上位目標達成見込み

ハトロン州の対象 4 県における母子保健に係る状況が改善される。

＜達成見込みは高い＞

対象 4 県の IMR（指標 1）は 2011 年と比較して 13％減少している。プロジェクト成果が

対象 4 県全域に拡大されることで、2018 年までに 30％減少の目標達成が見込まれる。

対象 4 県の妊産婦死亡数（指標 2）は、2011 年の 8 件から 2015 年の 5 件と、減少傾向が

確認されている。プロジェクト成果が対象 4 県内の全域において、さらに拡大されることで、

2018 年までさらなる減少が期待できる。

３－２　評価結果の要約

（1）妥当性：非常に高い

2006 年に制定された「国家開発戦略（National Development Strategy of the Republic of 
Tajikistan for the period to 2015）」（以下、NDS）では、保健分野の優先課題の 1 つとして母

子保健の改善を掲げている。NDSを土台として 2010年に策定された「国家保健戦略（National
Health Strategy, Republic of Tajikistan 2010-2020）」（以下、NHS）においては、妊産婦の

ANC・PNC、また新生児ケアや小児疾患予防対策の重要性を強調している。

日本政府の「対タジキスタン共和国国別援助方針（2012 年 12 月）」では、基本方針とし

てミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）の達成を念頭においた貧

困削減を目標に掲げ、重点分野として、安全で衛生的な飲料水へのアクセスを可能とする

給水施設や母子保健を中心とした保健医療体制の整備を支援するとしている。また、JICA
のタジキスタン国家分析ペーパー（2013 年）では、ハトロン州が社会サービス改善の優先

地域として指定されている。

以上の理由から、本プロジェクトはタジキスタン側の国家政策及び日本側の対タジキス

タン援助政策と確実に合致しており、妥当性は非常に高いと評価する。

（2）有効性：高い

本プロジェクトの目標達成度は、「３－１　実績の確認」にも記載のとおり、「母子保健サー

ビスがより適切に利用されるようになる」という観点からは、十分な成果が確認されている。

水や電気の供給が制限されていた対象医療施設では、本プロジェクトが供与した給水タン

ク及び施設内への水道の設置、また発電機の供与により、安全な分娩と電気による医療機

材の活用が可能となった。さらに医療機材についても、体重計や身長計といった小さいな

がらも必要不可欠なものが選定され、特に移動式新生児保育器は各医療施設で命を救って

いるとの声が聞かれた。こうした評判が広がり他県からの患者も増加している。医療スタッ
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フの技術レベルも研修や症例検討会を通じて確実に向上しており、特に蘇生法と妊婦の子

癇けいれん発作、弛緩出血の際の対応ができるようになったとの意見が聞き取り調査で多

く聞かれた。

プロジェクト目標と 3 つの成果の因果関係に関しても、母子保健サービスがより適切に

利用されるために、サービス提供側の医療技術の向上、及びサービス受益者側の意識向上

という 2 方向からの支援戦略は理にかなっており、設定された成果は適切であるといえる。

他方で、プロジェクト目標の指標設定については、現実的でない数値目標や、データ入手

困難な指標が設定されている点に課題が残り、今後の教訓とすることが望まれる。

以上の理由から、本プロジェクトの有効性は高く評価しつつ、指標の適切性に課題が残る。

（3）効率性：高い

医療機材供与計画に関し、KfW の機材供与計画の大幅な延期により、ルミ CDH 及びヴァ

フシ CDH への機材供与及び技術研修活動に遅れが生じた。本プロジェクトはこれら 2 つの

中央病院へ研修用機材を追加で調達するという措置をとり、これら機材に係る研修は一部

実施済みである。本プロジェクト終了前までに、機材供与が予定されていることから、成

果 1 の達成見込みを確保している。

（4）インパクト：高い

「３－１　実績の確認」に記載のとおり、上位目標の達成見込みは高い。設定されている

2 つの指標、新生児及び妊産婦の死亡数は 2011 年と比較してともに緩やかな減少傾向を示

している。本プロジェクト活動が着実に対象 4 県の全域に普及されることにより、上位目

標達成は可能であるといえる。

プロジェクト成果を増長させる正のインパクトが 3 点確認された。

①タジキスタンにおける医療従事者に対する研修は、通常各医療施設の代表 1 名がドゥ

シャンベでの研修に参加することが多く、同僚と一緒に研修を受講する機会がなかっ

た。本プロジェクトでは医療施設内の多くのスタッフを対象に研修を実施し、同僚と

同じ研修を一緒に受けることでスタッフ間の協力体制の構築につながった。スタッフ

間の連帯が強化されたことにより、医療サービス提供に対する姿勢や、院内の環境改

善にも効果が及んだ。

②さらに、いくつかの研修は他の県の医療スタッフと合同で実施されたが、この合同研

修により、県間のネットワークが構築されている。研修後も、技術や知識の確認など

といったコミュニケーションが行われ、相互学習に貢献している。

③社会啓発活動に関し、活動の効果を検証するためのベースライン調査とエンドライン

調査が実施された。この調査員としてヘルス・ボランティアを活用し、調査に必要な

研修が施されたが、この調査活動を通じて、ヘルス・ボランティアの知識が飛躍的に

向上したことが確認された。活動実施者が活動に係る調査を実施したことで、成果を

増長する正のインパクトが発現したといえる。

（5）持続性：高い

制度面における持続性は高い。母子保健改善にかかる政策は、今後も継続されることが

確認されている。本プロジェクトで開発した各種教材は既に MOHSPP 及びハトロン PHD
の認可を得ており、さらにその質の高さから、今後の活動展開の際には、これらの教材を

活用する意思が確認された。症例検討委員会及びニアミスケースの症例検討ミーティング
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（BTN）は既に政府より実施規定が発令されている。医療スタッフに対する現任研修体制に

ついては、MOHSPP の人材開発課が人材開発戦略“Human Development Strategy”を策定し

ており、このなかで現任研修体制について言及している。

組織・財政面における持続性は高い。医療施設レベルにおいては、ほぼすべてのプロジェ

クト活動が日常業務となりつつあり、機材管理、死亡症例検討会、BTN ミーティングの開催、

感染対策委員会、啓発活動の活動計画策定とモニタリングなど、今後も継続する意思が確

認されている。十分なオーナーシップが確保されているといえる。研修に関しては、本プ

ロジェクトがすべて計画して実施していたため、今後の継続のためには、コスト面も含め

体系的な研修システムの構築が望まれる。

財政面においては、中間レビュー調査時点で、地方行政との協力による医療機材維持管

理費の捻出が提言されている。機材維持管理費及び消耗品の経費は通常の病院予算に計上

されているものの、停電が多い冬期は特に発電機の頻繁な使用により、これらの費用が十

分でないことが確認されている。タジキスタン政府は既に、医療施設の産科・新生児科へ

の優先的な電気供給を行うという措置をとっている。またジョミ CDH では、患者からの診

療報酬から成る病院収入より、維持管理費を捻出している。電気供給は医療機材の稼働に

不可欠であるため、各医療施設は引き続き地方行政との協力も含めこの予算確保に努める

ことが期待される。

技術面での持続性は非常に高い。機材管理、臨床技術に係る研修は実務に沿った大変分

かりやすい内容となっており、技術移転が確実に実施されたとともに、研修受講者は今後

自分たちで技術移転ができるという自信をもっている。啓発活動に係る教材についても、

視覚教材で住民に分かりやすいつくりとなっていることが好評で、他の地域でも普及可能

なものであると認識されている。医療施設に供与された機材は、大変大切に扱われており、

管理台帳も適切に記入されていることから、今後の持続性も高いと判断する。

３－３　効果発現に貢献した要因

（1）効果的な研修手法とテーマ選定

研修テーマは受講生にとって必ずしもすべて新しい内容ではなかったが、本プロジェク

トの研修受講により技術・知識がより向上した点が確認されている。その理由として、研

修開始前のプレテストの実施により不足している知識把握により研修内容が開発された点、

実例を使った詳細な説明、また難しい点があれば受講生が理解するまで説明が繰り返され

た点などが挙げられた。これらのアプローチが確実な技術移転に貢献した。

（2）ニーズ把握による協力体制

活動開始時に対象医療施設でニーズや問題点の把握を行い、それに沿った支援を確実に

実施したことが医療スタッフの本プロジェクトに対する高い信頼感を得た。

（3）本プロジェクトの包括的アプローチ

キャパシティ・ビルディングを実施する過程で、研修後のスーパービジョンとモニタリ

ング、またテクニカルワーキンググループ（Technical Working Group：TWG）へも巻き込

むという、この一連の活動がオーナーシップを醸成した。機材供与・研修・その後のサポー

ト・話し合いの機会をもつこと、これが 1 つのパッケージとなっており、この包括的アプ

ローチが効果的であった。
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（4）研修を通じた人事交流による技術向上

研修を多くのスタッフに実施し、スタッフ同士が同じ技術を習得し一緒に作業をするこ

とで、お互いに協力し合うようになった。さらに、BTN ミーティングにて互いの医療ミス

をオープンに話し合う過程のなかでも、スタッフ間の連携が強化され、産科 / 新生児科全

体の業務体制の改善につながった。同様に、異なる県の医療スタッフと一緒に研修を受講

したことで、人事交流が生まれ、研修後も相互学習をする協力体制が確認された。

（5）既存制度の強化の徹底

すべてのプロジェクト活動は、既存の制度や体制を強化する形でプログラムされた。こ

のことは、タジキスタン側のオーナーシップと政策面における持続性の確保に貢献してい

る。

（6）PNC チェックシートの導入

PNC チェックシートの導入は、保健スタッフの業務効率化が図られ、PNC の受診率向上

に大きく貢献した。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

（1）KfW 支援の延期

「３－２（3）効率性」に記載のとおり KfW の医療機材供与の大幅な延期が生じたが、本

プロジェクトの対応により効果発現への大きな影響を回避している。しかし、対象病院間

の提供サービスに不平等が生じた。

３－５　結論

全体として本プロジェクトの成果は高く、タジキスタン側からも非常に高い評価を得ている。

評価 5 項目では、妥当性、有効性、効率性、そしてインパクトにおける評価は高い。持続性に

ついても同様であるが、供与された医療機材が適切に維持管理、活用されるために、そのため

の予算を確実に確保することが望まれる。

本プロジェクトは母子保健改善に大きく貢献している。対象医療施設における保健サービス

の質が確実に向上し、救えるべき命を救っている。本プロジェクトチームの豊富な経験と高い

能力に加え、包括的なアプローチがタジキスタン側に着実に享受されたものといえる。

３－６　提言

（1）プロジェクトに対する提言

①  2015 年 12 月に調達が予定されている研修用医療機材の設置と、その使用に係る研修

の実施を、本プロジェクト終了までに確実に実現する。

（2）MOHSPP、ハトロン PHD、対象医療施設に対する提言

①現在進行中である、国家基準（省令番号 443 及び 444）に従って医療機材の適切なレ

ベルへの移動を、本プロジェクト終了までに完了する。

②医療従事者に対する研修に関し、今後の継続確保のためコスト面も含め体系的な研修

システムの構築が望まれる。

③医療施設のサービス提供のモニタリングと監督を引き続き継続するとともに、ますま

す強化されることが期待される。
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④本プロジェクトが開発した教材や PNC チェックシート等は既に国家文書として承認さ

れている。これらの高い質とその効果が評価されていることから、今後の継続的な活

用とプロジェクト活動が他地域へ拡大される際にもこれらを使用することが期待され

る。

⑤各医療施設は、地方行政やハトロン PHD、また MOHSPP のサポートのもと、医療機

材の維持管理費や発電機の燃料に係る予算を確実に確保すること。

⑥母子保健改善に係る社会啓発活動が活発に実施され、その効果が確認されているが、

さらに妊娠中の危険な兆候への認識など改善すべき点がみられる。妊婦への教育強化

の一助として、今後導入が予定されている母子手帳などのツールの活用を検討する。

⑦上位目標を確実に達成するため、本プロジェクトの成果を対象 4 県全域に確実に拡大

する。

３－７　教訓

（1）サービス提供側と患者側双方からのアプローチ

設定された 3 つの成果は医療サービス提供側の能力強化と患者側の医療サービス利用に

係る知識向上の双方からの介入となっており、この包括的アプローチが効果的であった。

（2）確実な技術移転のための包括的アプローチ

本プロジェクトは、医療機材供与、医療従事者への研修、その後の徹底したモニタリン

グ指導、そして TWG や症例検討会など話し合う機会を設けること、という一連の活動がパッ

ケージとなっている。この包括的なパッケージが技術移転の定着及びオーナーシップの醸

成に貢献した。

（3）他県スタッフとのグループ研修

前述の包括的パッケージに加え、他県の医療スタッフと一緒に研修を受講したことが、

県間のネットワーク構築に貢献した。このネットワークにより、他県のスタッフに医療技

術・知識の助言を求めるなど、相互学習が実現している。この体制はプロジェクト成果の

持続性と今後のさらなる技術向上に貢献するといえる。

（4）徹底的にニーズに沿った活動計画策定

詳細なニーズ調査を実施することが、的確な介入ポイントを把握し確実な技術向上につ

ながる。本プロジェクトでは、医療機材選定、研修のテーマ選定、社会啓発活動に係る向

上すべき知識等について調査を行い、技術・知識向上を実現した。さらに、こうしたアプロー

チにより医療スタッフの本プロジェクトに対する信頼を得ることにも結びつき、プロジェ

クト活動のスムーズな実施にもつながっている。
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1. Background of the Project
Republic of Tajikistan (hereinafter referred to as Tajikistan) has a higher MMR (64 per 100,000) compared 

to the neighboring countries in Central Asia followed by Kyrgyzstan and Turkmenistan. The IMR under 
5-year-old (43 per 1,000 livebirth) and the IMR under 1-year-old (32 per 1,000 livebirth) are the highest 
in the region (source “The Demographic and Health Survey 2012”). Problems in health care service on the 
provider side are: deterioration of health facilities and equipment from former Soviet Union, lack of water 
and electricity supply, and a shortage of budget. Problems in health care service on the receiver side are: 
lack of knowledge and awareness of population towards hygiene and available health services. These are 
the inhibiting factors to promote MCH care. In Tajikistan,the health indicators in Khatlon province need to 
be improved with continuing effort. After the civil war, quality of health services deteriorated and numerous 
health practitioners drained to abroad. Thus, improvement of the health care services in rural areas is an urgent 
issue.

Given the above circumstances, upon receiving a request from Tajikistan, JICA is implementing a “Project 
for Improving Maternal and Child Health Care System in Khatlon Oblast” (hereinafter referred to as the 
project) from March 2012 to March 2016.

The project targets at central district hospitals and for each of them one numeral hospital as well as the 
health centers under the selected numeral hospitals in four districts (Jomi, Rumi, Vakhsh and Shartuz) in 
Khatlon province. The counterpart organizations of the project are Mother and Child and Family Planning 
Department of Ministry of Health and Social Protection for People, and Khatlon Health Department. The 
project aims at improvement of MCH services, consisting of three components; 1. Equipping maternal and 
neonatal departments with medical equipment along with skills in equipment maintenance, 2. Strengthening 
health practitioners in maternal and infant care through training, and 3. Increasing awareness of the population 
about maternal and infant care.

The project will end in March 2016. The terminal evaluation is to verify progress of the activities, evaluate 
outcome of the project and to make recommendations and derive lessons learned for other similar project.

Summary

I Outline of the Project

Country: Tajikistan Project title: Project for Improving Maternal and Child 
Health Care System in Khatlon Oblast

Issue/Sector: Mother and Child Health Cooperation scheme: Technical cooperation

Division in charge:
Health Team 4, Health Group 2
Human Development Department

Total cost (as of the terminal evaluation):   327,655,000 
Japanese Yen

Period of 
Cooperation

(R/D):
March 2012～March 2016
(4years)

Partner Country’s Implementing Organization:
Ministry of Health and Social Protection of Tajikistan, 
Khatlon Health Department
Supporting Organization in Japan: Non

Related Cooperation: Grant Aid “The project for 
improvement of Medical Equipment and Facilities for 
Maternal and Child Health Care in Republic of Tajikistan 
(2012)”
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2. Project Overview
(1) Overall Goal

Maternal and Child Health conditions are improved in four target districts in Khatlon Oblast.

(2) Project Purpose
Maternal and Child Health care services at target health facilities are utilized more properly in four target 

districts in Khatlon Oblast.

(3) Outputs
Output 1. Medical facilities handling maternal and neonatal care in four districts are appropriately equipped 

and maintained to provide better services.
Output 2. Medical facilities handling maternal and neonatal care in four target districts enhance capacity 

to provide better services.
Output 3. Awareness of maternal and child health care is enhanced among general population in target 

districts.

(4) Inputs
Japanese side :

①	 	8 Japanese short-term Experts (MCH, Neonatal Care, Health Promotion, Medical Equipment 
Management, Training Management)

②	 	Equipment:	Office	equipment,	Medical	Equipment	(approx.	60	million	yen)
③	 	Activity	cost:	workshops,	meeting,	local	consultants,	printing	guidelines,	expansion	of	the	office	of	

C/CGDES etc. (approx. 50 million yen)
Tajikistan side:

① 36 Counterparts
②	 	Office	space	with	utilities,	space	for	trainings	in	target	hospitals

II Evaluation Team

Members of 
Evaluation
Team

Leader
Mr. YONEYAMA 
Yoshiharu

Deputy Director General, and Group Director for 
Health 2, Human Development Department, JICA

Technical 
Adviser

Dr. TAKENAKA 
Hiroshi

Senior Advisor (Health/Medicine)
Human Development Department, JICA

Evaluation
Planning

Ms. TERUYA Emi
Health Team 4, Health Group 2, Human Development 
Department, JICA

Cooperation
Planning

Ms. HASHIZUME 
Aki

Associate Expert, Health Team 4, Health Group 2, 
Human Development Department, JICA

Evaluation
Analysis

Ms. ABE Kumiko Fujita Planning Co., Ltd.

Period of Evaluation 17/11/2015 ～06/12/2015 Type of Evaluation: Terminal Evaluation
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1. Project Performance
(1) Outputs of the project

Output 1: Medical facilities handling maternal and neonatal care in four districts are appropriately 
equipped and maintained to provide better services

All the procured medical equipment have been being properly utilized, and they are maintained well by 
keeping the maintenance book (Indicator 1, Indicator 2).

The “Equipment Plan” needed to be changed along with an unexpected change of Equipment plan 
of KfW. Additional equipment will be installed before the end of the project. The maintenance of the 
procured equipment has been managed to satisfactory level, therefore, coming equipment is expected to 
be taken care to the same level..

Output2: Medical facilities handling maternal and neonatal care in four target districts enhance 
capacity to provide better services.

Regarding	 the	 result	 of	 trainings	 (indicator	 1	 and	 Indicator2),	 the	 medical	 staff	 confirmed	 their	
improvement in skill and knowledge. They are now able to manage more cases of,such as eclampsia, 
pregnancy hypertension than before, applying skill and knowledge acquired from the trainings. The quality 
of	medical	service	is	definitely	improved.

As for control of infection (indicator 3 and Indicator 4), committee is established and importance of 
hand-wash has been emphasized and spread in all facilities.

The case conference on maternal and infant mortality (Indicator 5) has been conducted in each CDH 
according to the national standard, but the project recognized some technical problems in the conference 
procedure. In order to directly improve technical skills and knowledge, the project has introduced “Beyond 
the Numbers” (BTN) meeting, which is aimed at examination and discussion about technical malpractice. 
The effectiveness of this BTN meeting is recognized by the medical staff, and so they continue the BTN 
meeting on a regular base by themselves. It is also contributing to establish a cooperative relationship 
among medical staff through an open discussion, which includes discussions about malpractice.

Output3: Awareness of maternal and child health care is enhanced among general population in 
target districts.

Health Education sessions implemented by health and medical staffs have been actively established 
as routine works (Indicator 1). The Micro planning introduced by the project helps organize the session 
schedule	efficiently.

The baseline and endline survey on knowledge about MCH among general populations, pregnant 
women and their families (Indicator 2) did not show a positive result in all items. This could be attributed 
to the very short interval (10 months) between the two surveys to see the result of the awareness activities. 
On	the	other	hand,	during	the	interview	it	was	confirmed	that	the	education	sessions	produced	positive	
outcome that more pregnant women started to visit for antenatal and postnatal cares, and home delivery 
has decreased. Furthermore, the educational materials are well introduce for its usefulness.

(2) Project Purpose
Maternal and Child Health care services at target health facilities are utilized more properly in four 

III Results of Evaluation
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target districts in Khatlon Oblast
Regarding the achievement is limited when evaluated based on indicator 1; “More than 80% of pregnant 

females receive 7 times of ANC and 4 times of PNC”. ,the result was 33.1% .but it was 0% at the time 
of	mid-term	review.	However	when	compared	to	the	non-target	area,	the	project	outcome	is	significant	
in the target are , which pregnant women who received ANC have risen from 1.6% to 33.1 % and the 
medical staff recognized that pregnant women are more likely to receiv ANC as well as PNC after the 
activities conducted by the project. The indicator has not met project goal but the project intervention can 
be concluded as effective compared to the region which has not implemented the Project .The goal setting 
for the indicator 1 has likely to be set ambitious which can conclude as our lesson learned.

The number of home delivery has decreased by 33% which cleared the target of 10% (Indicator 2).
Indicator 3 “More than 90% of pregnant females who need pre-delivery hospitalization are properly 

admitted to adequate hospitals” was considered “achieved” based on the information derived from health 
staff even though it is hard to take the strictly adequate data of the complication of the pregnancy which 
required admission as a denominator of the indicator ,

(3) Overall Goal
Maternal and Child Health conditions are improved in four target districts in Khatlon Oblast.

IMR in the target 4 districts is decreased by 13% since 2011 (Indicator 1). When the project activities 
are expanded to all areas of the 4 districts, the target of 30% will likely be achieved.

MMR in the target 4 districts is decreased from 8cases in 2011 to 5 cases in 2015 (Indicator 2). When 
the project activities are expanded to all areas of the 4 districts, the number is expected to decrease further.

2. Summary of Evaluation Results
(1) Relevance : Very High

In the « National Development Strategy of the Republic of Tajikistan for the period until 2015 (NDS)» 
which was established in 2006, Maternal and Child Health (MCH) is emphasized as one of the priority area. 
Followed by NDS, “National Health Strategy, Republic of Tajikistan 2010-2020 (NHS)” was developed 
in 2010, in which giving importance to ANC, PNC and prevention of children’s disease is clearly stated.

In the “Aid policy for Republic of Tajikistan (December 2012)” of the Japanese government, reducing 
poverty is an overall goal, taking MDGs into major consideration. Improvement of health care system is 
one of the priorities, providing safe water supply and MCH services. Furthermore, Khatlon province is 
recognized as a priority area for improvement of social services, stated in the JICA’s country analysis paper 
of Tajikistan (2013).

Thus, a high level of relevance of the project is recognized to Tajikistan’s development policy and 
Japan’s aid policy.

(2) Effectiveness : High
Regarding achievement of Project purpose, the effectiveness is high. Most of the target facilities suffered 

from lack of electricity and water, but now they have generators and water supply tanks, which enable the 
maternal department to provide a hygienic environment for delivery and to provide a high quality treatment 
using installed medical equipment with electricity. Even having small equipment such as a scale and/or a 
thermometer is very much appreciated because these equipment are indispensable for MCH care. Portable 
incubator is also highly appreciated because it is helping to save newborns. This increase of service quality 
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brings more patients, even from other districts. Furthermore, the level of medical skills and knowledge 
among medical staff has increased a great deal as a result of trainings and BTN meetings. Especially it was 
revealed that the medical staff is now able to manage reanimation of newborns, eclampsia and Postpartum 
Hemorrhage of pregnant women.

Causal association between project purpose and outputs is valid. The combination of three outputs is 
designed to intervene from both service provider side and service receiver side. So these three outputs are 
adequate to attain the project purpose. On the other hand, some indicators are not very appropriate, having 
too ambitious goal and setting an unobtainable data.

(3) Efficiency : High
The provision of equipment in Rumi CDH and Vakhsh CDH has been delayed due to a schedule change 

of KfW activities. The project took action requesting for additional equipment for training for these two 
hospitals. The equipment will be procured by the end of this year, and a part of the training has already 
been provided. So the achievement of Output 1 is ensured by the end of the project.

(4) Impact : High
Prospect of achievement of overall goal is high. Both two indicators, IMR and MMR have a slight 

tendency to decrease since 2011. Since the extension of the project activities in all 4 districts is expected, 
it is possible to attain the target indicators.
Three positive impacts which multiply the project outcome were found;
①	In Tajikistan, most of the medical staff does not have a chance to receive training because it is always 

only one representative who is invited to Dushanbe for training. Therefore, when the project provided 
trainings to many staff all together, it created a sense of solidarity through leaning the same skills and 
knowledge all together in the group. The participants started to work more closely and their attitude 
toward health services and organization in the maternal department has improved as a whole.

②	Furthermore, some trainings were provided to staff from different districts together: it was a good 
opportunity for them to create a network among district hospitals. After the training, they continue 
consulting each other about medical technics. So, a learning network over districts have been established

③	It was found that health volunteers have increased their knowledge about maternal and child health 
dramatically through conducting the baseline and end-line survey. The training provided for the survey 
was not aimed at improvement of their knowledge but this activity became a good opportunity for them 
to learn

(5) Sustainability : High
Sustainability in government policy in MCH is highly ensured. All the documents developed in the 

project have been already authorized as national documents, and the Tajikistan side is willing to utilize 
them and spread them to other districts when such opportunity comes. The case conference of mortality 
and BTN meeting were already ordered by government decree. Regarding training system, Human 
Resource Development Department of MOHSPP has developed “Human Development Strategy” in which 
the system of in-site training for medical personnel is referred.

Sustainability in organizational aspect is high. At facility level, all the activities implemented by the 
project are becoming their routine work, such as medical equipment maintenance, case conference of 
mortality, BTN meeting, infection control, and social awareness activities. A good sense of ownership 
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is observed during interviews. Monitoring of skills and knowledge of medical staff after the training is a 
part of the routine work of Khatlon PHD. Regarding training for medical staff, the project has organized 
everything including invitation of national trainers and covered all necessary expenses. In order to sustain 
the project outcome, Institutionalized training system shall be established.

In	financial	aspect,	during	the	mid-term	review,	it	was	recommended	to	manage	to	find	expenses	for	
the equipment maintenance and consumables by coordinating with local government. These expenses are 
already	allocated	in	the	regular	hospital	budget,	but	it	is	not	always	sufficient,	especially	in	winter	when	
the generator is used on a regular basis. The government has been already making an effort to provide 
priority of electricity supply to the maternal/neonatal department in health facilities (called “red-line”). It 
was also observed that some health facilities allocate these expenses from the collected medical fees from 
their patients. Since electricity is indispensable for all the procured equipment, proper management of the 
budget at health facility level is expected as well as a support from local government, in order to continue 
the good health care services

(6) Factors promoting better sustainability and impact
①  Effective Teaching Method of training and theme selection

Themes of training were not always something totally new to the medical staff. However, the training 
program was developed totally based on the staff’s needs, catching their weak points through pre-test. 
Also the training was very easy to follow because all details were given step by step using a familiar 
situation as an example. Teaching was repeated until the trainees fully understood. Therefore, this 
teaching approach contributed a great deal to strengthened skills and knowledge of the medical staff.

②	Planning based on needs
Selection of procured equipment and theme of the training was made after a needs survey at every 

target health facility. This approach contributed not only to adequate support but also to gain a great 
confidence	of	medical	staff	 in	 the	project.	 It	had	an	impact	on	their	cooperative	attitude	and	smooth	
communication for all the project activities.

③	Comprehensive Approach of the project
Project approach was very comprehensive, starting with provision of equipment, providing necessary 

trainings, close monitoring and supervision, and involvement of health stuff in various technical 
meetings. A series of these activities steadily produced a sense of ownership and improved skills and 
knowledge.

④ Training for all
In Tajikistan, training is usually provided in Dushanbe, so only one representative from hospital 

participates. As to the training of the project, it was provided within the facilities themselves for many 
medical staff together. Learning same skills together with their colleagues contributed to building a 
solidarity: the colleagues started working more closely, helping with each other. It was an unexpected 
positive impact and it ultimately made a change in organization of the maternal/neonatal departments 
as a whole.

Likewise, training with staff from other districts played an important role for building networking 
among different district hospitals. It is creating a technical support for each other.

⑤ Supporting the existing system
All the project activities are programed within the existing systems and regulations of MOHSPP. 

That ensures the ownership of Tajikistan side and also political sustainability
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⑥ Introduction of PNC check-sheet
PNC	check-sheet	enabled	health	staff	work	more	efficiently	because	of	its	easiness	to	work	with.	It	

contributed to increase the number of PNC.

(7) Factors inhibiting better sustainability and impact
①	The change in Equipment Procurement Plan of KfW caused some delays in the activities of Output 1. 

The project took action to avoid negative impact on overall outcome. However, the delay caused some 
inequality in health care services between the facilities.

3-5 Conclusion
Overall result of the evaluation is good. The project is highly appreciated by Tajikistan side as well. 

Among	the	five	evaluation	criteria,	the	results	in	relevance,	effectiveness,	sufficiency	and	impact	are	good.	
As for the result in sustainability, technical aspect is highly ensured. Budget for fuel for the generators and 
consumables of medical equipment shall be secured.

The project contributed a great deal to improvement of maternal and child health. High competence of 
the project team and the comprehensive approach was well accepted by the Tajikistan side. All the target 
health facilities improved their quality of services and came to attract more patients from other districts. 
They are saving lives of mothers and infants.

3-6 Recommendations
(1) For the project

① Installing the rest of the medical equipment and ensuring necessary skills and knowledge of its utilization 
by the end of the project is recommended

(2) For MOHSPP, Khatlon PHD, and the target health facilities
① Completion of the transfer of the medical equipment to the proper facility level (from numeral hospitals 

to CDH) is recommended according to the national standard by the end of the project.
② Regarding training for medical staff, an institutionalized system needs to be established in order to 

continue the outcome of the project.
③ Monitoring and supervision of the medical services at health facilities needs to be continued and 

strengthened.
④  All the documents such as IEC materials and PNC check sheet, etc. developed by the project have been 

already authorized as national documents. Since their quality and usefulness are highly recognized, 
MOHSPP is expected to support its continuous utilization especially when the activities are extended 
to other districts and regions.

⑤ Health facilities, with the support from the local government, Khatlon PHD and MOHSPP, need to 
ensure the necessary maintenance cost of the medical equipment and fuel for the generators, especially 
during winter period.

⑥ In the project activity, progress is seen regarding education in community level. However, much more 
progress could have been achieved such as danger sign of pregnancy. Introduction and utilization of 
MCH handbook can be a great help.

⑦  The outcome of the project is expected to be expanded to all areas of the four target districts, in order 
to achieve the overall goal.
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3-7 Lessons Learned
① Effectiveness of mutual Approach of the Project

The three outputs were designed to intervene from both service provider side and service receiver 
side. It was very comprehensive and effective

② Effectiveness of Comprehensive Approach
A series of activities of the project provided a comprehensive support from all aspects; the 

procurement of the medical equipment followed by providing necessary trainings; a close monitoring 
and	supervision	to	ensure	sufficient	skills	and	knowledge;	organizing	various	technical	meetings	such	
as TWG, a case conference and a committee of infection control, and other activities . It could be 
summarized in a package with these three elements: Equipment, skills/knowledge, and opportunities for 
open discussions. This comprehensive approach proved to be effective according to the achievement of 
project purpose.

③ Cross-district Training
In addition to the comprehensive approach mentioned above, the cross-district training was found to 

serve as a good opportunity to establish a network among the medical personnel of different districts. 
They started helping each other when they need technical advice. This network will help to further 
sustain and improve their skills and knowledge.

④ Planning exclusively based on needs
All activities were planned based on the result of a detailed needs-survey; selection of medical 

equipment, theme and topic of the trainings and the social awareness activities. Training program was 
adapted	to	the	level	of	the	trainees	after	finding	a	weak	point	during	a	pre-test.	Furthermore,	this	method	
was	effective	not	only	for	efficient	intervention	but	also	for	gaining	trust	from	the	health	facilities’	staff.
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第１章　終了時評価の概要

１－１　調査団派遣の経緯

タジキスタン共和国（以下、「タジキスタン」と記す）は、近隣中央アジア諸国と比較し

て、妊産婦死亡率（Maternal Mortality Ratio：MMR）が 64/10 万出生とキルギスやトルクメニス

タンに次いで高く、5 歳未満児死亡率は 43/1,000 出生、乳児死亡率（Infant Mortality Ratio：IMR）
は 34/1,000 出生でありともに同地域で最も高い数値を示している（The Demographic and Health 
Survey2012）。医療サービス提供側の問題としては、旧ソビエト連邦（以下、「ソ連」と記す）時

代に建設された医療施設や医療機器の老朽化、水及び電気の確保、予算不足が問題となっており、

住民側の問題としては、住民の健康・衛生・保健サービスに対する知識の不足等が母子保健ケア

推進の障害となっている。特に指標の悪いハトロン州においては、内戦の影響により経験豊富な

医療従事者が海外に流出したことも相まって、提供される保健医療サービスの質は徐々に低下し

ており、地方における基礎的保健医療サービスの改善は喫緊の課題となっている。

このような状況の下、JICA はタジキスタン政府の要請を受け、これまで保健システム強化に

関する他国での事業を通じて培ってきた知見・経験を活用し、2012 年 3 月より 2016 年 3 月まで

の 4 年間の予定で、「ハトロン州母子保健システム改善プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」

と記す）を実施している。

本プロジェクトは、保健・社会保護省（Ministry of Health and Social Protection and Population：
MOHSPP）母子保健・家族計画局及びハトロン州保健局（Provincial Health Department：PHD）を

カウンターパート（Counterpart：C/P）機関として、対象サイトであるハトロン州の 4 県（ジョミ県、

ルミ県、ヴァフシ県、シャルトゥーズ県）の県中央病院（Central District Hospital：CDH）、県管轄

下の管区病院（各県 1 カ所を選定）並びに対象管区病院管轄下のヘルスセンター等において、①

産科及び新生児ケアに必要な医療機材の整備、適切な利用方法及び維持管理の習得、②医療従事

者対象の能力強化研修等による産科及び新生児ケアに関するサービス提供能力の強化、並びに③

住民の妊娠、出産及び新生児、乳児ケアに関する知識の向上を通じ、対象地域の母子保健サービ

スの改善を図ることを目的としている。

今回実施する終了時評価調査は、2016 年 3 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動

の実績、成果を評価、確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似

事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的とする。

１－２　調査団の構成

（1）タジキスタン側

Dr. BOBOHOJIEVA Lola Sadridinovna MOHSPP　第一副大臣

Dr. RAHMATULLOEV Sherali MOHSPP　母子保健・家族計画局　局長

Dr. MALLAEV Saydullo ハトロン PHD　局長
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（2）日本側

担当分野 氏　名 所　属

団長 / 総括 米山　芳春 JICA 人間開発部保健第二グループ　次長

技術参与 竹中　裕 JICA 人間開発部　国際協力専門員

評価企画 照屋　江美 JICA 人間開発部保健第二グループ保健第四チーム　職員

協力企画 橋爪　亜希
JICA 人間開発部保健第二グループ保健第四チーム

ジュニア専門員

評価分析 阿部　久美子 株式会社フジタプランニング

１－３　調査日程

現地調査の日程は付属資料 1 を参照。
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第２章　評価の手法

本終了時評価は「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」に沿って実施された。プロジェクト

の成果及び目標の達成度、そして実施プロセスの検証について、作成された評価グリッド（付属

資料 4）を基に情報収集と分析が行われた。さらに評価 5 項目の観点から、プロジェクトの妥当性、

有効性、効率性、インパクト、持続性についての評価分析が行われた。

日本・タジキスタンの合同評価チームにより、既存の文献及び報告書等（事業進捗報告書、業

務完了報告書、中間レビュー報告書、調整委員会議事録、専門家報告書、活動実績資料等）のレ

ビュー、プロジェクト関係者や関係機関への質問票（付属資料 6）や聞き取りによる調査が行わ

れた。調査結果は、最新の PDM（2014 年 3 月改定）に基づいて、プロジェクト成果の達成度の

確認及び評価 5 項目での分析を実施し、合同評価報告書（付属資料 3）に取りまとめた。

妥当性
プロジェクト目標は日本の対タジキスタン援助政策に合致しているか、またタ

ジキスタンの保健開発政策と整合性はあるか。

有効性
プロジェクト目標の達成状況の検証及び、それはプロジェクトの成果によりも

たらされたものか。

効率性
プロジェクトの成果は投入に見合ったものであるか。投入の質、量、タイミン

グは適切であったか。

インパクト
上位目標達成の見込み、プロジェクトの波及効果及び予期しなかった正負のイ

ンパクトは何か。

持続性
政策、組織・制度、財政面及び技術面でのプロジェクト効果持続の見込みはど

うか。
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第３章　プロジェクトの実績

３－１　投入実績

（1）日本側投入実績

以下に 2015 年 11 月時点の日本側からの投入を記す（詳細は付属資料 7 参照）。

構　成 投　入

専門家派遣
短期専門家延べ 8 名（65.23 人 / 月）：母子保健、新生児ケア、ヘルスプロモー

ション、医療機材管理、研修管理 / 母子保健補助、業務調整

供与機材 事務用機器、医療機材（付属資料 7 参照）：約 6,000 万円

運営費
総額：約 5,000 万円（2015 年 11 月時点）

内容：研修実施、マニュアル作成等に係る活動経費

本邦研修 実績なし

（2）タジキスタン側投入実績

以下に 2015 年 11 月時点のタジキスタン側からの投入を記す。

構　成 投　入

C/P の配置 延べ 36 名（付属資料 7 参照）

執務室 プロジェクト執務室（光熱費含）、各 CDH 内研修スペース提供

活動経費 なし

３－２　成果の達成度

成果の達成度は PDM Ver. 1（2014 年 3 月）（付属資料 9 参照）に設定されている指標を基に検

証を行った。

（1）成果 1
成果 1 の達成見込みは非常に高い。

これまで供与された機材はすべて適切に使用され、維持管理台帳の活用により適切に管理

されている。当初予定されていたドイツ復興金融公庫（Kreditanstalt für Wiederaufbau：KfW）

の支援による機材供与の予定に遅延が生じたことから、本プロジェクトの機材供与に係る計

画も一部遅延しているがプロジェクト終了までに本プロジェクト側で追加の機材供与計画が

終了する予定である。維持管理に関しても、これまで供与された機材に関して維持管理台帳

を活用し適切に行われていることから、追加予定の機材についても同様の成果が期待でき

る。

成果 1 の達成度は以下のとおり。
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成果 1：対象 4 県の対象医療施設において、質の高いサービス提供のための産科及び新生児ケ

アに係る医療機材が整備され、適切な維持管理のもとで利用される。

指　標 達成状況

指標 1：機材維持管理台帳

が適切に使用される。

＜達成見込みは非常に高い＞

機材の運営管理及び維持管理台帳が 2014 年 2 月に配付され、す

べての医療施設において適切に活用されていることが各医療施

設で確認された。機材供与が遅れている施設においても、既に

機材管理に係る研修が実施され、準備を整えている。

指標 2：90％以上の供与さ

れた機材が適切に維持管理

される。

＜達成見込みは非常に高い＞

供与済みの機材に関しては、100％適切に管理されていることが

各医療施設で確認された。ルミ県 Navobod 管区病院では給水タ

ンクのモーターが一度故障したが、適切に修理され稼働してい

る。全般的に医療施設では細心の注意を払って機材管理が行わ

れていることが確認された。

（2）成果 2
成果 2 の達成度は、指標設定に課題が認められるものの、効果発現が確認されたことから

高いと判断される。

指標 1 及び 2 の研修の成果として、医療スタッフの知識・技術が確実に向上し、以前対応

できなかった子癇や妊娠高血圧前症等の症例の対応が可能になり、医療サービスの質が向上

している点が明らかになっている。指標 3 及び 4 に係る感染対策に関しては、院内における

医療従事者の手洗いの徹底や感染対策委員会設置による知識の向上が成果として確認され

た。指標 5 については、症例検討会は規則に沿って開催されているが、その手法に課題がみ

られたため、医療サービス改善に資する内容となるよう、プロジェクトではニアミスケース

の症例検討会〔Beyond The Number（BTN）ミーティング〕を提案、導入した。その効果は

各 CDH で認められ、現在では自発的な定期開催により医療スタッフの技術向上及び院内の

協力体制の構築に貢献していることも確認された。

成果 2 の達成度を以下に示す。
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成果 2：対象 4 県において、産科及び新生児ケアに係る医療施設の医療サービス提供能力が強

化される。

指　標 達成状況

指標 1：各プライマリー・

ヘ ル ス・ ケ ア（Primary
Health Care：PHC）センター

及び村落ヘルスセンターに

産科ケアに関して必要な研

修を受講したスタッフが 1
名以上存在する。

＜達成済み＞

各研修に参加した人数は以下のとおり。現地調査においても訪

問した医療施設において研修受講者がいることが確認された。

対象研修 妊産婦

ケア

対人コミュ

ニケーショ

ン（IPC）

IMCI（小

児疾病対

策の総合

管理）

産前産後健診

カウンセリン

グスキル

アクショ

ンプラン

策定

ジョミ

（4 カ所）
21 13 20 73 25

ルミ

（5 カ所）
13 23 18 60 30

ヴァフシ

（8 カ所）
23 23 15 51 33

シャルトゥー

ズ（4 カ所）
28 8 13 34 15

出所：プロジェクト提供資料

*「妊産婦ケア」は、リプロダクティブヘルスセンター（Reproductive Health 
Center：RHC）からの研修参加者も含む。

*「対人コミュニケーション」は、ヘルシーライフスタイルセンター（Healthy
Lifestyle Center：HLC）からの研修参加者も含む。

*「産前産後健診カウンセリングスキル」は、対象管区地域のみならず、県

全体の PHC 施設と RHC のスタッフに対し実施した。

*「アクションプラン策定」は、保健ボランティアも含む。

指標 2：対象となる CDH
び管区病院に産科・新生児

ケアに関する研修を受講し

た母子保健に関するスタッ

フ（主任内科医、婦人科医、

小児科医、麻酔医、看護婦

長、助産師等）が 1 名以上

存在する。

＜達成済み＞

各研修に参加した人数は以下のとおり。現地調査においても訪

問した医療施設において研修受講者がいることが確認された。

対象研修 HIV 母子感染予防 感染対策 緊急産科ケア

ジョミ
CDH 10 12 10

管区病院 4 2 9

ルミ
CDH 11 12 11

管区病院 3 4 5

ヴァフシ
CDH 15 12 8

管区病院 1 6 7

シャル

トゥーズ

CDH 9 13 13

管区病院 4 3 7
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対象研修

（CDH と管区

病院合計）

正常出産とパ

ルトグラム作

成

妊 娠 合 併

症管理（実

習）

新 生 児

ケア

新 生 児 蘇

生と麻酔

妊 婦 BTN
検 討 会

フ ォ ロ ー

アップ

ジョミ 15 4 21 8 9

ルミ 17 6 15 15 9

ヴァフシ 21 4 16 16 7

シャル

トゥーズ
18 6 12 12 7

出所：プロジェクト提供資料

指標 3：対象となる CDH
の術後及び分娩後の感染数

が 2011 年と比較して一定

のレベルに管理される。

＜達成済み＞

2011 年から感染患者数を比較すると以下の表のとおり、ジョミ

県ではゼロが維持されており、他 3 県では減少傾向が認められる。

他方で、本指標の「一定のレベルに管理される」の設定につい

ても指標の適切性に問題があると思われることから、これにつ

いては「5 項目評価の有効性」の項目で検証する。

ジョミ ルミ ヴァフシ
シャル

トゥーズ
合　計

総分娩数 2014 4,491 3,277 3,582 3,779 15,129
2015* 3,114 3,415 2,625 2,467 11,621

帝王切開

手術数

2014 245 219 308 217 989
2015* 189 209 178 168 744

術後感染

数

2011 0 0 1 6 7
2014 0 0 0 3 3
2015* 0 0 0 2 2

分娩後感

染数

2011 0 3 8 4 15
2014 0 0 0 0 0
2015* 0 0 0 0 0

*2015 年データは 9 月末までのもの

指標 4：対象となる CDH
において、感染症対策委員

会が毎月開催される。

＜達成済み＞

聞き取り調査の結果を以下の表に記す。ジョミ CDH では、産科

内に感染対策委員会を設置したところ、病院管理部門がその効

果を認め、管理レベルでの委員会を設置し、各部門に対する感

染対策モニタリングを実施している。

ルミ 毎月開催

ヴァフシ 毎月開催

シャルトゥーズ 毎月開催

ジョミ 毎月開催

出所：調査団聞き取り結果より
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指標 5：対象となる CDH
において、妊産婦死亡症例

及び新生児死亡症例のう

ち、90％以上の症例につい

て死亡原因が検討される。

＜達成済み＞

妊産婦の死亡症例検討会は死亡 3 日以内に実施することが規定さ

れており、規定に従い実施されている。新生児のそれはプロジェ

クトより導入されたものである。いずれも発生 3 日以内に実施

され報告書を提出している。

各県の CDH で発生した妊産婦及び新生児の死亡数は以下のとお

り。

CDH ジョミ ルミ
ヴァフ

シ

シャル

トゥー

ズ

合　計

妊婦死亡数
2014 1 4 0 1 6

2015* 0 0 0 1 1

新生児死亡数

（病院では出産

後 6 日以内の記

録のみ存在）

2014 31 29 17 35 112

2015* 21 26 11 33 91

*2015 年のデータは 9 月までのもの。

出所：プロジェクト提供資料

なお、プロジェクトでは死亡症例のみならず、ニアミスケース

の検討会を開催し、妊婦・新生児が重篤な症状に陥った原因を

探り次回からの予防の意味で、BTN と呼ばれる症例検討会を実

施している。現在までジョミで 12 回、ルミで 10 回、ヴァフシで

7 回、シャルトゥーズで 8 回実施された。検討された症例は、出

血 18 例、重篤な子癇前症 19 例であった。BTN 実施後、妊婦ケ

アについて以下のサービス向上がみられた。

・妊婦の状況をマトリックスにして、入院してから退院するま

での記録を模造紙に書いて貼り、スタッフで共有することに

なった。

・従来の死亡症例検討にみられたスタッフを非難することが減

少した。

・分娩中の出血が検討症例で取り上げられ、従来、子宮摘出さ

れていたケースに B リンチ縫合を適用するようになり、ルミ

では 2 例、ジョミで 1 例、子宮摘出を防ぐことができた。

・妊婦が運ばれてきたときに、妊婦が合併症を発症しているか

どうかについて、より注意深く診察するようになった。

・産科医のみならず、麻酔医や助産師が妊婦ケアとそれに伴う

役割分担をより明確に意識するようになった。

・新鮮凍結血漿の重要性を院内で共有し、自ら冷凍庫を購入し、

急な分娩に備えて常に在庫をおくようになった（シャルトゥー

ズ）。助産師も緊急時に使用できるように、研修する予定であ

る。
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（3）成果 3
成果 3 の達成見込みは中程度。

プロジェクトが実施したベースライン調査とエンドライン調査の比較結果では、必ずしも

母子保健に関する意識が向上したとはいえない。ただし、この 2 つの調査は 10 カ月という

比較的短いインターバルで実施されており、現地調査では、啓発活動の結果として人々の意

識が向上し、以前よりも産前・産後健診（Antenatal Care：ANC, Postnatal Care：PNC）の回数

が増加、また自宅分娩でなく施設分娩の数が確実に増加したという意見が多く聞かれた。啓

発活動のための教材も大変分かりやすく使いやすいという評価であった。啓発活動に必要な

インターパーソナル・スキルの研修がとても役立ち、効果を発揮したとの声も聞かれた。よっ

て、啓発活動に係る支援は適切であったといえる。

成果 3 の達成度を以下に示す。

成果 3：対象 4 県において、住民の母子保健に対する意識が向上する。

指標 1：保健スタッフによ

る母子保健教育の実施回

数が上昇する。

＜達成済み＞

コミュニティでの住民への保健教育活動は、本格的に活動を開

始した 2014 年 7 月より徐々に活発に実施され、日常業務とな

りつつある。啓発活動計画の作成により活動をより効率的に実

施できるようになったことから、より多くの住民に対して啓発

セッションを実現していることが、調査からも明らかになって

いる。各県ごとの母子保健教育の開催回数及び参加者数は表－

１参照。

指標 2：対象県の選定され

た地域において、ベースラ

イン調査と比較して、母子

保健ケアに関する適切な

知識をもつ妊産婦とその

家族、一般住民の割合が

30％増加する。

＜一部達成＞

ベースライン調査が 2014 年 11 月に実施され、エンドライン

調査が 2015 年 9 月に実施されていることから、10 カ月間での

30％の増加は困難であると思われるが、以下のとおり一部大

きな知識向上が認められた。一般住民を対象とした調査では、

PNC の回数（4 回）の知識増加率は 114％、妊娠中の危険な兆

候としての視野狭窄は 88％、完全母乳の時期については 311％
の増加が確認されている。

すべての詳細結果は表－２参照。

一般住民の間で飛躍的に向上した知識項目は、ベースライン調

査結果をボランティアへフィードバックした際に、これらの項

目について知識が不足している点を強調した。さらにこれらは

単純なメッセージで啓発が可能である点が挙げられ、ボラン

ティアの啓発活動が活発に実施された証といえる。

他方で、妊婦及びその家族の知識が低下している。調査実施の

タイミングの問題もあるが、今後さらなる活動の強化が期待さ

れる。
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表－１　母子保健教育の実施回数

県

保健

教育数

参加者

数

保健

教育数

参加者

数

保健

教育数

参加者

数

保健

教育数

参加者

数

2014 年 6 ～ 9 月 2014 年 10 ～ 12 月 2015 年 1 ～ 3 月 2015 年 4 ～ 6 月

ジョミ No data No data 42 705 34 420 48 656

ヴァフシ 19 522 29 1,578 1 30 90 1,942

シャル

トゥーズ
No data* No data* No data* No data* 3 233 30 1,081

ルミ 10 86 19 357 2 38 55 506

*2014 年はシャルトゥーズで気候の悪化が続いたため、開催できなかった。

出所：保健ボランティアの保健教育開催記録

出所：プロジェクト提供資料

表－２　保健知識に係るベースラインとエンドライン調査の比較

知　識

あり（％）

ベースライン調査時

（2014 年 11 月）

あり（％）

エンドライン調査時

（2015 年 9 月）

妊婦
妊婦

家族

一般

住民

妊婦

増減 （％）

妊婦家族

増減 （％）

一般住民

増減 （％）

回答数 979 955 1,599 1,126 1,073 1,631

〔1〕妊娠・出産

・妊婦健診について（7 回以上） 20.8 18.3 29.4 26.6 28 25.8 41 44.4 51

・産後健診について（4 回以上） 37.9 39.4 18.5 28.4 -25 33.9 -14 39.6 114

・子ども（1 歳未満）の健診に

ついて（4 回以上）
70.2 70.4 57.6 59.2 -16 61.4 -13 65.2 13

・妊娠中の危険症状について 1
つ以上項目を挙げることがで

きた人

83.4 82.6 77.9 85.6 3 85.4 3 93.5 20

・高血圧 52.0 53.9 42.3 56.2 8 62.3 16 68.9 63

・出血 56.9 58.2 42.0 58.6 3 62.3 7 59.9 43

・頭痛 50.6 48.4 34.3 51.7 2 48.9 1 55.2 61

・下腹部痛 49.0 44.1 30.0 46.4 -5 43.7 -1 43.9 46

・浮腫 34.6 34.8 27.9 33.2 -4 33.8 -3 56.3 102

・具合が悪くなる 37.1 37.6 38.4 30.1 -19 29.1 -23 51.7 35

・視覚障害 28.6 21.8 17.4 17.1 -40 18.3 -16 32.7 88

・胎動減少 18.2 18.2 9.2 12.9 -29 13.6 -25 19.4 111

・出産時の危険症状について 1
つ以上項目を挙げることがで

きた人

73.4 73.1 74.7 75.8 3 75.5 3 91.9 23

・重度の性器出血 49.8 52.8 60.4 63.0 27 62.7 19 82.2 36
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・頭痛 49.7 48.1 34.8 48.9 -2 48.9 2 56.7 63

・視覚障害 38.5 35.6 25.1 30.3 -21 32.3 -9 38.9 55

・高熱 33.5 34.1 20.8 27.1 -19 26.2 -23 36.9 77

・遷延分娩（12 時間以上） 17.4 19.4 14.8 18.2 5 18.4 -5 35.2 138

・痙攣 25.4 24.7 10.6 13.9 -45 15.8 -36 24.5 131

・胎盤遺残 14.1 14.9 14.2 12.4 -12 13.0 -13 28.2 99

・産褥期の危険症状について 76.7 80.6 77.3 77.2 1 79.3 -2 91.0 18

・重度の性器出血 58.9 65.7 62.8 68.4 16 71.0 8 79.9 27

・悪露の異常 20.9 19.7 12.1 14.0 -33 13.5 -31 26.8 121

・頭痛 47.5 48.0 34.1 49.4 4 48.9 2 58.9 73

・視覚障害 33.3 33.6 21.2 28.5 -14 31.9 -5 34.6 63

・高熱 27.8 30.4 20.7 24.8 -11 23.7 -22 35.8 73

・腹痛 46.8 43.0 44.2 38.0 -19 39.6 -8 51.0 15

・推奨される分娩場所（病院） 90.5 91.9 85.2 91.6 1 91.3 -1 92.6 9

〔2〕母乳栄養と家族計画

・母乳開始時期（出産直後～） 89.3 85.9 80.6 85.8 -4 82.8 -4 95.0 18

・完全母乳の期間（6 カ月まで） 21.5 20.2 17.3 61.0 184 58.6 190 71.1 311

・産間調整 2 ～ 3 年 88.3 89.4 85.7 89.3 1 91.4 2 95.9 12

〔3〕新生児・乳児期の危険な兆候

・危険な症状について 1 つ以上

項目を挙げることができた人
79.2 85.1 73.4 82.1 4 86.6 2 92.9 27

・高熱 71.0 78.3 63.7 76.3 7 81.8 4 85.2 34

・継続する下痢 52.9 58.2 45.7 67.1 27 68.6 18 63.5 39

・呼吸困難 38.3 40.9 27.4 27.1 -29 27.4 -33 43.8 60

・痙攣 29.7 33.0 20.8 19.6 -34 24.3 -26 37.2 79

・哺乳力低下 24.3 24.6 13.1 21.2 -13 23.2 -6 39.7 203

・陥没呼吸 13.4 14.8 5.9 4.1 -69 4.9 -67 11.9 102

・低体温 23.1 27.1 15.9 18.7 -19 19.9 -27 23.9 50

・不活発 17.8 17.2 8.8 7.9 -56 9.4 -45 12.4 41

〔4〕衛生（手洗いについて）

・排便後 89.0 91.2 79.6 89.4 0 90.3 -1 91.7 15

・子どもの排便処理後 71.5 73.5 44.2 70.5 -1 70.1 -5 76.5 73

・食事前、食べ物を扱う前 70.0 72.0 54.2 75.3 8 77.1 7 77.9 44

・子どもに食事を与える前 69.1 70.9 54.4 65.7 -5 65.6 -7 80.1 47

出所：プロジェクト提供資料
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３－３　プロジェクト目標の達成度

プロジェクト目標「母子保健サービスがより適切に利用されるようになる」の達成見込みは高

い。ただし、設定されている指標との関係では、達成度が限られる。

これは、指標 1 の目標値設定が現実的でない点が挙げられる。他方で、プロジェクト対象外の

地域と比較すると、プロジェクト活動の成果は明白であることが認められ、現地調査においても、

ANC・PNC の回数がプロジェクトの啓発活動により増加したという意見が多く聞かれた。指標 2
は目標値を大幅に超え達成している。指標 3 については指標設定に課題が認められるが、聞き取

り調査の結果を反映し達成済みと判断した。

プロジェクト目標である「母子保健サービスがより適切に利用されるようになる」という観点

からは、各対象医療施設での分娩数の増加、新生児死亡数の低下、医療機材導入により評判が広

がり他県からも患者が来るようになった、という点などが現地調査で多く聞かれ、実際は大きな

成果が発現しているといえる。

プロジェクト目標に対する指標の達成度を以下に示す。

プロジェクト目標：ハトロン州の対象 4 県の対象医療施設において、母子保健サービスがよ

り適切に利用されるようになる。

指　標 達成状況

指標 1：対象 4 県において 7
回以上の ANC を受け、4 回以

上の PNC を受ける妊婦の割

合が 80％以上になる。

＜未達成＞

ANC を 7 回以上、かつ PNC を 4 回以上受診している妊産婦

の割合は 33.1％ 1
であった。中間レビュー調査時点で、この

数値は 0 であったことから本指標は現実的でない目標設定

であるともいえる。

しかしながら、プロジェクトが実施した対象外地域との比

較によるエンドラインサーベイでは（表－３参照）、対象地

域での ANC・PNC の受診率は、目標の 80％に届かないも

のの、対象以外の地域と比較すると、エンドラインにおい

ての上昇率（1.6％から 33.1％）は大きい。また、特筆すべ

き点として、対象地域の PNC の受診率の伸びが挙げられる

（7.4％から 86.7％）。これは、プロジェクトが第 3 年次に作

成し配付した「PNC チェックシート」が PNC の効率性を上

げたと考えられる。PNC は通常、家庭訪問によって実施さ

れるが、チェックシート導入以前は PNC の結果をすべて手

書きで文章にしていた。チェックシート導入により、健診

項目に対してチェックをするだけでよくなって手書きで記

入する時間と手間が減少し、健診項目の漏れもなくなった

という意見が多数聞かれた。

1
　この数値結果は、当該指標がベースライン調査時（2011 年）及びエンドライン調査時（2015 年）ともに記録されていた 22 医療

施設のみを調査対象としている。「データが存在すること」のみを調査対象条件としていることから、調査に限界がある。
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指標 2：対象 4 県において

2011 年と比較して、在宅分娩

の件数が 10％減少する。

＜達成済み＞

以下の表のとおり、在宅分娩の件数は 33％減少しており、

目標値の 10％を大きく上回った。ハトロン州全体として

36％の減少がみられ、現地調査においても生活水準の向上

が背景の 1 つとの意見も聞かれたが、対象県においてはプ

ロジェクトの啓発活動の成果であるとの声も多く確認され

ている。

対象 4 県の合計自宅

出産数

ハトロン州全体の自

宅出産数

2011 年 2,346 11,856

2014 年 1,563 7,558

変化率 33％減少 36％減少

出所：プロジェクト提供資料

指標 3：対象 4 県において妊

娠合併症をもつ人の 90％以

上が適切な治療によりコント

ロールされる。

＜達成済み＞

本指標では、分母となる「入院すべき妊娠合併症の件数」

を知ることが不可能であるとのことから、本指標設定の課

題が指摘される。プロジェクトによる関係者への聞き取り

により、「レファラルや入院措置が必要な妊婦はほとんど全

員 CDH に入院しているといえる」とのことから、本指標は

達成済みとし、表－３に 2014 年及び 2015 年の妊娠合併症で

入院した妊婦数を示す。

表－３　ANC・PNC 受診回数に係る対象地域と対象外地域の比較

プロジェクト対象地域 対象外地域

ベースライン

調査（2011）
エンドライン調

査（2014 ～ 15）
ベースライン

調査（2011）
エンドライン調

査（2014 ～ 15）

サンプル数 163 212 94 69

ANC7 回以上かつ PNC4 回以

上受診した人数
4 93 5 14

ANC7 回以上かつ PNC4 回以

上受診した人の割合
1.6％ 33.1％ 1.9％ 5.0％

補足情報

4 回以上 PNC を受診した人

の割合
50.3％ 94.3％ 83.0％ 72.5％

7 回以上 ANC を受診した人

の割合
14.1％ 47.2％ 10.6％ 33.3％

4 回以上 PNC を受診した人

の割合
7.4％ 86.7％ 36.2％ 44.9％

出所：プロジェクト提供資料
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表－４　妊娠合併症で CDH へ入院した妊婦数

2014 年

ジョミ ルミ ヴァフシ
シャル

トゥーズ
合　計

Pre-eclampsia（妊娠高血圧前症） 59 78 49 61 247

Eclampsia（子癇） 9 6 6 8 29

Breech delivery（骨盤位） 120 60 24 40 244

Postpartum hemorrhage（弛緩出血） 28 53 10 14 105

Abruption of placenta（胎盤早期剥離） 87 27 8 32 154

Premature rupture of membrane（早期

破水）
275 67 134 130 606

Stillbirth（仮死） 41 50 46 65 202

Twins（双胎） 59 22 25 24 130

Miscarriage（流産）（until 20 weeks） 305 175 104 36 620

Post-term（過期妊娠）（42 週以降） 3 35 NA 20 NA

合　計 986 573 NA 430 NA

2015 年（9 月時点）

ジョミ ルミ ヴァフシ
シャル

トゥーズ
合　計

Pre-eclampsia（妊娠高血圧前症） 80 63 90 125 358

Eclampsia（子癇） 8 7 14 8 37

Breech delivery（骨盤位） 67 47 35 42 191

Postpartum hemorrhage（弛緩出血） 35 31 17 18 101

Abruption of placenta（胎盤早期剥離） 46 43 20 30 139

Premature rupture of membrane（早期

破水）
301 55 36 94 486

Stillbirth（仮死） 27 29 30 59 145

Twins（双胎） 44 25 16 18 103

Miscarriage（流産）（until 20 weeks） 211 21 44 24 300

Post-term（過期妊娠）（42 週以降） 3 33 NA 27 NA

合　計 822 354 NA 445 NA
出所：プロジェクト提供資料

３－４　上位目標の達成見込み

上位目標の達成見込みは高い。

指標の新生児死亡数及び妊産婦死亡数は現時点で緩やかな減少傾向が確認されている。プロ
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ジェクト活動が順調に対象 4 県全域に拡大されることで、目標値の達成が期待される。

上位目標の終了時評価時点での指標の推移は、以下のとおり。

上位目標：ハトロン州の対象 4 県における母子保健に係る状況が改善される。

指　標 達成状況

指 標 1： 対 象 4 県 の IMR が

2011 年と比較して 2018 年に

30％低下する。

＜達成見込みは高い＞

2011 年と比較して 2.6、もしくは 13％の減少が確認できる。

プロジェクト成果が対象 4 県全域に拡大されることで、2018
年までにさらなる減少が期待できる。

（対出生 1,000） （％）

2011 年 2012 年 2013 年 2014 年

ヴァフシ 17.2 18.5 12.2 15.2

ルミ 17.8 16.4 15.6 14.7

ジョミ 25.9 19.8 17.0 17.3

シャルトゥーズ 20.3 19.0 16.4 25.0

出所：プロジェクト提供資料

指標 2：対象 4 県の CDH で

把握している妊産婦死亡数が

2018 年時点で 2011 年と比べ

て減少する。

＜達成見込みは高い＞

以下の表からは減少傾向が確認される。プロジェクト成果

が対象 4 県全域に拡大されることで、2018 年までにさらな

る減少が期待できる。

2011 年 2012 年 2013 年 2014 年

ヴァフシ 0 3 2 0

ルミ 2 2 2 4

ジョミ 2 1 2 1

シャルトゥーズ 4 0 1 0

4 県合計 8 6 7 5

３－５　実施プロセスにおける特記事項

（1）活動の進捗・実施状況

プロジェクトの活動は以下の点において、計画されていた活動に遅れや変更が生じている。

機材供与に関し、計画当初は、KfW 支援とのデマケーションを基に供与対象施設を決定

したが（対象医療施設のうち、ルミ県、ヴァフシ県の CDH は KfW、その他は JICA）、その

後 KfW 支援の予定が大幅に延期されたため（2012 年から 2020 年に変更）、ルミ県、ヴァフ

シ県の CDH に対し本プロジェクトから研修用として一部の医療機材を追加供与することと

なった。供与予定の機材の臨床的使用方法の研修は実施済みであるため、成果 1 の達成に支

障はなかった。

また、プロジェクト開始当時は医療施設のレベルごとのサービス提供の基準が存在して

おらず、CDH と管区病院はどちらも 2 次レベル医療施設という扱いであった。したがって、

プロジェクトでは詳細計画策定調査の結果に基づいて供与すべき機材選定を行い、MOHSPP
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の合意を得たうえで CDH と管区病院に同じ機材を供与することとした。しかし、供与した

直後に省令 No.443 及び No.444 において国家基準
2
が策定され、この基準では管区病院が 1 次

レベル、CDH は 2 次レベルと規定、それぞれの役割が明確化された。その結果、プロジェ

クトで選定した管区病院向けの機材が国家基準に合わないという事態となった。そのため、

管区病院の機材の一部を CDH に移管することとなったが、一度供与してしまうと、譲渡が

難しいため、時間を要しつつも少しずつ機材を基準に沿って移動している。なお、ヴァフシ

県では、既に管区病院から CDH へ酸素濃縮器、光線治療器、携帯用保育器などが移動済み

であり、他に蘇生台等の移動が求められている。

（2）プロジェクト運営管理

プロジェクトの運営管理としては、主に合同調整委員会（Joint Coordination Committee：
JCC）及びテクニカルワーキンググループ（Technical Working Group：TWG）において、活動

の情報共有、モニタリングを実施している。また、研修実施後のフォローアップを活動モニ

タリングの一環として C/P とともに医療施設訪問により行われている。プロジェクト事務所

が PHD 内にあることから、州レベルの関係者とのコミュニケーションは良好であり、中央

MOHSPP とも適切に情報共有がなされていることが確認された。

プロジェクト運営管理の 1 つとして、中間レビューにおけるプロジェクト及び MOHSPP
などに対する提言へのその後の対応も、以下のとおり実施されている

中間レビューでの提言 対応状況

＜プロジェクトに対する提言＞

1 プロジェクトの供与機材は 2014 年

1 月に対象病院に設置されたばかり

であり、機材の使用・日常の維持

管理について病院職員の研修を実

施中である。新しい機材の正しい

使用法を徹底する必要があるので、

プロジェクトでは対象病院に対し

てモニタリングとスーパービジョ

ンを実施する。

対象施設へ毎月訪問して指導を実施。ドゥシャン

ベの第一産科病院の講師を招待し、さらに 2 回研修

を実施し、臨床的指導を行った。

2
　管区病院は 1 次レベルとして普通分娩（及び 2,500 ｇ以上の新生児）のみ対応、すべての合併症は上位レベルへリファー。CDH
は 2 次レベルとして、合併症、帝王切開、2,000g までの新生児の蘇生の対応。重症は上位レベルへリファー。3 次レベルの国立

病院では、2,000g 以下の新生児の蘇生とすべての合併症に対応。
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2 妊産婦やその家族、一般市民の母

子保健に関する知識、意識向上が

必要な状況であるため、地域で活

動するヘルスワーカーは対人コ

ミュニケーション研修において作

成した活動計画に取り組んでいる。

プロジェクトはこうした活動が住

民の意識改善につながったかなど

モニタリングを行う。

啓発活動の活動計画 / モニタリングシートが適切に

活用され、四半期会議で進捗確認を実施している。

プロジェクトのエンドライン調査の結果からは、飛

躍的な知識向上もいくつかの点において認められ

ているが、啓発活動のさらなる強化が期待される。

詳細は「３－２　成果の達成度（3）成果 3」を参照。

3 院内感染対策や社会啓発活動、医

療機材の設置等、新たな取り組み

が行われている。技術的、財政的

及び文化的に類似の制約を有する

病院間で情報や実践的な手法の共

有が効果的であると考えられる。

プロジェクトは必要に応じて病院

間の情報共有、相互学習を促進す

る。

ジョミ県中央病院が受け手となり、ヴァフシ県、

シャルトゥーズ県のスタッフがジョミ県で研修受

講。その研修により人事交流が図られ、県間のネッ

トワークが構築された。これにより、病院間で技

術的アドバイスを求めるなどのコミュニケーショ

ンが実現している。

4 PDM 改訂 中間評価時に対応済み。

＜ MOHSPP、ハトロン PHD、プロジェクト対象病院に対する提言＞

1 本プロジェクトで発現する対象県

レベルの成果が、国家の母子保健

政策に反映されるよう、MOHSPP
のプロジェクトへの関与を強化す

る。モニタリングや助言指導、対

象病院における水や電気の安定的

供給のために後押しをすることが

望ましい。PHD や、県・自治体も

プロジェクトに積極的に巻き込む。

プロジェクト活動のモニタリング・スーパービ

ジョンは MOHSPP 及びハトロン PHD とともに実施

されている。MOHSPP からのモニタリング訪問は

通常業務の際に、プロジェクト対象県を優先的に

視察する対応をしている。

電気供給確保については、シャルトゥーズ県では発

電機の燃料に係る予算を優先的に確保する旨、県

庁がレターを発出するという対応がとられている。

2 供与機材のなかには定期的な維持

管理が必要なものがあるため、対

象病院は管理担当の配置に加えて、

維持管理や消耗品の予算を確保す

るとともに、修理が必要な際は首

都ドゥシャンベにある医療機材代

理店の技術者を招へいするなどの

調整を図る。

機材の維持管理費は通常の病院予算に計上されて

いるが、十分でないこともある。病院長は診療報

酬からの捻出できる予算を活用するなどの対応が

求められる。「５－１　提言」を参照。

修理が必要な際のドゥシャンベの連絡先は各医療

施設で適切に把握しており、現時点まで修理の必

要は生じていない。
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3 院内感染対策や適切な医療サービ

スの阻害要因と考えられる慢性的

な水不足を改善するため、対象管

区病院に簡易給水タンクを設置し

た。対象管区病院は、持続的な活

用のため、タンクの維持管理と定

期的な水質検査を継続して行う。

設置されたすべての簡易給水タンクは適切に維持

管理され活用されている。

4 供与した簡易給水タンクの維持管

理と定期的な水質検査。

各施設で適切に維持管理され稼働している。

（「提言」は「ハトロン州母子保健システム改善プロジェクト中間レビュー報告書」より抜粋）

（3）C/P のオーナーシップ

C/P はすべての会議に参加し、州レベルからは病院訪問によるモニタリングにも参加して

いる。医療施設レベルにおいても、TWG を約 6 カ月ごとに実施しており、病院のマネジャー

やテーマに応じて関係者を招いている。開始当初彼らはオブザーバー的であったが、現在で

は積極的に発言し、会議を通じて確実に知識・技術の向上が図られている。さらに院内での

技術移転や BTN ミーティング等の自立的な実施が認められ、オーナーシップは確実に醸成

されている。これは、プロジェクトがキャパシティ・ビルディングを実施する過程で、研修

後のスーパービジョンとモニタリング、また TWG へも巻き込むという、この一連の活動が

こうした成果を生んでいるといえる。

（4）他ドナーとの連携

住民への啓発活動では、Mercy Corp3
のボランティアを活用している。JICA プロジェクト

が実施した啓発活動の活動計画策定とモニタリングのシステムは、Mercy Corp の活動とも連

動した内容であることから、ボランティアにとって業務負担とはなっておらず、2 つのプロ

ジェクトがうまく調和して効率的な活動につながっている。Mercy Corp でも母子保健に係る

研修が実施されているが、JICA プロジェクトからは啓発活動に分かりやすい教材が供与さ

れたことから、実際の活動では JICA の教材が大変役立っている。

機材供与に関し、プロジェクト開始当初は KfW との供与のデマケーションを設定し、

KfW の支援を考慮に入れた支援計画により、連携を図った。しかしながら、KfW の支援が

予定どおり実施されなかったことから本プロジェクトにも支障が生じた。詳細は前述の「（1）
活動の進捗・実施状況」を参照。

3
　1979 年に設立された米国の NGO
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第４章　評価結果

４－１　5 項目評価

４－１－１　妥当性

プロジェクト妥当性は非常に高い。

（1）タジキスタンの開発政策とプロジェクト目標の整合性

2006 年 に 制 定 さ れ た「 国 家 開 発 戦 略（National Development Strategy of the Republic of 
Tajikistan for the period to 2015）」（以下、NDS）では、保健分野の優先課題の 1 つとして母子

保健の改善を掲げている。NDS を土台として 2010 年に策定された「国家保健戦略（National
Health Strategy, Republic of Tajikistan 2010-2020）」（以下、NHS）では、具体的戦略として、①

保健システム改革、②保健医療サービスのアクセスや質・効率の改善、③医療財源の確保

が明記されており、母子保健分野に関しては、妊産婦の ANC・PNC、新生児ケアや小児疾

患予防対策の重要性を強調している。さらに、プロジェクト対象州のハトロン州では、NHS
に従い 2014 年から 2020 年までの活動計画を策定しており、そのなかに母子保健活動も組み

込まれている。

したがって、プロジェクト目標である「ハトロン州の対象 4 県の対象医療施設において、

母子保健サービスがより適切に利用されるようになる。」は終了時評価調査時点においても

タジキスタンの国家政策と確実に合致している。

（2）日本の援助方針とプロジェクト目標の整合性

日本政府の「対タジキスタン共和国国別援助方針（2012 年 12 月）」では、基本方針とし

てミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）の達成を念頭においた貧困

削減を目標に掲げ、特に貧困層の多い地方の開発と経済インフラ整備を中心とした発展を支

援するとしている。さらに重点分野として、安全で衛生的な飲料水へのアクセスを可能とす

る給水施設や母子保健を中心とした保健医療体制の整備を支援するとしている。また、JICA
のタジキスタン国家分析ペーパー（2013 年）では、ハトロン州が社会サービス改善の優先

地域と指定している。

以上の理由から、本プロジェクトは日本の政策との整合性も高い。

（3）実施方針の適切性

ターゲットグループのニーズとプロジェクト目標の整合性に関し、プロジェクト対象地

域であるハトロン州は、全国でも母子保健分野における指標が低く、表－５に示すとおり、

MMR など全国平均を上回っている。

表－５　母子保健指標（2012 年）

妊産婦死亡数

（対 10 万人）

5 歳以下乳児死亡

（対 1,000 出生）

新生児死亡数

（対 1,000 出生）

ハトロン州 35.2 25.7 19.2

全国 33.3 21.8 17.2
出所：MOHSPP 統計局統計冊子 2013 年より抜粋
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また、アプローチの適切性に関し、農村地域のヘルスセンターや住民への啓発を担うヘル

スセンター及びヘルスボランティアに対する支援は、プライマリー・ヘルス・ケアの強化を

図っている現在のタジキスタンの保健分野改革の流れに沿うものである。さらに、医療機材

整備及び医療従事者の能力強化は、保健サービスの質向上に直接効果を上げる手段であり、

実際プロジェクトの成果として患者数や施設分娩数の増加などといった結果が認められてい

る。

以上の理由から、ターゲットグループの選定はニーズに沿ったものであり、プロジェクト

アプローチについても効果を上げる手段として適切であるといえる。

４－１－２　有効性

プロジェクトの有効性は、指標設定に課題が残るものの、高いと評価できる。

（1）プロジェクト目標の達成度

本プロジェクトの目標は、「３－３　プロジェクト目標の達成度」にも記載のとおり、指

標のうえでは達成が困難な状況であるが、「母子保健サービスがより適切に利用されるよう

になる」という観点からは、十分な成果が確認されている。水や電気の供給が制限されてい

た対象医療施設では、プロジェクトが供与した給水タンク及び施設内への水道の設置、また

発電機の供与により、安全な分娩と電気による医療機材の活用が可能となった。さらに医療

機材についても、体重計や身長計といった小さいながらも必要不可欠なものが選定され、特

に移動用新生児保育器は各医療施設でこれまで助からなかった未熟児の命を救っているとの

声が聞かれた。こうした評判が広がり他県からの患者も増加している。

医療スタッフの技術レベルも研修や症例検討会を通じて確実に向上しており、特に蘇生法

と妊婦の子癇けいれん発作、弛緩出血の際の対応ができるようになったとの意見が聞き取り

調査で多く聞かれた。実際、「表－４　妊娠合併症で CDH へ入院した妊婦数」を見ると、子

癇けいれん発作と弛緩出血で CDH への入院数が増加傾向にあり、ニーズに応じた技術の向

上により、施設を訪れる患者が増加したとも推測できる。

（2）プロジェクト目標と成果の因果関係

プロジェクト目標「ハトロン州の対象 4 県の対象医療施設において、母子保健サービスが

より適切に利用されるようになる。」を達成するため、3 つの成果が設定されている。①機

材整備及び維持管理技術の支援、②医療従事者に対する妊産婦・乳児ケアに係る知識・技術

支援、③妊産婦及び住民に対する母子保健に係る啓発活動。母子保健サービスがより適切に

利用されるために、サービス提供側の医療技術の向上、及びサービス受益者側の意識向上と

いう 2 方向からの支援戦略は理にかなっており、設定された成果は十分であるといえる。

しかしながら、成果の指標に関し、達成度を測るものとして適切でない点が認められる。

各指標の適切性の検証を表－６に記す。
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表－６　成果指標の適切性検証

成　果 指標の適切性

成果 1 ・医療機材の適切な活用及び維持管理に係る指標は適切である。

成果 2

・指標 1 及び 2 に関し、「研修を受講したスタッフが医療施設に 1 人以上いる」と

いう指標は、医療従事者の技術向上を測るものとしては十分とはいい難く、研

修受講後の知識・技術レベルに関する指標設定がより適切である。

・指標 3「感染が一定レベルに管理される」は、「一定レベル」の意味が曖昧で評

価が困難な指標である。

・指標 4 の感染症委員会実施、指標 5 の症例検討会実施は、医療技術向上の観点

から適切である。

成果 3
・指標 1 の保健教育セッションの実施回数が「増加する」の目標値が明確でなく、

評価が困難である。

・指標 2 の知識向上の増加率は 30％と目標値が明確で適切である。

（3）成果からプロジェクト目標に至る外部条件

外部条件①　「タジキスタン側がプロジェクトに必要な予算及び人員配置を行う。」の状況。

⇒　プロジェクト活動に必要なタジキスタン側の投入としてプロジェクト事務所の提供や

C/P の設置が適切に実施された。この外部条件は満たされている。

外部条件②　「他の主要開発パートナーによる母子保健に関する技術協力及び財政支援が

極端に減少しない。」の状況。

⇒　主要開発パートナーの支援は、ワクチン供与についてはワクチンと予防接種のための

世界同盟（Global Alliance for Vaccines and Immunization：GAVI）のプロジェクトが終了、家族

計画は国連人口基金（United Nations Population Fund：UNFPA）、国際家族計画連盟（International
Planned Parenthood Federation：IPPF）の支援が終了、HIV は Global Fund と UNFPA の支援が終

了している。他方で、世界銀行（World Bank：WB）、USAID、国連児童基金（United Nations 
Children’s Fund：UNICEF）による栄養分野の支援が増加している。全体としてドナーの支援

が減少しているが、ワクチン、家族計画、HIV は、直接プロジェクト活動に影響を与えるも

のでない。

外部条件③　「タジキスタン側が安全な水の供給を確保する。」の状況。

⇒　プロジェクトで供与した簡易給水タンクは適切に維持管理され活用されている。シャ

ルトゥーズ CDH では水源の水質に問題があるとされているが、現在 MOHSPP が井戸を掘削

することで対応中である。

４－１－３　効率性

プロジェクトの効率性は高い。

（1）成果達成状況

「３－２　成果の達成度」で示しているとおり、成果 1 の達成見込みは大変高く、成果 2
と成果 3 については、指標の適切性の問題により評価が困難でありつつも、医療技術レベル
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の向上及び人々の意識改善という観点からは、効果が現れており、成果の達成状況はおおむ

ね良好であると判断できる。

（2）活動と成果の因果関係

成果 1 及び成果 3 は、状況調査実施の結果に基づき必要機材選定及び活動策定を実施して

おり、成果達成のために無駄のない十分な活動内容となっている。成果 2 についても、医療

従事者の知識・技術の向上を目的とした研修実施及び各種院内会議実施支援による技術向上

を図っていることから、計画された活動は成果達成のために十分であったといえる。

（3）活動から成果に至る外部条件

外部条件①　「タジキスタンと近隣諸国で社会的、経済的、政治的な理由や大規模な食糧

不足により紛争や騒動が起こらない。」の状況。

⇒　これらの影響は認められておらず、この外部条件は満たされている。

外部条件②　「タジキスタン側の C/P が頻繁に辞職や異動をしない。」の状況。

⇒　C/P はプロジェクト活動に適宜参加しており、辞職や異動はあまりみられない。この

外部条件は満たされている。

外部条件③　「研修を受けた C/P が頻繁に辞職や異動をしない。」の状況。

⇒　研修受講後の辞職や異動は、数名程度のため成果達成に影響を与えていない。この外

部条件は満たされている。

外部条件④　「院内感染予防に関する国家ガイドラインが遅くとも 2012 年 8 月までに完成

する。」の状況

⇒　予定どおり完成し、2015 年改訂版が出された。この外部条件は満たされている。

外部条件⑤　「タジキスタン MOHSPP による死亡症例検討についての国家基準及びガイド

ラインが 2012 年 8 月までに策定される。」の状況

⇒　2010 年に策定されており、この外部条件は満たされている。

（4）投入の実施状況

活動計画（PO）（付属資料 10）を見ると、開始時の活動の遅れがめだつが、これは主に日

本人専門家の契約手続きに係ることに起因している。

対象管区病院の選定の際に、病院統廃合計画に混乱が生じたため、選定プロセスに数カ月

の遅れが生じた。しかし、活動開始後は年内に計画された活動がすべて実施された。

「３－５　実施プロセスにおける特記事項（1）活動の進捗・実施状況」に記載のとおり、

KfW の機材供与計画の大幅な延期により、ルミ CDH 及びヴァフシ CDH への機材供与及び

技術研修活動に遅れが生じた。プロジェクトはこれら 2 つの CDH へ研修用機材を追加で調

達するという措置をとり、これによりプロジェクト終了前までに成果 1 の達成見込みを確保

した。
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その他、専門家派遣及び予算手当はタイミングよく実施された。

（5）類似プロジェクトの教訓の活用

本プロジェクト策定の際に、次の教訓の活用が提案されている。

「アルメニア共和国『リプロダクティブヘルスプロジェクト（2004 年12月～2006 年11 月）』

では、地方における医療従事者の定着率は高く人材育成を図るうえでの投入効果は高い一方

で、医療施設間のネットワーク情報共有は十分でないため、投入効果の面的拡大を図るため

の方策を検討する必要が提言された。これを受け、本プロジェクト実施の際に、対象 4 県で

の取り組みについて、保健省やハトロン州保健局、さらに他の開発パートナーとプロジェク

トの進捗や成果に係る情報共有を行い、ハトロン州の他県への波及効果を図る。」（本プロジェ

クトの詳細計画策定報告書より抜粋）

この教訓の活用状況として、定期的な JCC の実施及び活動実施の過程で、MOHSPP 及び

ハトロン PHD と情報共有を行っており、また開発パートナーについても、MOHSPP 主催の

月例ドナー会議、また WHO の MCH ドナー会議にプロジェクト専門家が出席し、活動進捗

や成果を共有している。10 月に開催された MDGs のレビュー会議では、第一産科病院の医

師が本プロジェクトを取り上げ、その包括的アプローチについて称賛している。これらの結

果から、教訓の活用により効率的な活動共有が実現しているといえる。

４－１－４　インパクト

プロジェクト実施によってプロジェクトの効果を拡大させる波及効果が確認された。した

がって、プロジェクトのインパクトは高いと判断される。

（1）上位目標の達成予測

「３－４　上位目標の達成見込み」に記載のとおり、上位目標の達成見込みは高い。設定

されている 2 つの指標、新生児及び妊産婦の死亡数は 2011 年と比較してともに緩やかな減

少傾向を示している。プロジェクト活動が着実に対象 4 県の全域に普及されることにより、

上位目標達成は可能であるといえる。

（2）上位目標とプロジェクト目標の因果関係

プロジェクト目標が、対象 4 県内の対象医療施設の母子保健医療サービスの適切な利用で

あるのに対し、上位目標は対象 4 県全域の母子保健に係る状況改善としている。これは、4
県内の対象医療施設に対するプロジェクト活動成果が県内すべての医療施設に拡大されるこ

とを前提としており、その指標として 4 県全域の IMR と MMR の低下としている。医療サー

ビスの適切な利用によりこれらの指標低下をめざすことは妥当であり、因果関係は成立す

る。

（3）プロジェクト目標から上位目標達成に至る外部条件

外部条件①　「タジキスタン政府が、対象地域における保健分野の取り組みに係る必要な

予算及び人員配置を継続して行う。」の現状。
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⇒　この外部条件については、「４－１－５　持続性」で検証することとする。

（4）その他の波及効果

①　タジキスタンにおける医療従事者に対する研修は、通常各医療施設の代表 1 名がドゥ

シャンベでの研修に参加することが多く、同僚と一緒に研修を受講する機会がなかった。

本プロジェクトでは医療施設内の多くのスタッフを対象に研修を実施し、同僚と同じ研

修を一緒に受けることでスタッフ間の協力体制が構築されることにつながった。スタッ

フ間の連帯が強化されたことにより、医療サービス提供に対する姿勢や、院内の環境改

善にも効果が及んだ。

②　さらに、いくつかの研修は他の県の医療スタッフと合同で実施されたが、この合同研修

により、県間のネットワークが構築されている。研修後も、技術や知識の確認などといっ

たコミュニケーションが行われ、相互学習に貢献している。

③　社会啓発活動に関し、活動の効果を検証するためのベースライン調査とエンドライン調

査が実施された。この調査員としてヘルス・ボランティアを活用し、調査に必要な研修

が実施されたが、この調査活動を通じて、ヘルス・ボランティアの知識が飛躍的に向上

したことが確認された。活動実施者が活動に係る調査を実施したことで、成果を拡大す

る正のインパクトが発現したといえる。

（5）その他の負のインパクト

本プロジェクトの活動が原因となる負のインパクトは終了時評価調査時点で特に確認され

ていない。

４－１－５　持続性

プロジェクトの持続性は高い。

（1）政策面・制度的側面

政策・制度面での持続性は高い。

前項の「４－１－１　妥当性」でも述べている母子保健改善にかかる政策は、今後も継

続されることが確認できている。プロジェクトで開発した各種教材は既に MOHSPP 及びハ

トロン PHD の認可を得ており、さらにその質の高さから、今後の活動展開の際には、これ

らの教材を活用する意思が確認された。症例検討委員会及び BTN ミーティングは既に政府

より実施規定が発令されている。医療スタッフに対する現任研修体制については、MOHSPP
の人材開発課が「人材開発戦略“Human Development Strategy”」を策定しており、このなか

で現任研修体制について言及している。実施機関は“Republican Family Medicine Center”と

“Post-Graduate Medical Institute”としている。

（2）組織・財政面

組織・財政面における持続性は高い。

医療施設レベルにおいては、ほぼすべてのプロジェクト活動が日常業務となりつつあり、

機材管理、死亡症例検討会、BTN ミーティングの開催、感染対策委員会、啓発活動の活動
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計画策定とモニタリングなど、今後も継続する意思が確認されている。十分なオーナーシッ

プが確保されているといえる。研修に関しては、プロジェクトがすべて計画して実施してい

たため、今後の継続のためには、コスト面も含め体系的な研修システムの構築が望まれる。

社会啓発活動に係るヘルス・ボランティアに関し、彼らは Mercy Corp プロジェクトのボ

ランティアであることから 2016 年の Mercy Corp プロジェクト終了後の持続性が懸念された

が、現地調査終了後に Mercy Corp プロジェクトが 5 年間継続されることが判明したため、

本プロジェクトの成果の持続性は問題ないと判断する。またプロジェクトではヘルスボラン

ティアらの活動支援を定着させるために各県の PHC マネジャーとの定例会を組み込んでい

る。こうした組織体制が確実に継続されることで、社会啓発活動によるさらなる住民の意識

向上が図られるといえる。

財政面においては、中間レビュー調査時点で、地方行政との協力による医療機材維持管理

費の捻出が提言されている。機材維持管理費及び消耗品の経費は通常の病院予算に計上され

ているものの、停電が多い冬期は特に発電機の頻繁な使用により、これらの費用が十分でな

いことが確認されている。タジキスタン政府は既に、医療施設の産科・新生児科への優先的

な電気供給を行うという措置をとっている。またジョミ CDH では、患者からの診療報酬か

ら成る病院収入より、維持管理費を捻出している。電気供給は医療機材の稼働に不可欠であ

るため、各医療施設は引き続き地方行政との協力も含めこの予算確保に努めることが期待さ

れる。

（3）技術面

技術面での持続性は非常に高い。

機材管理、臨床技術に係る研修は実務に沿った大変分かりやすい内容となっており、技術

移転が確実に実施されたとともに、研修受講者は今後自分たちで技術移転ができるという自

信をもっている。啓発活動に係る教材についても、視覚教材で住民に分かりやすいつくりと

なっていることが好評で、他の地域でも普及可能なものであると認識されている。

医療施設に供与された機材は、大変大切に扱われており、管理台帳も適切に記入されてい

ることから、今後の持続性も高いと判断する。

４－２　効果発現の阻害・貢献要因

４－２－１　効果発現の促進要因

（1）効果的な研修手法とテーマ選定

研修テーマは受講生にとって必ずしもすべて新しい内容ではなかったが、本プロジェクト

の研修受講により技術・知識がより向上した点が確認されている。その理由として、研修開

始前のプレテストの実施により不足している知識把握により研修内容が開発された点、実例

を使った詳細な説明、また難しい点があれば受講生が理解するまで説明が繰り返された点な

どが挙げられた。これらのアプローチが確実な技術移転に貢献した。

さらに、社会啓発活動に係る研修では、対人コミュニケーションの研修が実施され、こう

した内容の研修はタジキスタンの医療スタッフにとって初めてであり、その重要性が認識さ

れた。この研修実施が、住民の意識向上に貢献した。
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（2）ニーズ把握による協力体制

活動開始時に対象医療施設でニーズや問題点の把握を行い、それに沿った支援を確実に実

施したことが医療スタッフのプロジェクトに対する高い信頼感を得た。

（3）プロジェクトの包括的アプローチ

キャパシティ・ビルディングを実施する過程で、研修後のスーパービジョンとモニタリン

グ、また TWG へも巻き込むという、この一連の活動がオーナーシップを醸成した。機材供与・

研修・その後のサポート・話し合いの機会をもつこと、これが 1 つのパッケージとなってお

り、この包括的アプローチが効果的であった。

（4）研修を通じた人事交流による技術向上

研修を多くのスタッフに実施し、スタッフ同士が同じ技術を習得し一緒に作業をすること

で、お互いに協力し合うようになった。さらに、BTN ミーティングにて互いの医療ミスをオー

プンに話し合う過程のなかでも、スタッフ間の連携が強化され、産科全体の業務体制の改善

につながった。

同様に、異なる県の医療スタッフと一緒に研修を受講したことで、人事交流が生まれ、研

修後も相互学習をする協力体制が確認された。

（5）既存制度の強化の徹底

すべてのプロジェクト活動は、既存の制度や体制を強化する形でプログラムされた。この

ことは、タジキスタン側のオーナーシップと政策面における持続性の確保に貢献している。

（6）PNC チェックリストの導入

PNC チェックリストの導入は、保健スタッフの業務効率化が図られ、PNC の受診率向上

に大きく貢献した。これまでの記述式から必要項目のチェック式に改訂したことにより、均

質化のみならず時間の短縮化につながり、結果訪問件数が増加したことから、PNC の質、

量ともに上昇する結果となった。ヘルスセンター間で情報共有が進み、プロジェクト対象外

のヘルスセンターにも活用が拡がっている。

４－２－２　効果発現を阻害した要因

（1）KfW の機材供与計画の延期

KfW の計画遅延に対し、プロジェクトで一部補う形で機材を追加供与するなど、適切な

対処によりプロジェクトの効果発現への影響を回避しているが、「３－５　実施プロセスに

おける特記事項」に記載のとおり KfW の医療機材供与の大幅な延期により、対象病院間の

提供サービスに不平等が生じた。

（2）指標設定の不適切性

効果発現を直接阻害したものではないが、本プロジェクトの多くの指標がプロジェクト目

標や成果を適切にとらえた設定となっていないことで、達成状況に係る評価検証に困難が生

じた。PDM 作成時及び活動モニタリングの過程で、目標を適切にとらえていない指標や入
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手不可能なものが確認された時点で、指標改訂の検討を行うことが望ましい。

４－３　結論

全体としてプロジェクトの成果は高く、タジキスタン側からも非常に高い評価を得ている。評

価 5 項目では、妥当性、有効性、効率性、そしてインパクトにおける評価は高い。持続性につい

ても同様であるが、供与された医療機材が適切に維持管理、活用されるために、そのための予算

を確実に確保することが望まれる。

本プロジェクトは母子保健改善に大きく貢献している。対象医療施設における保健サービスの

質が確実に向上し、救えるべき命を救っている。プロジェクトチームの豊富な経験と高い能力に

加え、包括的なアプローチがタジキスタン側に着実に享受されたものといえる。
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第５章　提言と教訓

５－１　提言

（1）プロジェクトに対する提言

①　 2015 年 12 月に調達が予定されている研修用医療機材の設置と、その使用に係る研修の

実施を、プロジェクト終了までに確実に実現する。

（2）MOHSPP、ハトロン PHD、対象医療施設に対する提言

①　現在進行中である、国家基準（省令番号 443 及び 444）に従って医療機材の適切なレベ

ルへの移動を、プロジェクト終了までに完了する。

②　医療従事者に対する研修に関し、今後の継続確保のためコスト面も含め体系的な研修シ

ステムの構築が望まれる。

③　医療施設のサービス提供のモニタリングと監督を引き続き継続するとともに、ますます

強化されることが期待される。

④　本プロジェクトが開発した教材や PNC チェックシート等は既に国家文書として承認さ

れている。これらの高い質とその効果が評価されていることから、今後の継続的な活用

とプロジェクト活動が他地域へ拡大される際にもこれらを使用することが期待される。

⑤　各医療施設は、地方行政やハトロン PHD、また MOHSPP のサポートのもと、医療機材

の維持管理費や発電機の燃料に係る予算を確実に確保すること。

⑥　母子保健改善に係る社会啓発活動が活発に実施され、その効果が確認されているが、さ

らに改善すべき点が、プロジェクトが実施した調査結果から示唆されている。MCH ガ

イドラインや教材をフルに活用して、社会啓発活動の強化を促進する。

⑦　上位目標を確実に達成するため、プロジェクトの成果を対象 4 県全域に確実に拡大する。

５－２　教訓

（1）サービス提供側と患者側双方からのアプローチ

設定された 3 つの成果は医療サービス提供側の能力強化と患者側の医療サービス利用に係

る知識向上の双方からの介入となっており、この包括的アプローチが効果的であった。

（2）確実な技術移転のための包括的アプローチ

本プロジェクトは、医療機材供与、医療従事者への研修、その後の徹底したモニタリング

指導、そして TWG や症例検討会など話し合う機会を設けること、という一連の活動がパッ

ケージとなっている。この包括的なパッケージが技術移転の定着及びオーナーシップの醸成

に貢献した。

（3）他県スタッフとのグループ研修

前述の包括的パッケージに加え、他県の医療スタッフと一緒に研修を受講したことが、県

間のネットワーク構築に貢献した。このネットワークにより、他県のスタッフに医療技術・

知識の助言を求めるなど、相互学習が実現している。この体制はプロジェクト成果の持続性

と今後のさらなる技術向上に貢献するといえる。

－ 28 －



（4）徹底的にニーズに沿った活動計画策定

詳細なニーズ調査を実施することが、的確な介入ポイントを把握し確実な技術向上につな

がる。本プロジェクトでは、医療機材選定、研修のテーマ選定、社会啓発活動に係る向上す

べき知識、などについて調査を行い、技術・知識向上を実現した。さらに、こうしたアプロー

チが医療スタッフのプロジェクトに対する信頼を得ることにも結びつき、プロジェクト活動

のスムーズな実施にもつながっている。
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第６章　技術参与所感

終了時評価技術参与所感 国際協力専門員　竹中　裕

本プロジェクトに関して、特に次のプロジェクト（フェーズ 2）を構築する観点から、所感を

記す。

（1）タジキスタンにおける母子保健の現状と、他国との比較

タジキスタンを含めた中央アジア諸国の MMR 及び、NND（neonatal death）、IMR の比較の

表を提示する。また、タジキスタンは WB の収入別の国の分類においては lower middle income 
countries に属するが、同分類に属する、特に JICA の事業と関係が深いと思われる他の国の同

指標及び関連する指標を示す。

国 MMR NND IMR
SBA 分娩

介助率

（％）

帝王切開

率（％）

Physician
（対人口

10,000）

Ns + MW
（対人口

10,000）

タジキスタン 44 21.9 40.9 87 4 19.2 50.2

カザフスタン 26 8.8 14.6 100 16 36.2 82.6

ウズベキスタン 36 14.1 36.7 N/A 11 25.3 119.4

キルギス 75 13.3 21.6 98 7 19.7 62.2

トルクメニスタン 61 23.2 46.6 N/A 7 N/A N/A

バングラデシュ 170 24.2 33.2 44 19 3.6 2.2

カメルーン 590 28.2 60.8 64 4 0.8 4.4

ガーナ 380 29.3 52.3 67 11 1 9.3

インド 190 29.2 41.4 67 8 7 17.1

インドネシア 190 14.4 24.5 83 12 2 13.8

ラオス 220 29.1 53.8 40 4 1.8 8.8

モルドバ 21 7.6 13.3 99 16 29.8 64

ミャンマー 200 25.5 39.8 78 N/A 6.1 10

フィリピン 120 13.7 23.5 73 9 N/A N/A

ベトナム 49 12.8 19 94 28 11.9 12.4

ザンビア 280 29.3 55.8 64 3 1.7 7.8
出所：World Health Statistics 2015, WHO

これらの指標からうかがえることは、タジキスタンにおいては、既に MMR は十分に低い数

値であることと、小児科的数値（NND、IMR）が、MMR に比して相対的に高いことである。

一般的に、MMR が 50 を切った場合には、さらなる MMR の減少をめざす場合には、医療の質

の改善と、施設間での搬送の遅延をなくさなければならないとされている。つまり、より病院
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での医療に重点をおいたプロジェクトの形成を考慮するべきと考えられる。また、小児科的な

指標が比較的不良であることを考慮すると、より、小児・新生児の医療に重点をおいたプロジェ

クトの形成を考慮する必要があると思われる。帝王切開率が 4％と低値であることは、新生児

死亡の原因の一因である可能性が示唆される（= 分娩中の胎児の管理を厳格に行っていない）。

（2）医療機材

今回の調査では、ドゥシャンベにおける国のトップリファラル病院（第一産科病院、及び第

三産科病院）、州のトップリファラル病院、CDH 及び管区の病院をそれぞれ視察した。いずれ

の病院においても、JICA の事業において整備された病院以外については、機材の不足及び老

朽化が見られる。医療人材は比較的豊富であり、教育のレベルも低くないことを考えると、機

材の整備は必須であると考えられる。その場合に考慮すべきこととして、①どのレベルにどの

機材を配置するか②機材のメンテナンスをどのように行うか③他のドナーとの関係が挙げられ

る。

①に関しては、国家の政策も策定されている。管区病院の年間分娩数が 100 ～ 200 件程度な

のに比して、CDH では分娩数が 1,000 件単位であることを考慮すると、少なくとも、管区レベ

ルの病院には医療機材の配置は必要ではない。むしろ、水（タンク）や電気（ジェネレーター）

などの配置が望ましい。逆に、県病院レベルでは、産科・小児科ともに機材の十分な整備を行っ

た方がよいであろう。クルガンチュベの州中央病院は、小児科には JICA で供与した機材が配

置されているが、産科には上記③の理由により機材の供与はない。ドゥシャンベの第一産科病

院も同様である。この 2 つの病院に JICA で協力できる可能性があれば、その可能性は探るべ

きであろう。機材の整備に関しては大きな課題が残る。MOHSPP のなかに、医療機材管理セ

ンターを立ち上げたが、いまだセンターは発展途上である。また、国に臨床工学士を育てる施

設などがなく、今後、センターが独自に人材を育成する予定である。複雑な医療機材の導入が

今後予想されるなか、医療機材の整備に関しても協力できるとすれば、その価値は大きいと思

われる。

（3）新生児のリファラル

新生児のリファラルにおいては、保温が重要である。今回のプロジェクトでは、管区の病院

に搬送用の保育器の供与が行われたが、分娩数が少ないため、十分に活用されているとはいい

難い。理想的には、より上位の病院に搬送用の保育器が存在し、搬送の依頼があった場合には、

保育器を持参して下位の病院に出向き、そこで患児を収容し、上位の病院に運ぶ体制が望まし

いと考えらえる。そのためには、人員の確保、勤務体系、連絡体系、ネットワークの構築、定

期的な会議などの体制の構築が不可欠である。より新生児の死亡率を下げることを目標とする

ならば、上記のようなリファラル体制を構築する必要がある。

（4）母子手帳の活用

タジキスタンにおける妊婦健診の問題点の 1 つに、初回の妊婦健診の遅れが挙げられる。ま

た、今回のプロジェクトの 1 つの課題であった、妊婦の知識の向上には、母子手帳の活用がそ

の一助となる可能性がある。タジキスタンの政府は母子手帳の導入を検討しており、UNICEF
がその支援を担当している。UNICEF の担当者との面談では、JICA との協力についても非常に
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オープンな印象であった。JICA が、今後、どのようなかたちで協力できるかを模索するために、

タジキスタンの MOHSPP 及び UNICEF と継続的に関係を保ち、また、早急にその内容を計画

していく必要がある。
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    別添 1 

調査日程 
 日付 訪問先・調査内容 
1 11/18 水 到着（コンサルタント） 

JICA タジキスタン支所表敬 
移動（⇒クルガンチュベ） 
プロジェクト専門家との面談 

2 11/19 木 ルミ県 Kalenin ヘルスセンター 
ルミ県 Navobod 管区病院 
ルミ県中央病院 

3 11/20 金 ヴァフシ県中央病院 
ヴァフシ県 Kirov 管区病院 
プロジェクト専門家と面談 

4 11/21 土 シャルトゥーズ県 Iskra 管区病院 
シャルトゥーズ県中央病院 

5 11/22 日 合同評価報告書作成 
6 11/23 月 ジョミ県中央病院 

ジョミ県 Bahol 管区病院 
7 11/24 火 ハトロン州保健局副局長（母子保健担当）との面談 

合同評価報告書作成 
8 11/25 水 到着（官団員） 

JICA タジキスタン支所表敬 
保健・社会保護省母子保健局長との面談 

9 11/26 木 ルミ県 Kalenin ヘルスセンター 
ルミ県 Navobod 管区病院 
ルミ県中央病院 

10 11/27 金 ハトロン州保健局表敬 
クルガンチュベ州病院 

11 11/28 土 ジョミ県中央病院 
ヘルスボランティアとの面談 
ジョミ県 Bohor 管区病院 

12 11/29 日 プロジェクト合同調整委員会のプレゼンテーション準備 
13 11/30 月 プレゼンテーション準備 

第一産科病院視察、ナショナルトレーナーと面談 
JICA タジキスタン支所への中間報告 

14 12/1 火 保健・社会保護省母子保健局とのプロジェクト合同調整委員会準

備 
15 12/2 水 プロジェクト合同調整委員会 
16 12/3 木 第三産科病院視察 
17 12/4 金 共和国医療機材保守管理センター訪問 

JICA タジキスタン支所、在タジキスタン日本大使館への調査結果

報告 
UNICEF 母子保健担当との面談 

18 12/5 土 出発 
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  別添 2 

面談者リスト 
保健・社会保護省 

氏 名 役 職 
Dr. BOBHOJIEVA Lola Sadridnovna 第一副大臣 
Dr. RAHMATULLOEV Sherli 母子保健家族計画局局長 
 
第一産科病院 
Dr. ABDUGAHI Yursov 新生児科医/ナショナルトレーナー 
 
第三産科病院 
Dr. QARABOEV Jamshed 産科長/ 蘇生科医 
Dr. JURAEV Farukh 産婦人科医 
Dr OCHILDIEVA Nodira 蘇生科長/ 新生児科医 

 
共和国医療機材保守管理センター 
Mr. Khojibov Maksudjon Alodjonovich センター長 
 
ハトロン州保健局 
Dr. Mallaev Saydullo 局長 
Dr. Shonazarova Matluba 副局長（母子保健担当） 
 
ルミ県 
Ms. MUMINSHOEVA Zarrina 産科長、ルミ県中央病院 
Dr. ABDURAKHIMOVA Mohruhsor 新生児科医、ルミ県中央病院 
Dr. KALANDAROV Haknazar 新生児科医、ルミ県中央病院 
Dr. KHOLOV Saidullo 蘇生科医、ルミ県中央病院 
Ms. KUSIBAEVA Mamlakat シニア看護師、ルミ県中央病院 
Dr. NAJMIDINOVA Zebo 産科医、ルミ県中央病院 
Dr. KARAKHONOV Samandar 医師、ルミ県中央病院 
Ms. ABDURASULOVA Umeda 助産師、Navobod 管区病院 
Ms. FAIZULLOEVA Husnoro コミュニティ看護師、Novobod ヘルスセンター

Ms. SHARIPOVA Sharifmo センター長、Novobod ヘルスセンター 
Ms. ABDUKARIMOVA Zamia センター長、Kalenin ヘルスセンター 
Ms. SATTOROVA Khairinisso コミュニティ看護師、Kalenin ヘルスセンター

Ms. BOKIEVA Aybee 看護師、Kalenin ヘルスセンター 
Ms. VAHOBORA Zuhro 助産師、Kalenin ヘルスセンター 
Ms. TAGOEVA Zuhro ヘルスボランティア、Kalenin ヘルスセンター
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 シ県ࣇࣦ
Dr. KULOBIEVA Oyjamol シニア新生児科医、ࣦࣇシ県中央病院 
Dr. AMIRKONOV Abdurahim ᑠ児科医、ࣦࣇシ県中央病院 
Ms. KOSIMOVA Zarrina シニア看護師、ࣦࣇシ県中央病院 
Dr. JURABOEVA Halima シニア医師、Kirov 管区病院 
Ms. BURIEVA Nurinisso 助産師、Kirov 管区病院 
Ms. SHARIPOVA Anisa ヘルスボランティア 
Ms. ERGASHEVA Fariza ヘルスボランティア 
 
シࣕルトーࢬ県 
Dr. USMONOVA Diefuza 産科長、シࣕルトーࢬ県中央病院 
Dr. BOBOEVA Husnoro 産科副科長、シࣕルトーࢬ県中央病院 
Dr. ILRAGIMOVA Sayora 新生児科医、シࣕルトーࢬ県中央病院 
Ms. MUMINZODA Nasiba 助産師、シࣕルトーࢬ県 
Dr. SADRIDINOVA Tahmina 産婦人科医、シࣕルトーࢬ県 
Dr. SHOMURODEV Rajab シニア医師、Iskra 管区病院 
Dr. DUSMATOV Erikin ᑠ児科医 Iskra 管区病院 
Ms. ROSIEVA Matlyuba 助産師、Iskra 管区病院 
Dr. SHOPULOVA Saida ヘルスセンター長 
 
 ョミ県ࢪ
Dr. SOLIEV Armniddin 院長、ࢪョミ県中央病院 
Dr. ABDULLOEVA Manzura 産科長、ࢪョミ県中央病院 
Ms. TUICHIEVA Zuhro 助産師、ࢪョミ県中央病院 
Ms. RAMOHIDDINOVA Zarrina シニア助産師、ࢪョミ県中央病院 
Dr. SOLIEV Amriddin シニア医師、ࢪョミ県中央病院 
Dr. NARZIEVA Tojikhov 新生児科医、ࢪョミ県中央病院 
Dr. TANGIBERDIEV Abdulhamid 院長、Bohol 管区病院 
Dr. GULMIRZOEV Tangiberdi ᑠ児科医、Bohol 管区病院 
Ms. HAKIMOVA Idimoh 助産師、Bohol 管区病院 
Ms. IDIEVA Shakri 助産師、Bohol リࣉロࢡࢲティࣈヘルスセンター

Ms. KHOJAEVA Khosiyat 看護師、Bohol リࣉロࢡࢲティࣈヘルスセンター
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1 
 

㉁ၥ⚊（JICA ᑓ㛛家） 
タ࢟ࢪスタン共和国ࠕハトロン州母子保健システ࣒ᨵၿࣉロࢡ࢙ࢪトࠖ 

⤊ホ౯ 
㸺ᐇࣉロセス᳨ࡢド㸼 
1㸬 PDM ෆグ㍕ࡢάືࡢ࡚ࡍ、ࡈάືࡢᐇ≧ἣࢆᥦฟࡓࡲࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ、計画ᐇ⦼ࢆグ㍕ࡋ

ࡓ PO  ࠋࡍࡲࡋ⮴࠸㢪࠾ࢆᥦฟ࡚ࡏేࡶ
2㸬 ༑ศᐇ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉάືࡸຠᯝࡀ༑ศ࡛࠸࡞άືࡢࡑ、ࡤࢀ࠶ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣせᅉᑐ⟇࠾࡚࠸ࡘ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺
3㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪトࣔࡢニタリンࡣࢢ༑ศᐇࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉタ࢟ࢪスタンഃ C/P コミュニࡢሗ共᭷ࡢ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ࡞ーション᪉ἲ、㢖ᗘ、ෆᐜࢣ
4㸬 JICA ᮏ㒊・ᅾእᨭᡤࣉࡢロࢡ࢙ࢪトᑐࡿࡍᨭࡣ㐺ษ࡛ࠋࡍᨭෆᐜコミュニࢣーション≧ἣ

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ
5㸬 中㛫レࣅューࡢᥦゝࡣ、㐺ษࣉロࢡ࢙ࢪトࡾྲྀධࠋࡓࡋࡲࢀࡽࢀ中㛫レࣅューࡢ࡚ࡍࡢᥦゝ

ಀࡢࡑࡿᚋࡢᑐᛂࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ 
6㸬 タ࢟ࢪスタンഃ C/Pࡢ㓄⨨ࡣ人ᩘ、⬟ຊࡶ㐺ษ࡛ࠋࡓࡋ C/P ࠋࡍᴟⓗ࡛✚トάືࢡ࢙ࢪロࣉࡣ

タ࢟ࢪスタンഃࣉࡢロࢡ࢙ࢪト㐠Ⴀ㈝ࡢ㈇担ᐇ⦼ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ 
7㸬 ࢻナーࡢ㐃ᦠࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ 
 
㸺5 㡯┠ホ౯㸼 
（᭷ຠᛶ） 
㸯㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト┠ᶆ㐩ᡂಁࢆ㐍ࡣࡃࡋࡶ㜼ᐖࡿ࠸࡚ࡋせᅉࡀࡇ࡞࠺ࡼࡢ、࡚ࡋᣲࠋࡍࡲࢀࡽࡆ 
㸰㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト┠ᶆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡢ௨ୗࡢእ㒊᮲௳ࡣ⌧Ⅼࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶࡚࠸࠾ 

a. タ࢟ࢪスタンഃࣉࡀロࢡ࢙ࢪトᚲせ࡞ண⟬ཬࡧ人ဨ㓄⨨ࠋ࠺⾜ࢆ 
b. ࡢせ㛤Ⓨࣃートナーࡿࡼ母子保健㛵ࡿࡍᢏ⾡༠ຊཬࡧ㈈ᨻᨭࡀᴟ➃ῶᑡࠋ࠸࡞ࡋ 
c. タ࢟ࢪスタンഃࡀᏳ࡞Ỉࢆ☜保ࠋࡿࡍ 

 
（ຠ⋡ᛶ） 
㸯㸬 ᡂᯝࡢ㐩ᡂಁࢆ㐍ࡣࡃࡋࡶ㜼ᐖࡿ࠸࡚ࡋせᅉࡀࡇ࡞࠺ࡼࡢ、࡚ࡋᣲࠋࡍࡲࢀࡽࡆ 
㸰㸬 ࡛ࡲࢀࡇⓎ生ࡓࡋၥ㢟ࡢࡑ㝿ࡢᑐᛂࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ 
㸱㸬 ᡂᯝ㐩ᡂࡢࡵࡓࡢ௨ୗࡢእ㒊᮲௳ࡣ⌧Ⅼࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶࡚࠸࠾ 

a. タ࢟ࢪスタン㏆㞄ㅖ国ࡀ社会ⓗ、⤒῭ⓗ、ᨻⓗ࡞理⏤ࡸ㣗ᩱ㊊ࡾࡼ⣮தࡸ㦁ືࡀ㉳ࠋ࠸࡞ࡽࡇ 
b. タ࢟ࢪスタンഃࡢ C/P  ࠋ࠸࡞ࡋࢆື␗ࡸ㎡職⦾㢖ࡀ
c. ◊ಟࡓࡅཷࢆ C/P  ࠋ࠸࡞ࡋࢆື␗ࡸ㎡職⦾㢖ࡀ
d. 院ෆឤᰁண㜵㛵ࡿࡍ国家ࢻ࢞ランࡀ㐜ࡶࡃ 2012 ᖺ 8 ᭶࡛ࡲᡂࠋࡿࡍ 
e. タ࢟ࢪスタン MOHSPP ࡀンラࢻ࢞ࡧ国家ᇶ‽ཬࡢ࡚࠸ࡘṚஸ᳨ウࡿࡼ 2012 ᖺ 8 ᭶ࡲ

 ࠋࡿࢀࡉᐃ⟇࡛
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㸲㸬 ヲ⣽⟇ᐃ計画ᥦࡿ࠸࡚ࢀࡉ、௨ୗグࡍ㢮ఝ௳ࡢᩍカࣉࡣロࢡ࢙ࢪトάືࡢ中࡛࠺ࡼࡢ生

 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

 
 （トࢡࣃン）
㸯㸬 ୖ ┠ᶆࡢ㐩ᡂぢ㎸ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘࡳ 
㸰㸬 ୖ ┠ᶆࡿ⮳௨ୗࡢእ㒊᮲௳ྍࡿࢀࡉࡓ‶ࡀ⬟ᛶࡣ⌧Ⅼ࡛ࠋࡍ࡛࠸ࡽࡄࢀ 

a. タ࢟ࢪスタンᨻᗓࡀ、ᑐ㇟ᆅᇦࡿࡅ࠾保健ศ㔝ࡳ⤌ࡾྲྀࡢಀࡿᚲせ࡞ண⟬ཬࡧ人ဨ㓄⨨ࢆ⥅

 ࠋ࠺⾜࡚ࡋ⥆
㈝ᣢ管理⥔ࡢ機材࡚ࡋ༠ຊࡀᆅ᪉ᨻᗓ病院、࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ㝈ࡣ⟭ணࡢ病院ࠕࡣュー࡛ࣅ中㛫レ、࠾࡞

ࠋࠖࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ保☜ࢆ㈝ᾘ⪖ရ㉎ධࡸ⏝ ぢࡿࢀࡉ保☜ࡀయไ࡞࠺ࡼࡢࡇ、ࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡀᥦゝࡢ

㎸ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾、࡚࠸ࡘࡳ 
 

㸱㸬 ⌧Ⅼ࡛、ࣉロࢡ࢙ࢪトᐇࡿࡼఱࡢࡽἼཬຠᯝࡣࡃࡋࡶࠋࡍࡲࢀࡽࡳࡀఱ࣐ࡢࡽナスࡢᙳ㡪

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ
 
（ᣢ⥆ᛶ） 
㸯㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト࡛సᡂࢻ࢞ࡓࢀࡉランࣔࡸニタリンࢢシート、IEC ᩍ材ࡣᚋ国家ࡣࡃࡋࡶハトロン州

࡛ㄆྍࡿࢀࡉணᐃࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ 
㸰㸬 ไᗘ面ࣉ࡚࠸࠾ロࢡ࢙ࢪト⤊ᚋࡶᡂᯝࢆᬑཬ࠺ࡼࡢࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡵࡓࡿࡏࡉ担保ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

 ࠋ
㸱㸬 ᢏ⾡面ࣉ、࡚࠸࠾ロࢡ࢙ࢪトࡽ⛣㌿ࡓࢀࡉᢏ⾡ࡀᚋࡶᬑཬ࣓࢝ࡢࡵࡓࡿࡍニࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢࡣ࣒ࢬ

 ࠋࡍ࡛
㸲㸬 ዪᛶ、㈋ᅔᒙ、社会ⓗᙅ者ࡢ㓄៖㊊ࡾࡼ、ᣢ⥆ⓗຠᯝࢆጉྍࡿࡆ⬟ᛶࡢࡑࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ、ᣢ

⥆ᛶࢆ㜼ᐖࡿࡍせᅉࡀ⌧Ⅼ࡛ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࡤࢀ࠶ 
 

௨ ୖ 
 ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ࡁ༠ຊ㡬ࡈ

 
 
 
 

ト（2004ࢡ࢙ࢪロࣉヘルスࣈティࢡࢲロࣉアル࣓ニア共和国リࠕ ᖺ 8 ᭶㹼2006 ᖺ 11 ᭶）ࠖ 、ࡣ࡛

ᆅ᪉ࡿࡅ࠾医療ᚑ者ࡢᐃ╔⋡ࡣ㧗ࡃ人材⫱ᡂࢆᅗࡢ࡛࠼࠺ࡿᢞධຠᯝࡣ㧗࠸一᪉࡛、医療タ

㛫ࢵࢿࡢト࣡ーࢡሗ共᭷ࡣ༑ศ࡛ࡵࡓ࠸࡞、ᢞධຠᯝࡢ面ⓗᣑ大ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ᪉⟇᳨ࢆウࡿࡍᚲ

せࡀᥦゝࡅཷࢆࢀࡇࠋࡓࢀࡉ、ᮏࣉロࢡ࢙ࢪトᐇࡢ㝿、ᑐ㇟ 4㒆࡛࡚࠸ࡘࡳ⤌ࡾྲྀࡢ、MOHSPP
⾜ࢆሗ共᭷ࡿಀᡂᯝࡸ㐍ᤖࡢトࢡ࢙ࢪロࣉートナーࣃ㛤Ⓨࡢࡽࡉ、ハトロン州保健局ࡸ

 ࠋࡿᅗࢆἼཬຠᯝࡢ㒆ࡢハトロン州、࠸
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㉁ၥ⚊（MOHSPP、州保健局） 
タ࢟ࢪスタン共和国ࠕハトロン州母子保健システ࣒ᨵၿࣉロࢡ࢙ࢪトࠖ 

⤊ホ౯ 
㸺ᐇࣉロセス᳨ࡢド㸼 
㸯㸬 ᪥ᮏ人ᑓ㛛家ࡢコミュニࢣーションࡣⰋዲ࡛ࠋࡍ 
㸰㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪトάືࡣ✚ᴟⓗཧຍࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍලయⓗ࡞άືෆᐜࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࢆ 
㸱㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪトάືᐇࡾࡓ࠶、タ࢟ࢪスタンഃࣉࡢロࢡ࢙ࢪト㐠Ⴀ㈝ࡢ㈇担ᐇ⦼ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ 
 
㸺5 㡯┠ホ౯㸼 
（ጇ当ᛶ） 
㸯㸬 ᮏࣉロࢡ࢙ࢪトࡣ、タ࢟ࢪスタンཬࡧハトロン州ࡢ㛤Ⓨㄢ㢟ᑐࡿࡍᡓ␎࡚ࡋ㐺ษ࡞ෆᐜ࡛ࠋࡍ 
㸰㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪトࡢターࢵࢤトࢢルーࣉ㑅ᐃࡣ、ᢏ⾡⛣㌿ࢆᐇࡾࡓ࠶ࡿࡍ㐺ษ࡛ࡓࡗ࠶ᛮࠋࡍࡲࢀࢃ 
 
（᭷ຠᛶ） 
㸱㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト┠ᶆࡢ㐩ᡂぢ㎸ࣉࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘࡳロࢡ࢙ࢪト┠ᶆ㐩ᡂಁࢆ㐍ࡣࡃࡋࡶ㜼ᐖࡋ

 ࠋࡍࡲࢀࡽࡆᣲࡀࡇ࡞࠺ࡼࡢ、࡚ࡋせᅉࡿ࠸࡚
㸲㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト┠ᶆ㐩ᡂࡢࡵࡓࡢ௨ୗࡢእ㒊᮲௳ࡣ⌧Ⅼࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶࡚࠸࠾ 

d. タ࢟ࢪスタンഃࣉࡀロࢡ࢙ࢪトᚲせ࡞ண⟬ཬࡧ人ဨ㓄⨨ࠋ࠺⾜ࢆ 
e. ࡢせ㛤Ⓨࣃートナーࡿࡼ母子保健㛵ࡿࡍᢏ⾡༠ຊཬࡧ㈈ᨻᨭࡀᴟ➃ῶᑡࠋ࠸࡞ࡋ 
f. タ࢟ࢪスタンഃࡀᏳ࡞Ỉࢆ☜保ࠋࡿࡍ 

 
（ຠ⋡ᛶ） 
㸳㸬 ᡂᯝ㐩ᡂࡢࡵࡓࡢ௨ୗࡢእ㒊᮲௳ࡣ⌧Ⅼࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡓ‶࡚࠸࠾ 

f. タ࢟ࢪスタン㏆㞄ㅖ国ࡀ社会ⓗ、⤒῭ⓗ、ᨻⓗ࡞理⏤ࡸ㣗ᩱ㊊ࡾࡼ⣮தࡸ㦁ືࡀ㉳ࠋ࠸࡞ࡽࡇ 
g. タ࢟ࢪスタンഃࡢ C/P  ࠋ࠸࡞ࡋࢆື␗ࡸ㎡職⦾㢖ࡀ
h. ◊ಟࡓࡅཷࢆ C/P  ࠋ࠸࡞ࡋࢆື␗ࡸ㎡職⦾㢖ࡀ
i. 院ෆឤᰁண㜵㛵ࡿࡍ国家ࢻ࢞ランࡀ㐜ࡶࡃ 2012 ᖺ 8 ᭶࡛ࡲᡂࠋࡿࡍ 
j. タ࢟ࢪスタン MOHSPP ࡀンラࢻ࢞ࡧ国家ᇶ‽ཬࡢ࡚࠸ࡘṚஸ᳨ウࡿࡼ 2012 ᖺ 8 ᭶ࡲ

 ࠋࡿࢀࡉᐃ⟇࡛
 

㸴㸬 ࢻナーࡢ㐃ᦠ、≉ KfW ᨭᮏࣉロࢡ࢙ࢪトࡢ┦ຠᯝࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘ 
 
 （トࢡࣃン）
㸲㸬 ୖ ┠ᶆࡢ㐩ᡂぢ㎸ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾࡚࠸ࡘࡳ 
㸳㸬 ୖ ┠ᶆࡿ⮳௨ୗࡢእ㒊᮲௳ྍࡿࢀࡉࡓ‶ࡀ⬟ᛶࡣ⌧Ⅼ࡛ࠋࡍ࡛࠸ࡽࡄࢀ 

b. タ࢟ࢪスタンᨻᗓࡀ、ᑐ㇟ᆅᇦࡿࡅ࠾保健ศ㔝ࡳ⤌ࡾྲྀࡢಀࡿᚲせ࡞ண⟬ཬࡧ人ဨ㓄⨨ࢆ⥅

 ࠋ࠺⾜࡚ࡋ⥆
㈝ᣢ管理⥔ࡢ機材࡚ࡋ༠ຊࡀᆅ᪉ᨻᗓ病院、࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ㝈ࡣ⟭ணࡢ病院ࠕࡣュー࡛ࣅ中㛫レ、࠾࡞
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ࠋࠖࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ保☜ࢆ㈝ᾘ⪖ရ㉎ධࡸ⏝ ぢࡿࢀࡉ保☜ࡀయไ࡞࠺ࡼࡢࡇ、ࡀࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࡀᥦゝࡢ

㎸ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣࡳ 
 

㸴㸬 ⌧Ⅼ࡛、ࣉロࢡ࢙ࢪトᐇࡿࡼఱࡢࡽἼཬຠᯝࡣࡃࡋࡶࠋࡍࡲࢀࡽࡳࡀఱ࣐ࡢࡽナスࡢᙳ㡪

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ
 
（ᣢ⥆ᛶ） 
㸳㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト࡛సᡂࢻ࢞ࡓࢀࡉランࣔࡸニタリンࢢシート、IEC ᩍ材ࡣᚋ国家ࡣࡃࡋࡶハトロン州

࡛ㄆྍࡿࢀࡉணᐃࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣ 
㸴㸬 ไᗘ面ࣉ࡚࠸࠾ロࢡ࢙ࢪト⤊ᚋࡶᡂᯝࢆᬑཬ࠺ࡼࡢࡣࡳ⤌ࡾྲྀࡢࡵࡓࡿࡏࡉ担保ࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉ

、࡚࠸ࡘయไ⥆⥅ࡢト⤊ᚋࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡋ㛵ಟ◊௵⌧ࡢࣇࢵᣢ管理、病院スタ⥔ࡢ౪機材ࠋ

国ࡣࡃࡋࡶ州レ࣋ル࡛ไᗘࡢணᐃࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࡤࢀ࠶࡞ 
㸵㸬 ᢏ⾡面ࣉ、࡚࠸࠾ロࢡ࢙ࢪトࡽ⛣㌿ࡓࢀࡉᢏ⾡ࡀᚋࡶ⥅⥆、ᬑཬࠋࡍ࡛⬟ྍࡣࡇࡿࢀࡉ 
 
㸺ࡢࡑ㸼 
㸯㸬 ࣉロࢡ࢙ࢪト㛵ࡢࡑ、ࡋࡈពぢࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࡤࢀ࠶࡞ 
 

௨ ୖ 
 ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ࡁ༠ຊ㡬ࡈ
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㉁ၥ⚊（県中央病院ཬࡧ管区病院） 
タ࢟ࢪスタン共和国ࠕハトロン州母子保健システ࣒ᨵၿࣉロࢡ࢙ࢪトࠖ 

⤊ホ౯ 
㸺医療機材⥔ᣢ㸼 
 ࠋࡍ㐺ษ࡛ࡣ㑅ᐃࡢ医療機材ࡓࢀࡉ౪ࡾࡼトࢡ࢙ࢪロࣉ .1
2. ౪ࡓࢀࡉ医療機材ࡢ⥔ᣢ管理ಀࡿ◊ಟࡣ༑ศ࡛ࠋࡓࡋᩍ材ࡣศࠋࡍ࡛࠸ࡍࡸࡾ 
3. 機材⥔ᣢ管理ྎᖒࡣ᭷ຠά⏝࡛ࡢࠖ࠸ࡣࠕࠋࡍࡲ࠸࡚ࡁሙྜ࠺ࡼࡢࡣ役❧࡚࡚ࠖ࠼࠸࠸ࠕ、ࡿ࠸

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍࢆ⏤理ࡣሙྜࡢ
 ࠋࡍ࡛⬟ྍࡣࡇ࠺⾜ࢆᣢ管理⥔ࡢ機材࡚ࡋ⥆⥅ࡶト⤊ᚋࢡ࢙ࢪロࣉ .4
5. 医療機材⥔ᣢ管理㛵ࡋ、ᚋ␗ືࡾࡼ࡞担当者ࡓࡗࢃ᭰ࡀ㝿、࠺ࡼࡢ⥔ᣢ管理ࡅ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࢆ

 ࠋࡍࡲ࠸ᛮࡿ
6. 医療機材ࡢᑟධཬࡧά⏝ࡾࡼ、⌧Ⅼ࡛ࢧーࣅスᥦ౪ࡢ㉁ྥୖࡀㄆࠋࡍࡲࢀࡽࡵᨵၿࢧࡓࢀࡉーࣅス、

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍࢆᛂࡢス、⏝者ࣅーࢧࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡓࡗ࡞ࡁ࡛࡛ࡲࢀࡇ
 
㸺産科・新生児ࢣアࢧーࣅスୖྥࡢ㸼 
1. 産科ཬࡧ新生児ࢣアಀࡿ◊ಟࡣ、ศ࠸ࡍࡸࡾෆᐜ࡛ࠋࡓࡋᩍ材ࠋࡍ࡛࠺ࡣ 
2. ◊ಟᐇࡾࡼ、⩦ᚓࡓࡋෆᐜ、ࡢࡑᚋࢆࢀࡑά⏝ࡓࢀࡉࡤࢀ࠶ࡀ࡞ᩍࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ 
3. ◊ಟᐇࡾࡼ、産科・新生児ࢣアࢧーࣅスࡢ㉁ࡓࡋୖྥࡀᛮࠋࡍࡲࢀࢃ 
4. ⩦ᚓࡓࡋ▱㆑ࢆᚋ院ෆࡢ新௵スタ࡞ࣇࢵᬑཬࠋࡍ࡛⬟ྍࡣࡇࡿࡏࡉ 
 ࠋࡍ࡛⬟ྍࡣࡇࡃ࠸࡚ࡋᐇ⥆⥅ࢆಟ◊௵⌧ࡢト⤊ᚋ、ྠᵝࢡ࢙ࢪロࣉ .5
 
㸺ឤᰁᑐ⟇㸼 
1. ឤᰁᑐ⟇ࡢࡵࡓࡢసᴗᡭ㡰᭩ࡣศ࠺ࡼࡢࠋࡍ࡛࠸ࡍࡸࡾά⏝ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ 
2. ឤᰁᑐ⟇ಀࣉࡿロࢡ࢙ࢪトࡢᨭෆᐜࡣຠᯝⓗ࡛ࠋࡍ 
 
㸺Ṛஸ᳨ウ会㸼 
1㸬 Ṛஸ᳨ウಀࣉࡿロࢡ࢙ࢪトࡢᨭෆᐜࡣຠᯝⓗ࡛ࠋࡍ 
2㸬 ᚋࠋࡍ࡛⬟ྍࡀ⥆⥅ࡶ 
 
㸺ࡢࡑ㸼 
 ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࡤࢀ࠶࡞ពぢࡈࡢࡑ、ࡋ㛵トࢡ࢙ࢪロࣉ
 

௨ ୖ 
 ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ࡁ༠ຊ㡬ࡈ
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㉁ၥ⚊（ヘルスセンターཬࡧヘルス࣡ー࢝ー/ボランティア） 
タ࢟ࢪスタン共和国ࠕハトロン州母子保健システ࣒ᨵၿࣉロࢡ࢙ࢪトࠖ 

⤊ホ౯ 
 

㸺ヘルスセンターࡿࡅ࠾産科ࢣアࢧーࣅスୖྥࡢ㸼 
6. 産科ࢣアಀࡿ◊ಟࡣ、ศ࠸ࡍࡸࡾෆᐜ࡛ࠋࡓࡋᩍ材ࠋࡍ࡛࠺ࡣ 
7. ◊ಟᐇࡾࡼ、⩦ᚓࡓࡋෆᐜ、ࡢࡑᚋࢆࢀࡑά⏝ࡓࢀࡉࡤࢀ࠶ࡀ࡞ᩍࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ 
8. ◊ಟᐇࡾࡼ、産科・新生児ࢣアࢧーࣅスࡢ㉁ࡓࡋୖྥࡀᛮࠋࡍࡲࢀࢃ 
9. ⩦ᚓࡓࡋ▱㆑ࢆᚋ院ෆࡢ新௵スタ࡞ࣇࢵᬑཬࠋࡍ࡛⬟ྍࡣࡇࡿࡏࡉ 
 
㸺ఫẸࡢ母子保健ᑐࡿࡍព㆑ྥୖ㸼  
3. 社会ၨⓎάື計画⟇ᐃಀࡿ◊ಟࡣศ࠸ࡍࡸࡾෆᐜ࡛ࠋࡓࡋ 
4. ⟇ᐃࡓࡋ社会ၨⓎάື計画ࡣ、㐺ษᐇࠋࡓࡋࡲࢀࡉ計画↓理ࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ 
5. 社会ၨⓎάື計画ࢆ⟇ᐃࡣࡇࡿࡍ᭷┈࡛ࠋ࠺ࡼࡢࠋࡓࡋ 
6. 社会ၨⓎάືࡣᩍ材ࢆά⏝ࠋࡓࡋࡲࡋᩍ材ࡢෆᐜࡣศࠋࡍ࡛࠸ࡍࡸࡾࠋࡍ࡛࠸ࡍࡸ࠸ 
7. ၨⓎάືࡾࡼ、ఫẸࡢ▱㆑ࡓࡋୖྥࡣᛮࠋࡍࡲ࠸⩦ᚓࡓࡋ▱㆑ࡿࡼ⾜ືኚᐜࡢ࡞ࡀ㌟㏆

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍࡤࢀ࠶
8. ၨⓎάື࡛㞴࠸ࡋⅬࡣఱ࡛ࠋࡍ 
 
㸺ࡢࡑ㸼 
 ࠋ࠸ࡉࡔࡃࡏ⪺࠾ࡤࢀ࠶࡞ពぢࡈࡢࡑ、ࡋ㛵トࢡ࢙ࢪロࣉ
 

௨ ୖ 
 ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶ࡁ༠ຊ㡬ࡈ
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ハトロン州母子保健システ࣒ᨵၿࣉロࢡ࢙ࢪト 
άືᐇ⦼ 

（2015 ᖺ 10 ᭶ᮎⅬ） 
 
ᡂᯝࡢࡈάືᐇ⦼（ᡂᯝရ、ᐇ࣡ーࢡショࣉࢵ�会㆟➼ྵࡴ） 
 

ά ື ⌧ ≧ 
1-1. ᪤Ꮡࡢሗ᳨ࢆドࡋ、ᑐ

㇟ 県 ࡅ࠾ 県ࡿ 中央 病院

（CDH）、管区病院ཬࡧヘルス

センターࡢ新生児・ዷ産婦ࢣ

アᚲせ࡞機材ࡢヲ⣽ࢆ☜ᐃ

 ࠋࡿࡍ

 第 2 ᅇྜྠㄪᩚጤဨ会（Joint Coordination Committee㸸JCC、2012 ᖺ

7 ᭶ 25 ᪥㛤ദ）ࣉ、࡚࠸࠾ロࢡ࢙ࢪトᑐ㇟病院ࢆ㑅ᐃࠋࡓࡋ 
 ᑐ㇟病院ࡢヲ⣽ㄪᰝࢆᐇࠕ࡚ࡋ౪機材計画᭩ࠖࢆసᡂࡋ、᭱⤊

ࢆ∧ 2012 ᖺ 12 ᭶ JICA  ࠋࡓࡋᥦฟ
 ౪機材ᵝࡣ、᪥ᮏࡢ↓ൾ௳ࠕタ࢟ࢪスタン母子保健医療機

材・タᨵၿ計画ࠖྠᵝ࠺ࡼࡿ࡞ࡢࡶࡢ㑅ᐃࡓࢀࡉ（当ヱ↓ൾ

௳ࡢ‽ഛㄪᰝࡣ 2012 ᖺ 8 ᭶ࡽ 9 ᭶ᐇࠋ（ࡓࢀࡉ 
 ᑐ㇟県ࡕ࠺ࡢ、ルミࣇࣦシࡣ KfW ࡇࡢࡿࢀࡉ౪ࡀ機材ࡽ

4、ࡎࡓ❧ࡀࡋぢ㏻ࡢ౪࡛ࡲト⤊ࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡀࡓࡗ࠶࡛
ᖺḟࡽࢀࡇ 2 県ᑐࡋ㏣ຍᥐ⨨࡚ࡋ機材ࢆ౪ࢆࡇࡿࡍỴᐃ

ࡣ機材ࠋࡓࡋ 2015 ᖺ中౪ࡿࢀࡉணᐃࠋ 
1-2. 新ࡃࡋᑟධࡓࢀࡉ機材ࡢ

ᶆ‽ᐇᡭ㡰᭩ࢆ㛤Ⓨࠋࡿࡍ 
 ୗ⾲ࡢ機材࡚࠸ࡘ、≀理ⓗᢅྲྀ࡞᪉ἲຍ࠼医療ୖࡢ␃ពⅬྵࡶ

ࠋࡓࡋసᡂࢆᶆ‽ᐇᡭ㡰᭩（Standard Operation Procedures㸸SOP）ࡴ

SOP  ࠋࡓࡋ㓄㝿、ᑐ㇟病院ࡢಟ◊ࡢ機材ྲྀᢅἲࡣ
No ᑐ㇟機材 
1 Resuscitation table（レࢧシテーࣈル） 
2 Phototherapy（ග⥺療ჾ） 
3 Bilirubin meter（㯤⑇計） 
4 Hemoglobin meter（ヘࣔࢢロࣅン࣓ーター） 
5 Incubator（新生児⏝保⫱ჾ） 
6 Ultrasound apparatus（㉸㡢Ἴデ᩿⨨） 
7 Autoclave（㧗ᅽຍ⇕⁛⳦ჾ） 
8 Oxygen Concentrator（㓟⣲⃰⦰ჾ） 

 
 ࡓࡲ、๓㏙ࡾ࠾ࡢ KfW ௨ୗ、ࡵࡓ࠸࡞ࢀࡉ࡞ࡔࡲ࠸ࡀ౪ࡢࡽ

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ౪ࢆ機材ࡢ
機材名 ྎᩘ ౪ᑐ㇟病院 

・新生児⏝保⫱ჾ 2 ྎ ルミ・ࣦࣇシ CDH 
・㓟⣲⃰⦰機 1 シࣇࣦ ྎ CDH 
・ග⥺療ࣘニࢵト 1 ྎ ルミ CDH 
・㯤⑇計 ჾ  1 ྎ  ルミ CDH 

 

1-3. 新ࡃࡋᑟධࡓࢀࡉ機材ࡢ

⏝᪉ἲཬࡧ⥔ᣢ管理᪉ἲࡘ

 ࠋࡿࡍᐇࢆಟ◊ࡢ࡚࠸

 2014 ᖺ 1 ᭶、シࣕルトーࢬ CDH、ࢪョミ CDH ཬࡧ 4 管区病ࡢࡘ

院機材ࢆタ⨨ࠋࡓࡋタ⨨ࡢ㝿、ື స☜ㄆ・᳨ᰝཬࡧ機材ࡢ᧯స・

⥔ᣢ管理㛵ࡿࡍ◊ಟࢆᐇࠋࡓࡋ◊ಟ࡛ࡣ、機材ࡢ≀理ⓗ࡞⤌

 ࠋࡓࡗᢅࡾྲྀࡶពⅬ␃ࡢ医療ୖ、࠼ຍస᪉ἲ᧯・ࡳ
 管区病院࡚࠸࠾ᐇࡓࡋ機材ࡢ⏝・⥔ᣢ┘理ࡿ◊ಟࡢᴫ

せࡣ௨ୗࠋࡾ࠾ࡢ 
ཧຍ者 ᮏࣉロࢡ࢙ࢪトᑐ㇟ࡢ࡚ࡍࡢ CDH 管区病院

婦人科医、ᑠ児科医、助産師（計ࡽ 15 名） 
ෆᐜ レࢧシテーࣈル、ග⥺療ࣘニࢵト、㯤⑇計、新生

児⏝保⫱ჾ、㧗ᅽຍ⇕⁛⳦ჾ、㓟⣲⃰⦰ჾ 
会ሙ ルミ第 4 管区病院（Navabod） 
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８．プロジェクト活動実績



 
 

 
 CDH ᴫせࡢಟ◊ࡿ⏝・⥔ᣢ管理ࡢ機材、ࡓࡋᐇ㇟ᑐࢆ

 ࠋࡾ࠾ࡢ௨ୗࡣ
ཧຍ者 婦人科医、新生児科医、助産師（シࣕルトーࢬ

19 名、ࢪョミ 10 名、計 29 名） 
ෆᐜ レࢧシテーࣈル、ග⥺療ࣘニࢵト、㯤⑇計、新生

児⏝保⫱ჾ、㧗ᅽຍ⇕⁛⳦ჾ、㓟⣲⃰⦰ჾ 
会ሙ シࣕルトーࢬ CDH、ࢪョミ CDH 

 
 ࡽࡉ、㉸㡢Ἴデ᩿⨨㛵ࡿࡍ◊ಟࢻࢆシࣕンࡢ࣋ᑓ㛛病院࡛

ᐇࠋࡓࡋシࣕルトーࢬ CDH ョミࢪ CDH ࡽ 1 名ࡘࡎཧຍࡋ

 ࠋࡓ
 第3ᖺḟࣉ、ࡣロࢡ࢙ࢪトࡢධࢪࡾࡼョミCDHࡢスタࡀࣇࢵ、

ἣ≦࡞⬟ྍࡀSOPసᡂࡢナルࢪリ࢜ࡣࡽࡉࡸ⏝㐠ࡢ機材ࡢ⮬⊃

ࢬーシࣕルトࡃࡍ共᭷ࢆᡂᯝࡢࡑ、ࡵࡓࡓࡗ࡞ CDH ロスࢡࡢ

୧ࢆト◊ಟࢵࢪࣅ CDH య࡛ᐇࡓࡲࠋࡓࡋ、人␗ື➼࡛機材ࣘ

ーࢨーࡢ௦ࡓࡗ࠶ࡀタᑐࡣ࡚ࡋ、ಶู◊ಟ࡛ᑐᛂࠋࡓࡋ 
 第 4 ᖺḟࡣ、SOP ᑐ㇟病院ࡢ◊ಟཷㅮ者ࡀ機材࠸ᢅࡾྲྀࡢ医Ꮫⓗ

ࡀࡇࡿࡁ࡛⏝άࡋᣢ⥔ࢆル࣋レࡢ一ᐃࡡࡴ࠾࠾࡚࠸࠾⏝࡞

ᐃᮇⓗࣔ࡞ニタリン࡚ࢢ☜ㄆࡵࡓࡓࢀࡉ、ᐃᮇ㛤ദ࡛ࡃ࡞ࡣᚲせ

 ࠋࡓࡋᐇࢆಟ◊ࡢሙ࡛ᐇ㊶ᙧᘧ⌧࡚ࡌᛂ
 機材ࡢ⥔ᣢ管理㛵ࡣ࡚ࡋ、第 2 ᖺḟᑟධࡓࡋ管理ྎᖒ࣓ࡿࡼ

ンテナンスࡀᚲࡶࡋࡎᚭᗏ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᐇࡀ☜ㄆࡇࡓࢀࡉ

2015、ࡽ ᖺ 7 ᭶機材⥔ᣢ管理ྎᖒࡢグධἲࡸά⏝ἲࣇࡢ࡚࠸ࡘ

 ࠋࡓࡋᐇ࡚࠸࠾タྛࢆಟ◊ࡢࡵࡓࡢࣉࢵローア࢛
 新ࣉࡓロࢡ࢙ࢪトࡽ機材౪ࡀࡇ࠺⾜ࢆỴࡓࡗࡲルミཬࣦ

シࣇ CDH ࡿࡍ⏝᭷ຠάࢆトᮇ㛫ࢡ࢙ࢪロࣉ࠸࡞ᑡࡾṧ、ࡣ࡚ࡋᑐ

࠶ணᐃ࡛ࡿࡍ㛤ጞࢆಟ◊ࡾࡼ௨๓ࡿࢀࡉᑟධᐇ㝿ࡀ機材、ࡵࡓ

 ࠋࡿ
1-4. 機材⥔ᣢ管理࢜、ࡵࡓࡢ

ンテナンスレーション㸤࣓࣌

 ࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆࢡࢵࣈ

 ࣉロࢡ࢙ࢪト࡛ࡣ第 2 ᖺḟ管理ྎᖒࢆసᡂࡋ、ྛ医療タ㓄

ᐇࢆᣦᑟࡿࡍ㛵保守管理ࡧグධ᪉ἲ୪ࡢᖒྎ、ྠࡿࡍ

ྛ、ࡣ࡛ࢢニタリンࣔࡢ⏝≧ἣࡢ管理ྎᖒࡢᚋࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ

タྎ࡚࠸࠾ᖒᇶ࡙ࡁᐃᮇⓗ医療機材ࡢⅬ᳨ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀ一

᪉࡛、ᚲࡶࡋࡎᚭᗏࡶࡇ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ☜ㄆࡵࡓࡢࡑࠋࡓࢀࡉ第 4
ᖺḟࡣࡽ、ྛ病院࡛ࡢ᭶会㆟ࡢア࢙ࢪン࡚ࡋࢲ、機材ࡢ保守

┘理≧ἣࢆㄝ᫂ࡿࡍ㛫ࢆ☜保࠺ࡼࡿࡍ第 7 ᅇ TWG 、ࡋⓎ㆟࡚

ྜពࢆᚓࡓࡲࠋࡓ、ྎᖒࡢグධἲࡸά⏝ἲ࢛ࣇࡢ࡚࠸ࡘローアࢵ

ࢆಟ◊ࡢࡵࡓࡢࣉ 2015 ᖺ 7 ᭶ྛタ࡚࠸࠾ᐇࠋࡓࡋ 
2-1. ヘルスセンターࡢ医療ᚑ

者ᑐ࡚ࡋ国家ᇶ‽ࡓࡌ‽

ዷ産婦ࢣア㛵ࡿࡍᚲせ࡞◊ಟ

 ࠋࡿࢀࡉᥦ౪ࡀ

 ዷ産婦ࢣアࡿ◊ಟࢆ௨ୗࡾ࠾ࡢᐇࠋࡓࡋ 
 健デࡸᝈ者ࢣアࡢ࡚࠸ࡘ◊ಟࡣ、国家ᇶ‽ࡓࡌ‽◊ಟテ࢟スト

࣋シࣕンࢻࢆಟㅮ師◊ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆㄆᐃࡽᨻᗓࡓࡲ、ࡋ⏝ࢆ

ࠋࡔ࠸௮ࢆ༠ຊࡶㅮ師ࡢル࣋ハトロン州レྠ、ࡋ࠸ᣍࡽ

◊ ಟ ᮇ 㛫 
ಟ者

人ᩘ 
産๓健デ（Antenatal Care㸸ANC） 
5 ᪥㛫 

2013.2.12㹼2.16 
2013.2.18㹼2.22 

42 
43 

ᑐ人コミュニࢣーション 
（Interpersonal communication㸸IPC） 
3 ᪥㛫 

2013.6.17㹼6.19 
3013.6.20㹼6.22 

36 
28 
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ᑠ児ᝈ⤫ྜ管理（Integrated Management of 
Childhood Illness Strategy㸸IMCI） 
3 ᪥㛫 

2013.10.28㹼10.30 
2013.11.11㹼11.13 
2013.11.14㹼11.16 

20 
22 
23 

産๓産ᚋ健デࣔニタリンࢢ  
（Workshop for Antenatal/Postnatal Care 
monitoring㸸ANC/PNC monitoring） 
1 ᪥༢ 

2014.11.27 
2014.11.27 
2014.12.2 
2014.12.3 

4 
4 
8 
5 

産๓産ᚋ健デ࢘࢝ࡿࡅ࠾ンセリンࢢス࢟ル

（Counseling skills on ANC & PNC㸸ANC/PNC 
counseling skill） 
1 ᪥༢ 

2015.6.2 
2015.6.4 
2015.6.6 
2015.6.9 
2015.6.9 
2015.6.10 
2015.6.11 
2015.6.15 
2015.6.16 
2015.6.17 
2015.6.19 

31 
17 
21 
17 
22 
17 
19 
20 
15 
18 
21 

ྜྠコミュニティάືレࣅュー࣡ーࢡショࢵ

 ࣉ
（Workshop on Joint Community Activity 
Review㸸Community Activity Review） 
1 ᪥༢ 

2015.6.5 9 

コミュニティάືࡿࡅ࠾アࢡションࣉラン

 ಟ◊ࡓࡅྥ
（Training/Joint Coordination meeting for 
development of Action Plan㸸Training for Action 
Plan） 
1 ᪥༢ 

2014.10.21 
2014.10.21 
2014.10.22 
2014.10.22 

15 
30 
33 
25 

Mercy Corps シࢡアࡢコミュニティάືࡢ

ョンࣉラン࣡ࡓࡅྥーࢡショࣉࢵ 
（Community Activity Action Plan Workshop 
with Mercy Corps Volunteers㸸Workshop 
w/Mercy Corps） 
1 ᪥༢ 

2015.2.27 
2015.2.27 
2015.2.28 

7 
16 
9 

コミュニティάື࣡ーࢡショࣉࢵ・ミーティ

ンࢢ 
（Workshop/Meeting on Community Activity） 
1 ᪥༢ 

2015.6.8 
2015.6.18 
2015.6.18 

26 
7 
8 

アࢡションࣉランࣔࡢニタリンࢢᨵᐃ 
（Action Plan Monitoring & revision） 
1 ᪥༢ 

2014.12.22 
2014.12.23 
2014.12.23 

11 
10 
17 

TWG  ࢢミーティンࣉࢵローア࢛ࣇ
（TWG Follow-up） 
1 ᪥༢ 

2015.7.31 
2015.8.11 

5 
4 

産๓産ᚋ健デࣔニタリンࣇࡢࢢィーࢡࢵࣂࢻ

（Feedback on ANC/PNC） 
1 ᪥༢ 

2015.9.10 
2015.9.11 

6 
3 

ྜ 計 ��� 
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 ◊ಟᑐ㇟者ࡣ௨ୗࠋࡓࡗ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

◊ ಟ ᑐ㇟者 
ANC 理Ꮫ療ἲኈ、看護師、助産師 
IPC 理Ꮫ療ἲኈ、看護師、助産師 
IMCI 理Ꮫ療ἲኈ、看護師、助産師 
ANC/PNC monitoring 看護師、助産師 
ANC/PNC counseling skill 産婦人科医、看護師、助産師 
Community Activity Review セラࣆスト、助産師、ボランティア 
Training for Action Plan 医師、看護師、助産師、ボランティア 
Workshop w/Mercy Corps ボランティア 
Workshop/Meeting on 
Community Activity 

ボランティア 

Action Plan Monitoring & 
revision 

看護師、助産師、ボランティア 

TWG Follow-up PHC ー、Mercy Corpsࣕࢪࢿ࣐ スタࣇࢵ 
Feedback on ANC/PNC ヘルスセンター௵医師、助産師 

 
 国家ࡢᇶ‽ᇶ࡙ࡁ、◊ಟึࡢ᪥᭱⤊᪥ࡣ▱㆑ࡢ☜ㄆテストࢆ

ᐇࡋ、ᡤᐃࡢᇶ‽ୖࢆᅇࡓࡗཧຍ者ㄆᐃ᭩ࢆⓎ⾜ࡓࡲࠋࡓࡋ、

ᇶ‽ࢆୗᅇࡓࡗ者ࡣ㏣ヨࡢ機会ࢆタᐃࡋ、ᇶ‽ୖࢆᅇࡤࢀㄆᐃ᭩ࢆ

Ⓨ⾜ࠋ1ࡓࡋ 
2-2. CDH ཬࡧ管区病院ࡢ医療

ᚑ者㛵ࡿࡍ国家ᇶ‽ࡌ‽

ࡿࡍ㛵アࢣዷ産婦・新生児ࡓ

ᚲせ࡞◊ಟࡀᥦ౪ࠋࡿࢀࡉ 

 ୖ㏙ 2-1  ࠋࡓࡋᐇࢆಟ◊ᵝྠ

◊ ಟ ᮇ 㛫 
ಟ者

人ᩘ 
ANC 
5 ᪥㛫 

2013.2.12㹼2.16 
2013.2.18㹼2.22 

42 
43 

HIV 母子ឤᰁண㜵 
（Prevention of Mother to Child Transmission of 
HIV/AIDS:PMTCT） 
2 ᪥㛫 

2013.2.27㹼3.1 
2013.3.4㹼3.6 

23 
27 

院ෆឤᰁᑐ⟇ 
（Infection Control㸸IC） 
5 ᪥㛫 

2013.7.15㹼7.19 
2013.7.22㹼7.26 
2013.7.29㹼8.2 

17 
15 
20 

産科ᩆᛴࢣア（Emergency Obstetric Care㸸
EmOC） 
5 ᪥㛫 

2013.8.26㹼8.30 
2013.8.26㹼8.30 
2013.9.2㹼9.6 
2013.9.2㹼9.6 

13 
19 
15 
19 

 県┦ὶ◊ಟࢬーョミ県・シࣕルトࢪ
（Cross visit training, Shartuz to Jomi㸸Cross Visit）
1 ᪥༢ 

2014.7.30 4 

                                                  
� 中㛫ホ౯ࡢ࡛ࡲ◊ಟࠋࡳࡢ࡚࠸ࡘ中㛫ホ౯ᚋࡢ◊ಟ࢛ࣇ、ࡣローアࣉࢵ◊ಟࡢ⨨࡙ࡵࡓࡢࡅ、ㄆᐃ᭩ࡣⓎ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⾜
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⥭ᛴ産科ࢣア◊ಟ 
（Monitoring & Mentoring in facilities on 
EmOC㸸EmOC monitoring & mentoring） 
1 ᪥༢ 

2014.10.28 
2014.10.29 
2014.10.30 
2014.10.31 

19 
26 
17 
15 

産科ࢣア・ࣔニタリンࢢ⤖ᯝ࣡ࡢ࡚࠸ࡘーࢡ

ショࣉࢵ 
（Workshop for the results of Monitoring & 
Mentoring to facilities㸸Result of Monitoring & 
Mentoring） 
1 ᪥༢ 

2014.7.11 18 

産๓産ᚋࡢᇶ♏ⓗ産科ᩆᛴࢣア◊ಟ 
（Workshop for ANC/PNC EmOC monitoring㸸
ANC/PNC EmOC） 
1 ᪥༢ 

2014.10.28 
2014.10.29 
2014.10.30 
2014.10.31 

19 
26 
17 
15 

Safe Motherhood ◊ಟ 
（Safe Motherhood） 
1 ᪥༢/2 ᪥㛫 

2014.12.16㹼12.17
2014.12.17 
2014.12.18 
2014.12.16㹼12.19

15 
17 
21 
18 

ྜేዷ産婦ࢣースࡢ管理◊ಟ 
（Training on management of pregnancy 
complications㸸Pregnancy Complication） 
2 ᪥㛫 

2015.1.20-1.21 25 

ศፔ中ేྜࡢ管理◊ಟ 
（Training on management of pregnancy 
complication during delivery㸸Complication during 
delivery） 
2㹼3 ᪥㛫 

2015.2.5㹼2.6 
2015.2.9㹼2.10 
2015.2.9㹼2.10 
2015.2.10㹼2.12 

4 
6 
4 
6 

ṇᖖศፔᶆ‽ⓗண㜵ࢣアࣔࡢニタリンࢢ◊

ಟ 
（Monitoring of physiological birth, standardized 
preventive measures㸸Physiological Birth） 
1 ᪥༢ 

2014.12.23 9 

新生児ࢣアࡢトレーニンࢢ 
（Refresh training on neonatal care㸸Refresh 
training） 
1 ᪥༢ 

2015.1.6 
2015.1.7 
2015.1.8 
2015.1.9 

21 
15 
16 
12 

蘇生ἲ㯞㓉㛵ࡿࡍ◊ಟ 
（Training on “Reanimation & Anesthesiology”㸸
Reanimation & Anesthesiology） 
5 ᪥㛫/1 ᪥◊ಟ 

2015.1.7 
2015.1.8 
2015.1.9 
2015.2.9㹼2.13 

8 
15 
16 
12 

新生児ࢣア◊ಟ 
（Training on “Neonatal Care”㸸Neonatal Care） 
4 ᪥㛫 

2015.2.23㹼2.26 10 

産๓産ᚋ健デࡿࡅ࠾ᣦᑟ者◊ಟ 
（TOT Counseling skills on ANC/PNC㸸TOT） 
1 ᪥༢ 

2015.5.27 9 

BTN  ࣉࢵローア࢛ࣇ
（BTN follow-up meeting㸸BTN follow-up） 
1 ᪥༢ 

2015.6.18 
2015.6.19 
2015.6.24 

9 
9 
7 
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 ◊ಟᑐ㇟者ࡣ௨ୗࠋࡓࡗ࠶࡛ࡾ࠾ࡢ 

◊ ಟ ᑐ㇟者 
ANC 管区病院院長、௵婦人科医、௵助産師 
PMTCT 管区病院院長、௵婦人科医、௵新生児科医、

௵看護師、௵助産師 
IC 管区病院院長、CDH 副院長、産婦人科௵看護

師、௵助産師 
EmOC 婦人科医、助産師、 

管区病院院長、௵婦人科医、௵助産師 
Cross Visit 医師、看護師 
EmOC monitoring & 
mentoring 

婦人科医、新生児科医、助産師、௵新生児科医、

医科大Ꮫ௵、看護師 
Result of Monitoring & 
Mentoring 

産婦人科医、新生児科医、ᑠ児科医、看護師、助

産師、௵医師、௵助産師、病院長 
ANC/PNC EmOC 産婦人科医、助産師、ᑠ児科医、௵ᑠ児科医、

新生児科医、助産師、㯞㓉科医、医科大Ꮫ௵、

看護師 
Safe Motherhood 産婦人科医、ᑠ児科医、助産師 
Pregnancy Complication 助産師、医師、௵産婦人科医 
Complication during 
delivery 

助産師、産婦人科医 

Physiological Birth 助産師、௵産婦人科医 
Refresh training 助産師、看護師、ᑠ児科医、産婦人科௵、産婦

人科医、新生児科医 
Evaluation neonatal death 
case review 

௵ᑠ児科医 

Reanimation & 
Anesthesiology 

ᩆᩆᛴ医、㯞㓉科医、助産師、看護師、ᑠ児科

医、産婦人科医、新生児科医 
Neonatal Care 看護師、新生児科医、ᑠ児科医 
TOT 産婦人科医、病院長、助産師 
BTN follow-up 病院長、産婦人科医、助産師、新生児科医 

 

2015.7.25 7 

ྜ 計 721 

2-3. ᑐ㇟ࡿ࡞ CDH ឤᰁᑐࡢ

⟇ጤဨ会ࡢ機⬟ࢆᙉࠋࡿࡏࡉ 
 ࣉロࢡ࢙ࢪト㛤ጞࡣ、᪤国ࡢἲᚊᚑࣉࡢ࡚ࡍ࡚ࡗロ࢙ࢪ

㇟トᑐࢡ CDH ࡍ㛵⟇ឤᰁᑐࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ⨨タࡀឤᰁᑐ⟇ጤဨ会

2013、ࡅཷࢆᨵᐃࡢ国家ᇶ‽（Order No.641）ࡿ ᖺ 9 ᭶௨㝆、ᮏࣉ

ロࢡ࢙ࢪト࡛ࡣ᪤Ꮡࡢឤᰁᑐ⟇ጤဨ会ࡢ機⬟ࢆᙉࡃࡍᨭ࡚ࡋ

⳦⁛ࡢᗫᲠ≀管理、ჾලࢢニタリンࣔࡢ࠸ᡭὙ、ࡣලయⓗࠋࡿ࠸

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆ➼
 ጤဨ会会㆟ྛࡣ県ࡶ᭶ 1 ᅇ⛬ᗘ㛤ദࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ、㆟㘓ࢆㄞࡴ

㝈ࡣࡾᙧ㧁ࡿ࠸࡚ࢀࡉᵝ子࡛ࣉ、ࡵࡓࡓࡗ࠶ロࢡ࢙ࢪトࡀឤᰁጤ

ဨ会ྠᖍࡋ、会㆟ࡢᐇែࢆほᐹୖࡋグ㔜せⅬ↔Ⅼ࡚࡚ࣔ࠶ࢆニ

タリン࠺ࡼࡿࡍࢢᣦᑟࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ、科ෆࡢ 5 ศ⛬ᗘࡢឤᰁᑐ⟇

リ࣐ンࢻ・セࢵションࡣẖ᪥、ẖ㐌➼ࡢ㢖ᗘ࡛ᴗົ㛤ጞ๓ᐇ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ
2-4. ᑐ㇟ࡿ࡞ CDH ࠸࠾

࡚、国家ࢻ࢞ランࡢឤᰁண

㜵ࡓࡌ‽ឤᰁᑐ⟇ࢆᐇࡿࡍ

ᶆ‽ᐇᡭ㡰᭩（SOP）ࡢࡵࡓ

 国ࡢἲᚊ（Decree 239㸸一⯡ឤᰁᑐ⟇、Decree 321㸸産科ឤᰁᑐ

⟇）・つ๎（No.5㸸ᗫᲠ≀ฎ理、No.541㸸࿘産ᮇࢣアࡿࡅ࠾ឤᰁ

ᑐ⟇）➼ࢆᇶ、ྛ 県㛵ಀ者ࡢ༠㆟ࢆ㏻࡚ࡌ SOP SOPࠋࡓࡋసᡂࢆ
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⪄ཧࡶᯝ⤖ࡢンㄪᰝースラ࣋ࡢト㛤ጞࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡣసᡂࡢ ࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆ

⟇ឤᰁᑐࠋࡓࡋ SOP άືࡢ⟇ឤᰁᑐ、ࡋᐃ⟇ࢆュールࢪಟࣔ◊ࡢ

ࡢ⟇ឤᰁᑐࠋࡓࡋᐇࢆ SOP ࡣ 2013 ᖺ 3 ᭶ྛ CDH ࠋࡓࢀࡉ㓄

 ࡓࡲ、MOHSPP ࡀឤᰁᑐ⟇省௧࡞ࡓ新ࡾࡼ 2014 ᖺ 12 ᭶ 27 ᪥Ⓨ௧

2015、ࢀࡉ ᖺ 2 ᭶ PHD 保健ྛࡣᮏ省௧ࠋࡓࡋධᡭࢆ省௧ࡽ

タࡢ新࡞ࡓឤᰁ㜵Ṇせㄳ㡯ࣉ、࡛ࡇࡢࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀロࢪ

ࠋࡓࡋ༠ຊ㓄ࡢ保健タ༳ๅࡵࡓࡿࡏࡉ▱࿘ࡃᗈࡣトࢡ࢙

ࢆ┠㡯ࢢニタリンࣔ、࠸⾜トෆ࡛ࢡ࢙ࢪロࣉࢆヂ⩻ࡢⱥㄒ、ࡓࡲ

ぢ┤ࡋ、๓㏙ࡾ࠾ࡢ院ෆឤᰁ㜵Ṇࡢࡵࡓࡢ↔Ⅼࣔࡓࡗ⤠ࢆニタリ

ンࢢシートࢆᨵゞࠋࡓࡋ 
（㏣ຍάື） 
ᑐ㇟管区病院⤥Ỉタഛࢆタ⨨

 ࠋࡿࡍ

 ᑐ㇟管区病院࡛៏ࡣᛶⓗࡣ⤥Ỉၥ㢟ࡾ࠶ࡀ、病院ࢧࡿࡅ࠾ーࣅス

ࣉ、ࡸ（ࡴྵࢆ⏝ࡣ㐺ṇࡢ医療機材ࡸ⟇院ෆឤᰁᑐ）ୖྥࡢ㉁ࡢ

ロࢡ࢙ࢪト┠ᶆ㐩ᡂࡶࡵࡓࡢ⡆᫆⤥Ỉタഛࡢタ⨨ࡀᮃ࠸࡚ࢀࡲ

 ࠋࡓ
 ࣉ、ࡵࡓࡢࡑロࢡ࢙ࢪト࡛ࡣጤク࡚⡆᫆⤥Ỉタഛᕤࢆᐇࡋ、

2013 ᖺ 8 ᭶ᡂ、ᘬࡁΏࠋࡓࡗ⾜ࢆࡋ 
2-5. ᑐ㇟ࡿ࡞ CDH ࠸࠾

࡚、国家ᇶ‽ࡓࡌ‽Ṛஸ

᳨ウጤဨ会ࡢ機⬟ࢆᙉࡏࡉ

 ࠋࡿ

 ᑐ㇟ࡢ CDH ಀ新生児Ṛஸࡧዷ産婦Ṛஸ୪ࡓࡋ院ෆ࡛Ⓨ生、ࡣ

ࡵࡓࡢどᐹࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ⨨タ᪤ࡀጤဨ会ࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆ᳨ウࡿ

ྛ県ࡢCDHࡢṚஸ᳨ウ会ཧຍࡋ、ᐇ≧ἣࡢ☜ㄆࡀࡓࡗ⾜ࢆ、

Ṛᅉࡢ㈐௵ࡸᡤᅾࢆ≉ᐃࡀࡇࡿࡍ┠ⓗࡾࡓ࠸࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡋ、༢

ᮏ、ࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ࠶ἣ࡛≦ࡓࡗ࠸ࡾࡓ࠸࡚ࡗࡲሗ࿌ࡿ࡞

ࢧ医療࡛ࡇࡿࡍ㛫࡛共᭷ࡢ職ဨࢆሙ⌧ࡢࡁẼ࡙ࡣト࡛ࢡ࢙ࢪロࣉ

ーࣅスࡢ㉁ࡢᨵၿ生ࢆࡇࡍ┠ⓗࡓࡋミーティンࢢ（BTN）

 ࠋࡓࡋᑟධࢆ
2-6. ዷ産婦ཬࡧ新生児Ṛஸ

㛵࡚ࡋ、Ṛஸ᳨ウࢆᐇ

ࠋࡿࡍ 

 ࣉロࢡ࢙ࢪトࡣ、ṚஸࡀⓎ生ࡓࡋሙྜᐇࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪤Ꮡࡢ

院ෆ᳨ウ会ูࡣ、省௧ 607 ースࢣニアミスࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕ྕ

᳨ウ会ࠋࡿ࠸࡚ࡵࡍࡍࢆ㐍ࡵ᪉᳨ࢆウ中࡛ࡓࡗ࠶第 3 ᖺḟ、産科

㡿ᇦࡢニアミスࢣースᑐ࡚ࡋ Beyond the Numbers（BTN）࠺࠸ᡭ

ἲࢆ࠸、院ෆࢳーࡢ࣒ウ㆟࡚ࡗࡼ⌧ሙレ࣋ルࡽᨵၿⅬࢆぢࡘ

௮ࢆ༠ຊࡢトࢡ࢙ࢪロࣉᮏ、ࡋᑐトレーナーࡢウ会᳨ࡃ࠸࡚ࡅ

ᚋ、BTNࡢࡑࠋࡔ࠸ ᡭἲࡓ࠸⏝ࢆṚஸ᳨ウ会ྛࢆ県 CDH ࡛ᑟධ

ࡶࡢ༠ຊࡢトレーナー、ࡵࡓࡿࡍ 2014 ᖺ 12 ᭶ࡾࡼㅮ⩦会ࡸ◊ಟ

会ࢆᐇࡋ、ྛ 県 CDH సࢆランࣉションࢡアࡓࡅྥウ会ᐇ᳨ࡀ

ᡂ2015ࠋࡓࡋ ᖺ 2 ᭶ࣉࡢࡇ、ࡾࡼランἢ࡚ࡗ産科㡿ᇦ᳨ࡢウ会ࡀ

 4 県 CDH ࡛㛤ጞࠋࡓࢀࡉ第 3 ᖺḟᮎࡣ࡛ࡲ、BTN ࠾࠾ࡣ࣒ーࢳ

ࡶ⾜㐍ࡢ会、ࡋᐇࢆウ会᳨ᐃᮇⓗࡋᑐヱ当ࡢ࡚ࡍࡡࡴ

ス࣒ーࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ࠼⾜ࢬ 
 ࣉロࢡ࢙ࢪト࡛ࡣ、᳨ウ⏝ሗ共᭷ࣉࡢࡵࡓࡢレࢮンテーシ

ョン⏝࢛ࣇーࢵ࣐トࢀࡒࢀࡑࢆసᡂࡋ、᳨ウ会ࡢᐇグ㘓役❧

 ࠋࡿ࠸࡚࡚
 BTN ᡭἲࡣ医Ꮫⓗ࡞面ࡶࡾࡼ会㆟ࡢ㐠Ⴀ᪉ἲどⅬࡿ࠸࡚ࢀ⨨ࡀ

、࠼⪄ࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞⬟ྍ⏝༑ศᛂࡶウ会᳨ࡢ新生児㡿ᇦ、ࡵࡓ

ࡣトࢡ࢙ࢪロࣉ BTN トレーナー΅ࡋ、新生児㡿ᇦ࡚࠸࠾ BTN
ᡭἲ᳨ࡓ࠸⏝ࢆウ会ࢆᐇྜ࡛ࡇࡿࡍពࡔࡓࠋࡓࡋ、᳨ウ会⮬య

ᐇࡣウ会᳨ࡢ新生児、ࡽࡇࡿ࠸࡚࠸࠾ࢆ㔜Ⅼ❧☜ࡢᣢ⥆ᛶࡢ

㛤ጞࡣ⌧ᅾணᐃࡾࡼ㐜ࠋࡿ࠶࡛ࡕࡀࢀ 
 ௨ୗ、BTN トレーナー、C/P、ࣉロࢡ࢙ࢪトࡢ༠㆟࡛ᐃࡓࡵ、BTN

᳨ウ会ᑐ㇟ᇶ‽ࢆグࡍ 
ዷ産婦 Ṛஸ࡞࠺ࡼࡿࡀ࡞ࡘ༴㝤࡞≧ែࡓࡗ࡞ニアミス

 ース（㔜子⒯๓、子⒯、ฟ⾑）ࢣ
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新生児 Ṛஸ（2,000g ௨ୖࡘ 32 㐌௨ୖ࡛ࡢฟ生࡛、ฟ

生ᚋࡢࡇデ᩿ᇶ‽ࡋྜ↷☜ㄆࡣࡓࡲ（ࡢࡶࡓࡋ

ニアミスࢣース 
 

2-7. 産๓産ᚋ健デ㛵ࡿࡍᐃ

ᮇⓗࢹ࡞ータ㞟ࢆᐇࠋࡿࡍ 
 第 3 ᖺḟࡾࡼ、産๓健デ・産ᚋ健デཷࡢデᅇᩘ、ฟ産ሙᡤ࡚࠸ࡘ、

ዷ婦ࢹࡢࡈータ㞟ࢆ㛤ጞࠋࡓࡋᑐ㇟ࡿ࡞産๓産ᚋ健デᐇ

タ 22 タ、（産ᚋ健デ࡚ࡍࡀ⤊ࡿ࠸࡚ࡋ）3 ࡋฟ産᭶๓࢝

ఱᅇ産、ࡋฟ産࡛ࡇ、ࡋデཷࢆఱᅇ産๓健デࢀࡒࢀࡑ、ࡀዷ婦ࡓ

ᚋ健デཷࢆデࢆࡓࡋグ㘓࠺ࡽࡶ࡚ࡋシートࢆసᡂࡋ、ẖ᭶ᥦฟࢆ

౫㢗ࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝ、ࡢࢀࡎ࠸県ࡶ、産๓健デ 4 ᅇ௨ୖ、産ᚋ健デ

2 ᅇ௨ୖཷࡢデ⋡ࡡࡴ࠾࠾ࡣ㧗ࡀ࠸、産๓健デ 7 ᅇ௨ୖ、産ᚋ健デ 4
ᅇ௨ୖࡿ࡞ᛴ⃭ཷデ⋡ࡀపୗࠋࡓ࠸࡚ࡋTWG බࢆᮏ⤖ᯝ࡚

産๓健デ≉、ࡋ⾲ 7 ᅇ௨ୖཷࡢデ⋡ࡢప࡚࠸ࡘࡉ㆟ㄽࠋࡓࡋ産

๓健デࡢㄢ㢟ࡣ࡚ࡋ、ዷፎ中ᮇ、ᚋᮇ࡛ཷึࡢデࡀぢཷࡿࢀࡽࡅ

㔜せᛶࡿࡆ࡞ࡘデཷࡋᢕᥱࢆዷፎࡢዪᛶ᪩ᮇࡅࡔࡿࡁ࡛、࡛ࡢ

 ࠋࡓࡋ共᭷ࢆ

3-1. ᑐ㇟県ࡽ㑅ᐃࡓࢀࡉᆅ

ᇦ࡚࠸࠾、社会ၨⓎάື計画

࣋）ἣศᯒ≦、ࡵࡓࡿࡍᐃ⟇ࢆ

ースランㄪᰝ）ࢆᐇࠋࡿࡍ 

 機材ࡀ౪ࡿࢀࡉ 4 県ࡢ管区病院ࡢ管㎄ᆅᇦࣃࢆロࢵトᆅᇦࡋ

࡚㑅ᐃࡢࡑࠋࡓࡋᚋ、ࣉロࢡ࢙ࢪトᡂᯝ ᐃࡢࡵࡓࡢᇶ♏ሗᩚࢆ

ഛࡋ、㐺ษ࡞社会ၨⓎάືࢆᒎ㛤ࢆࡇࡿࡍ┠ⓗ࣋、ースラン

ㄪᰝࢆ 2012 ᖺ 10 ᭶ᐇࠋࡓࡋᑐ㇟県ࡿࡅ࠾コミュニティࡢ母

子保健㛵ࡿࡍ▱㆑、社会ⓗ・ᩥⓗ⎔ቃ、県・ᮧⴠヘルスセンタ

ーάື㛵ࡿࡍニー࡚࠸ࡘ➼ࢬㄪᰝࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
 ࡽࡉ、中㛫レࣅューᚋࡢ PDM ᨵᐃἢࣉ、࡚ࡗロࢡ࢙ࢪトᡂᯝ

ᣦᶆ 3-2 ࢆータ㞟ㄪᰝࢹࡿಀ 2014 ᖺ 11 ᭶㹼12 ᭶ᐇࠋࡓࡋ

௨ୗㄪᰝࢨࢹン、ㄪᰝ㡯┠ࡢᴫせࠋࡍ♧ࢆ 
 ࠙ㄪᰝࢨࢹンࠚ 

ㄪᰝ㡯┠ ㄪᰝᐇ者 ᪉ ἲ ࢧンࣉルᩘ 
ዷ婦ࡢࡑ家

族ࡢ母子保健

 ㆑ㄪᰝ▱ࡢ

ᩍဨ、管区病院

スࡓࢀࡉ௵ጤࡽ

タࣇࢵ 

ᵓ㐀ⓗ㉁ၥ⚊ࢆ

ᑐ面ᘧࡓ࠸⏝

ンタࣅュー 

ዷ婦ࡢࡑ

家族 1 名（⩏母

 （ኵࡣࡃࡋࡶ
一⯡ఫẸࡢ母

子保健ࡢ▱㆑

ㄪᰝ 

ᑐ㇟県ࡢ Mercy 
Corps ボランテࡢ

ィア 

ᵓ㐀ⓗ㉁ၥ⚊ࢆ

ᑐ面ᘧࡓ࠸⏝

ンタࣅュー 

ྛ県࡚࠸࠾

ラン࣒ࢲᢳฟ

ࡓࡋ 400 名（計

1,600 名） 
 
 ࠙ㄪᰝ㡯┠ᴫせࠚ 
x 産๓・産ᚋ健デ・ங児健デࡢ᥎ዡᅇᩘ 
x ዷፎ中・ฟ産・産〟ᮇࡢ༴㝤࡞≧࡚࠸ࡘ 
x ᥎ዡࡿࢀࡉศፔሙᡤ 
x 母ங㛤ጞᮇ母ஙᮇ㛫 
x ங児ࡢ༴㝤࡞≧࡚࠸ࡘ 
x ᡭὙࡢ࠸ሙ面࡚࠸ࡘ 
 ᭱⤊ⓗ4、 県ྜ計࡛ 3,533 名（ࡕ࠺ዷ婦 979 名、ዷ婦ࡢ家族 955 名、

一⯡ఫẸ 1,599 名）ࢹࡽータࢆ㞟ࠋࡓࡋㄪᰝ࡛᫂ࡓࡗ࡞ࡽ

▱㆑ࡀ㊊ࡿ࠸࡚ࡋⅬࢆ௨ୗグࠋࡍ 
x 産๓健デࡢつᐃཷデᅇᩘࡣ 7 ᅇ࡛4）ࡇ࠺࠸ࡿ࠶ ᅇᅇ⟅

 （ࠋࡓࡗከࡀ人ࡓࡋ
x 産ᚋ健デங児健デࡢつᐃཷデᅇᩘ 4 ᅇ࠺࠸▱㆑ࡣ、産๓健

デࡢつᐃᅇᩘ▱㆑ẚࡀࡿ࠸࡚ࡗࡓࢃࡁ࠸࡚、༑ศ࡛࠶
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 ࠋࡿ
x ዷ産婦（ዷፎᮇ・ศፔᮇ・産ᚋᮇ）ங児ࡢࢀࡒࢀࡑࡢ༴㝤࡞

ೃࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡃࡼࡣ࡚࠸ࡘ≧࠸࡞࡛࠺ࡑ≧ศ

、➼ど㔝㞀ᐖ、⫾ືᚤᙅ、ᝏ㟢ࡸ⭘ᾋࡣ࡚࠸ࡘዷ婦ࠋࡓࢀ

ங児့ࡣ࡚࠸ࡘஙຊపୗ、㝗ἐ྾、పయ 、άⓎ➼ࡢ

ೃ࡚࠸ࡘ▱㆑ࡢ㊊ࠋࡓࢀࡽࡳࡀ 
 

3-2. 3-1 、ࡁᇶ࡙ศᯒ⤖ᯝࡢ

㑅ᐃࡓࢀࡉᆅᇦࡢ社会ၨⓎάື

ࡢᑐ㇟ู・ᆅᇦูࡢࡵࡓ࠺⾜ࢆ

ヲ⣽計画ࢆ⟇ᐃࠋࡿࡍ 

 ᭱ึ、社会ၨⓎάື計画ࣉࢆロࢡ࢙ࢪトࡀసᡂࡢࡑ、ࡋࡣ第

2 ᅇ TWG ࡛ᢎࠋୖࡓࢀࡉ グ社会ၨⓎάື計画ἢ࡚ࡗ、ୖ ㏙ࡢ

άື 2-1 ࡛㏙࠺ࡼࡓ IPC（ᑐ人コミュニࢣーション）◊ಟࢆᐇ

ࠋࡓࡋ◊ಟཧຍ者ࡢ⮬ྛ、ࡣ担当ᆅᇦࡿࡅ࠾ᐇ計画（άື

ᮇ、ᑐ㇟ᆅᇦᑐ㇟者、άື㡯┠ࢆ（ࡴྵࢆసᡂࠋࡓࡋ 
 ࡓࡲ、州ཬࡧ県レ࣋ル࡛ࡢ社会ၨⓎάືࡣ࡚࠸ࡘ、MOHSPP ୗࡢ

㒊⤌⧊࡛ࡿ࠶ Healthy Lifestyle Center（HLC）ࡀ担ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗ☜

ㄆࠋࡓࢀࡉᮏࣉロࢡ࢙ࢪトࡢάື࡚࠸ࡘ HLC 県、ࡋሗ共᭷

HLCCDHࡀ㛵ಀᙉ࡚ࡋ社会ၨⓎάືࣔࢆニタリン࠺ࡼࡿࡍࢢ、

༠ຊࢆ㐍ࠋࡓࡋࡇࡃ࠸࡚ࡵ 
 PHC タ・ヘルス࣡ー࢝ーࡿࡼ社会ၨⓎάື㛵ࡣ࡚ࡋ、社会ၨ

Ⓨάືጤဨ会ࡢᵓᡂဨ࡛ྛࡿ࠶ࡶ県ࡢ PHC 局長（PHC Manager）ࡀ

㇟ᑐ、ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡽ᫂ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗ担ࢆ௵㈐ࡢࡑ

4 県ࡢ PHC 局長ཬࡧコミュニティ・ボランティアࡿࡍ⧊⤌ࢆ HLC
࡚ࡋ㇟ᑐࢆ௦⾲者ࡢ 2015 ᖺ 7 ᭶ 31 ᪥ཬࡧ 8 ᭶ 12 ᪥ྠྜ会㆟ࢆ

㛤ദࠋࡓࡋ会㆟ࡢ┠ⓗࡣ、ྛ県యࡿࡓࢃၨⓎάືࡢアࢡション

ࡣランࣉションࢡᐃ࡛、ྠయア⟇ࡢ計画ࢢニタリンࣔࡧランཬࣉ

9 ᭶中ᑐ㇟県ࡢ PHC タㄝ᫂ࢀࡑ、ࢀࡉἢࡓࡗၨⓎάືࡀᐇ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 
 ࡢࡑ、第 3 ᖺḟ、ヘルス࣡ー࢝ーコミュニティ・ボランティ

アࡿࡼ社会ၨⓎάືࡢᐇ≧ἣࣔࢆニタリンࡢࡵࡓࡿࡍࢢ会㆟ࢆ

ྛ県࡛ 2014 ᖺ 12 ᭶ 22 ᪥㹼23 ᪥㛤ദࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝ、άື࠾࠾ࡣ

ྠ、ࡓࡲࠋࡓࢀࡉㄆ☜ࡀࡇࡓ࠸࡚ࢀࡉᐇ࡚ࡗἢグ計画ୖࡡࡴ

⤖ᯝ࡚ࡅཷࢆ、ᨵゞ∧アࢡションࣉラン（2015 ᖺ 1 ᭶~3 ᭶ศ）ࢆస

ᡂࠋࡓࡋ௨㝆、アࢡションࣉランࡣᅄ༙ᮇࡈసᡂࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 
3-3. άືᚲせ࡞ሗ・ᩍ⫱・

コミュニࢣーション㈨ᩱ➼ࢆస

ᡂࠋࡿࡍ 

 社会ၨⓎάື࡛⏝ࡿࡍ IEC ᩍ材࡚࠸ࡘ、WHO、UNFPA、UNICEF、
USAID、HLC ௨๓ࠋࡓࡋධᡭࢆ➼トࢵレࣇリーࡢ᪤Ꮡࡽ➼ JICA
ᮏ㑥◊ಟཧຍࡓࡋ医療ᚑ者ࡢពぢࢆཧ⪃、ά⏝࡛࡞࠺ࡑࡁ IEC
ᩍ材ࢆ㑅ᢥࡋಟṇࠋࡓࡋ 

 ࡢࡑ⤖ᯝ、௨ୗࡢ IEC ᩍ材ࢆసᡂࡋ、◊ಟཧຍ者㓄ࠋࡓࡋᩍ材

ࡣෆᐜࡢ 2012 ᖺᐇ࣋ࡢースランㄪᰝࡽᚓࡓࢀࡽሗࢆཧ⪃

 ࠋࡓࡋ
x ࣇリࣕࢳࣉࢵート㸸ミラࢡルラࣈ࢜ࣇタࢡࢪ（母子保健࢞

 （ࢻ
x リーࣇレࢵト㸸ୗ⑩྾ჾᝈࡢண㜵・ᑐฎ療ἲ 
x ࢝レンࢲー㸸母子保健ၨⓎ 
x ࣏スター㸸ᡭὙ࠸ἲ 
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3-4. 計画ࢆᐇ⾜ࡋ、ྛ άືࢆᐃ

ᮇⓗࡢࡑຠᯝࢆホ౯ࠋࡿࡍ 
 2013 ᖺ 8 ᭶ୗ᪪㹼9 ᭶ୖ᪪ᑐ㇟管区病院・ヘルスセンターࢆゼၥ

IPC、ࡋ ◊ಟཧຍ者ࡢάື計画ࢆᇶάື≧ἣࢆ☜ㄆࠋࡓࡋ 
 ྠ、IPC ◊ಟ࢛ࣇローアࡵࡓࡢࣉࢵ、健ᗣᩍ⫱ࢡࢵ࢙ࢳリ

ストࢆ⏝ࡋ、コミュニティࡿࡅ࠾ຠᯝⓗ࡞コミュニࢣーション

ᡭἲ࡚࠸ࡘ☜ㄆࠋࡓࡋ 
 ࣉ、ࡓࡲロࢡ࢙ࢪト࡛ࡣ 2015 ᖺ 5㹼6 ᭶、ヘルス࣡ー࢝ーコミ

ュニティ・ボランティアᑐ2014、ࡋ ᖺᐇࡢ（中㛫ホ౯ࡿࡼ PDM
ᨵゞ㒊ศ࣋（ࡢースランㄪᰝ⤖ᯝࢆ共᭷࡛࡞ࡢࡑࠋࡓࡋ、ᑐ㇟

ࡽㄪᰝ⤖ᯝ、ࡇ࠸పࡔࡲ࠸ࡀㄆ㆑ࡿࡍᑐ母子保健ࡢࣉルーࢢ

᫂ྛࡓࡗ࡞ࡽㄢ㢟↔Ⅼࢆ当࡚ࡓ社会ၨⓎάືࡢ㔜せᛶࢆㄝ᫂

ᣦᶆࡢト┠ᶆࢡ࢙ࢪロࣉ、≉ࠋࡓࡋ 1 ࡣࡵࡓࡃ㏆࡙ᶆ್┠ࡢ

産๓健デཷࡢデ⋡≉、ࡇࡿࡆୖࢆ᪩ཷࡵデࡋ、ཷデࡿࡅ⥆ࡋ

 ࠋࡓࡋㄝ᫂ࢆࡇࡿ࠶㔜せ࡛ࡀࡇࡿࡅࡁാࢆࡇ
ᐇࢆンㄪᰝラࢻン࢚ .3-5

社会ၨⓎάࡿࡅ࠾ᑐ㇟県、ࡋ

 ࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆᡓ␎計画ࡢື

 ࢚ンࢻランㄪᰝࡣ第 4 ᖺḟࡢ 9㹼10 ᭶ᐇࠋࡓࡋㄪᰝࢨࢹン

㐺ンㄪᰝースラ࣋ࡣ⚊ᵝ࡛、㉁ၥྠンㄪᰝースラ࣋ࡣ

ษ࡞ᅇ⟅ࡀᚓࠕࡓࡗ࡞ࢀࡽୡᖏࡢධ㔠㢠ࠖ⾑㍺ࠕ㛵ࡿࡍ㉁

ၥࠖࢆ㝖ࠋࡓ࠸ዷ婦・ዷ婦家族ᑐࡿࡍㄪᰝࣉࡣロࢡ࢙ࢪトࡀ⮫

ンㄪᰝースラ࣋ࡣㄪᰝࡢ一⯡ఫẸ、࠸⏝ࢆࣇࢵスタࡓࡋ⏝㞠

Mercy Corp、ᵝྠ ᅾዷፎ⌧ࡣㄪᰝࠋࡓࡋ⏝άࢆボランティアࡢ

中ࡢዪᛶࡢࡑ家族、ᆅᇦఫẸᑐ࡚ࡋᐇࡋ、ㄪᰝ๓ࡣㄪᰝဨ

、ࡣලయⓗࠋࡓࡋᐇࢆࣉࢵショࢡಟ࣡ー◊ࡿࡍ㛵㉁ၥ᪉ἲࡢ

、ࡋᑐࣇࢵスタࡢ管区病院ࡴྵࢆ長ࡢル࣋ヘルスセンターレࡎࡲ

ዷ婦ྎᖒࡢసᡂࢆᣦᑟࡽࡉࠋࡓࡋ、ዷ婦・ዷ婦家族ࡢㄪᰝဨ、

Mercy Corp ㉁ୡᖏྠᐃ᪉ἲࡢᑐ㇟者、ࡣ࡚ࡋᑐボランティアࡢ

ၥ⚊ࡁ⪺ࡢ᪉、ᅇ⟅グධࡢ᪉ࠎูࢆ◊ಟࡓࡋ（Mercy Corps ボࡢ

ランティアᑐࢧ、ࡣ࡚ࡋンࣉル㑅ᐃ᪉ἲࡢㄝ᫂ࢆ㏣ຍ࡛⾜࠺ᚲせ

 ࠋ（ࡵࡓࡿ࠶ࡀ
 ௨ୗ、ㄪᰝスࢪࢣュールࠋࡍ♧ࢆ 

 
 ᮇ ά ື 

2015 ᖺ 9 ᭶第 1 㐌第 2 㐌 ㄪᰝ計画‽ഛ（㛵ಀ者ࡢㄪᰝࡢㄝ

᫂ྜព、ᑐ㇟ᆅࡢዷ婦ᩘ➼ᇶ♏ሗ

㞟、㉁ၥ者ࡢ㑅ᐃ） 
9 ᭶第 3 㐌 ㄪᰝဨࡢㄪᰝ᪉ἲࡢᣦᑟ 
10 ᭶第 4 㐌㹼10 ᭶第 1 㐌 ㄪᰝဨࢹࡿࡼータ㞟 
10 ᭶第 2 㐌第 3 㐌 ࢹータධຊ 
10 ᭶第 4 㐌㹼11 ᭶第 1 㐌 ࢹータศᯒㄪᰝ⤖ᯝ࣐ࢧࡢリー 
11 ᭶ࡽ 12 ᭶࡚ࡅ ሗ࿌᭩సᡂ 
  

3-6. ᑐ㇟県ࡢ࡚ࡍࡢᆅᇦ

ᐃᮇⓗ、ࡋᐇࢆάືࡢࡽࢀࡇ

ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍホ౯ࢆຠᯝ

 ࠋࡿࡍ㛤Ⓨࢆ࣒ࢬニ࣓࢝࡞࠺ࡼ

 2014 ᖺ 1 ᭶ 29 ᪥州 HLC ࡛㛤ദࡓࢀࡉయ会㆟（24 県、2 ᕷ）ཧ

ຍࡋ、ᮏࣉロࢡ࢙ࢪトάື࡚࠸ࡘሗ共᭷ࣉࠋࡓࡋロࢡ࢙ࢪトࡣ、

PDM ᨵゞᚋ࣋ࡢースラン・࢚ンࢻランㄪᰝ⤖ᯝ࡚ࡏࢃྜ、

県ࡢᣑ大ࡢࡵࡓࡢᡓ␎計画ࢆ⟇ᐃࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
 2015 ᖺ 6 ᭶、産๓産ᚋ健デ࢘࢝ンセリンࢢ◊ಟࣉ、ࢆロࢡ࢙ࢪトᑐ㇟

ᆅᇦࡎࡽ࡞ࡳࡢ県ෆࡢ࡚ࡍᆅᇦᑐࡋᐇࡋ、産๓産ᚋ健デ࡛ࡢ

ዷ婦ࡢᩍ⫱࡚࠸ࡘᣦᑟࡓࡲࠋࡓࡋ、IEC ㈨ᩱࡶ県ෆᇦ㓄ࡋ

 ࠋࡓ
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 o
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 p
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d 
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 b
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2.
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 c
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                3.
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 c
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 d
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f m
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f m
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 p
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at
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 c
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 re
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 c
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l c
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 d
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 c
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s m
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 c
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l d
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ra
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ra
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at
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 c
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 c
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᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 19 ᪥（ᮌ） 10  10 ศ㹼11  45 ศ 

ሙ ᡤ ルミ県 Kalenin ヘルスセンター 

面会者 センター長、看護師、ボランティア࡞計 6 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺ዷ産婦ࢣア㸼 

・2015 ᖺ 7 ᭶ᐇࡓࡋ◊ಟࡢࡇセンターࡽ 1 名（ゼၥ看護ኈ/助産師）ࡀཧຍ2015ࠋ

ᖺ 2 ᭶ 21 ᪥Ⓨ௧ࡓࢀࡉ省௧ 61 ಟ࡛、ㅮ師◊ࡿಀアࢣ産๓・産ᚋࡓࡗᚑෆᐜࡢྕ

ࡣ JICA ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ Dr.Alisher  Navobod 管区病院ࡢ医師ࠋ産๓産ᚋࡢ༴㝤࡞ೃ

 ࠋࡔࢇᏛ࡚࠸ࡘ

ࡣ産๓᳨デ、ࡓࡲ・ 7 ᅇ࡛ࡇࡿ࠶、ዷ婦ࡢ༴㝤࡞ೃࡢ‶⫧࡚ࡋุ᩿ࡢ計⟬᪉ἲࢆᏛ

ࡣ⟭計ࡢࡇࠋ（ゎㄝࢆ計⟬機࡛計⟬᪉ἲ）ࡔࢇ 2012 ᖺ㓄ࡾ࠶ࡶࢻ࢞ࡓࢀࡉ、◊

ಟࡀࡓࡅཷࢆ、㔜せᛶࢆ理ゎࢇ、ࡽࡇࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋࠋࡓࡗ࡞ࢀࢃ⌧ᅾ

࠸࡚ࡋ理ゎࢆ㔜せᛶࡢ࡚ࡋೃ࡞༴㝤、ࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍグ㍕ࡶࢻー࢝ዷ婦Ⓩ㘓、ࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇ࡚ࡋᑐዷ婦ࡢ࡚ࡍ、ࡽࡇࡿ

・30 ᖺ看護師ࡢࡀࡿ࠸࡚ࡋࢆ、JICA ࡶ࡞画ᮇⓗ࠸࡞࡛ࡲࢀࡇࡣಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

JICA、ࡀࡓࡗ࠶中ᚰ࡛ࡀリー࢜セࡶࡘ࠸ࡣಟ◊ࡢࠋࡢ ᐇࡶ࡚ࡣಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

ົⓗ࡛、≉ interpersonal skill ࡶ᭱ࡣᇶᮏⓗࡢࡇ、ࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞◊ಟࡾࡼ人ࡢࠎコ

ミュニࢣーションࡀス࣒ーࡾ࡞ࢬ、௨๓ࡾࡼዷ産婦ࡀセンターࢆゼࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀ

௨๓ࡣ産๓᳨デࡢ㔜せᛶࡀ理ゎࡎࢀࡉ、センター᮶࠸࡞人ࡀከࠋࡓࡗ 

・産ᚋ᳨デࡣ家ᗞゼၥࡾࡼᐇࣉࠋࡿࢀࡉロࢡ࢙ࢪトࡀసᡂࡓࡋ産ᚋ᳨デࢡࢵ࢙ࢳリス

トࡶ࡚ࡣ౽࡛、ࡀຠ⋡ⓗࢡࢵ࢙ࢳࠋࡓࡗ࡞リストࡢ⏝᪉ἲࡢ◊ಟࣉࢆロࢪ

ࡢトࢡ࢙ Alisher ࡶࡕࡓศ⮬ࡤࢀ࠶ᚲせ࡛、࡛ࡢ࡞⡆༢ࡶ࡚ࡣグධ᪉ἲ、ࡀࡓࡋᐇࡀ

◊ಟࢆᐇ࡛ࢡࢵ࢙ࢳࡢࡇࠋࡿࡁリストࢆࡢヘルスセンター࡛ࡶᑟධ࡛࡚、ࡤࢀࡁ

 ࠋ࠺ᛮ࠸Ⰻࡶ

ࡣዷ婦ᩘࡓࢀࡉセンター࡛Ⓩ㘓ࡢࡇ・ 2014 ᖺ 187 名、2015 ᖺࡣ 199 名࡛、2014 ᖺࡾࡼ

ቑຍ2014ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺࡣ 2 名ࡢዷ婦ࢆハトロン州ࡢ州病院リࣇーࠋࡓࡋ新生児Ⓩ

㘓ࡣ 2015 ᖺ 167 名ࠋ 

 

㸺ၨⓎάື㸼 

ࡣヘルスセンターࡢࡇ・ 4 名ࡢボランティアࡾ࠾ࡀ、ၨⓎάືࡢࡵࡓࡢ 2015 ᖺ 10 ᭶

ᐇࡓࢀࡉ◊ಟボランティア看護師ࡀࡕࡓཧຍࠋࡓࡋ 

・ጡᑐࡿࡍၨⓎࡀ㔜せ࡛ࡾ࠶、⮬Ꮿゼၥࡢ㝿ጡᑐ࡚ࡋ産๓産ᚋ᳨デࡢ㔜せᛶࡸዷ婦

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋㄝ࡚᫂࠸ࡘೃ࡞༴㝤ࡢ

・⮬Ꮿศፔࡣ⌧ᅾ⚗Ṇࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉ、病院ࡃ⾜ᡭẁ࠸࡞ࡀ人10、ࡵࡓࡿ࠸ࡶ࡞㹼15%ࡀ

⌧ᅾࡶ⮬Ꮿศፔࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・ၨⓎάືᐇࡢࡵࡓࡢάື計画ࣔニタリンࢆࢢවࣉࡓࡡロࢡ࢙ࢪトࡀసᡂࡓࡋシート

3、ࡾ࠾࡚ࢀࡉ⏝άࢇࡕࡁࡀ  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࢆ会㆟࡛άືሗ࿌ࡢࡁ࠾᭶࢝

 ࠋ࠸ࡍࡸࡾศ࡛ࡢࡿࡁㄝ࡛࡛᫂⤮、ࡣᩍ材ࡢ⏝ၨⓎάືࡓࡋ㓄ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ・
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・保健ᩍ⫱セࢵションࡣ௨๓ࡶᐇࡀࡓ࠸࡚ࡋ、セࢵションࡢෆᐜࡾࡼࡀᨵၿࡢࡶࡓࢀࡉ

ト⤊ࢡ࢙ࢪロࣉࠋࡿࡁㄝ࡛᫂ࡣ、ࡀࡓࡗ࡞ࡣ௨๓ࡣ㆑▱ࡢ病ண㜵≉、ࡾ࡞

ᚋࡶάືࠋࡿࡁ࡛⥆⥅ࢆάື計画シートࢆᥦ♧࡚ࡋ⮬ศࡀࡕࡓാࢆࡇࡿ࠸࡚࠸人ࠎ

ド᫂ࡀࡇࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍⰋࠋ࠸ 

 

㸺ࡢࡑ㸼 

ヘルスセンタࡢࡇ、ࡵࡓࡿ࠶ቑຍഴྥࡀฟ生ᩘࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ⥆⥅ࢆトࢡ࢙ࢪロࣉࡦࡐ・

ーࢆቑ⠏ࡓࡲࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ、ᒀ᳨ᰝࡸ⾑ᾮ᳨ᰝࡿࡁ࡛ࡀラボࡶධࠋ࠸ࡋ࡚ࢀ 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 19 ᪥（ᮌ） 13  10 ศ㹼14  50 ศ 

ሙ ᡤ ルミ県 Navobod 管区病院 

面会者 産科ࡢ科長、 2 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺産科ࢣア㸼 

ࡀࣇࢵスタࡢࢇ・ JICA ⣙）ࡓࡋㅮཷࢆಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ 15 名）ࠋ 

・2008 ᖺไᐃࡓࢀࡉ国家ᇶ‽（スタンࢲーࢻ）ࡀࢻ࢞、ࡾ࠶ࡀ㓄ࢀࡉ 1 人ࢻࡅࡔ

シࣕンࡢ࡛࣋◊ಟࡀࡓࢀࡤ、ෆᐜࡀࡃศࢆࢀࡑࠋࡓࡗ࡞ࡽ JICA トࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋࡓࡋ理ゎࢆពࡢࠖࢻーࢲスタンࠕ࡚ࡵึ、ࢀࡃ࡚ࡋಟ࡛ㄝ᫂◊ࡃࡍࡸࡾศࡀ

・◊ಟࡢࡵࡓࡢ㏻㈝࡛ࡲฟࡓࡲ、࡚ࢀࡃ࡚ࡋ௦⾲ 1 人࡛ࡢ࡚ࡍ、ࡃ࡞ࡣスタࢆࣇࢵᣍ

ᚅࡿࡍ◊ಟࡽࡉࠋࡓࡗ࡞࡛ࡲࢀࡇࡣ、◊ಟ会ሙࢻࡀシࣕンࡾࡼࡃ࡞ࡣ࡛࣋㏆࠸

 ࠋࡓࡗⰋࡶࡢ࠺࠸࣋ュࢳン࢞ルࢡ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝άࡁ࡞ᚲせ、࡛ࡢࡓࡗࡽࡶࢇࡉࡃࡓࡶࢡࢵࣈࢻ࢞・

・◊ಟ࡛ࡣ、ዷ婦ࡢ㧗⾑ᅽࡣฟ⾑ࡢ㝿ࡢᑐᛂ᪉ἲࢆᏛ࡛ࡲࢀࡇ、ࡧᑐᛂ࡛ࡇࡓࡗ࡞ࡁ

 ࠋࡓࡗࡍࡸࡾศࡶ࡚ࡣಟ◊ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ

・◊ಟㅮ師ࢻࡣシࣕン࣋ࡽ࣋テランㅮ師ࡀ᮶ࡶࡇࡓⰋࠋࡓࡗ産科医Ꮫ会࡛ࡣロー

MercyCorp、ࡾ࠾࡚ࡋ᥎ዡࢆࡇࡿ࡞ㅮ師ࡀࣇࢵルスタ࢝ ࡣ TOT ル࢝ロー࡚ࡋᐇࢆ

ㅮ師ࢆ⫱ᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋJICA 、ࡾ࠶ࡶࡇࡿࡍㅮ師ࢆ医師ࡢᆅඖࡶト࡛ࢡ࢙ࢪロࣉ

Dr.Umeda（面談者）ࠋࡾࡦࡢࡑࡶ 

・新࠸ࡋ医療機材ࡶᑟධࢧ、ࢀࡉーࣅスࡢ㉁ࡣ☜ᐇᨵၿࠋࡓࢀࡉルミ県中央病院ࡶࡾࡼ

⎔ቃᩚࡀഛࡽࡇࡓࢀࡉ、人ࡽࡕࡇࡣࠎዲ࡛ࢇ᮶ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ 

 

㸺医療機材㸼 

・య㔜計ࡸ㌟長計、新生児⏝య㔜計、 ᗘ計࡞、ᑠࢀࡅ࠸ࡉᇶᮏⓗ࡛㔜せࢆࡢࡶ࡞౪

≉ࠋࡓࢀࡃ࡚ࡋ௨๓ࡣỈࡀࡓࡗ࡞ࡀ、⤥Ỉタンࢆࢡタ⨨࠾ࡓࢀࡃ࡚ࡋ㝜࡛、ࡣ

ྛ㒊ᒇỈ㐨ࡀタ⨨ࠋࡓࢀࡉ⤥Ỉタンࡣࢡ 1 ᖺ༙๓タ⨨ࡀࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋ、✌ാࡂࡍࡋ

ࠋࡓࡋ㉎ධࢆーターࣔ࠸ࡋ新࡚ࡵ㞟ࢆ㔠࠾ࡽࣇࢵスタ、ࡋᨾ㞀ࡀඛ᭶ࣔーター࠸ࡏࡓ

ၥ㢟ࡃ࡞✌ാࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・Incubator ࡣ 3 ᖺ๓౪ࢀࡉ、ᩆᛴ⛣㏦⏝ఱᗘ⏝2014ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ 1 ᭶౪ࡉ
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ࡓࢀ Photo Therapy ࡣ 1 ᗘ、Reanimation ࡶ 1 ᗘࡳࡢ⏝ࠋ⏝㢖ᗘࡣᑡࡀ࠸࡞、ᚲせᛶࡣ

 ࠋࡿ࠶

・Generator  ࠋࡿ࠸࡚ࡗண⟬࡛㈥ࡢ病院ࡣンࢪン࣋ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡶఱᗘࡣ

・⁛⳦機ࡶ࡚࠸ࡘ、௨๓ࡣ↻Ἓࡶ࡚、ࡀࡓ࠸࡚ࡋ౽≉ࠋࡓࡗ࡞、㟁ᅽࡀᏳᐃࡋ

UPS、ࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ ࡚ࡋᑐᛂࢬニー、ࡃࡋࡽࡤࡍࡀⅬࡿࢀࡃ࡚ࡋ౪ࢆ機材⥴一ࢆ

 ࠋࡿ࠸

・機材⥔ᣢ管理ࣉࡢࡵࡓࡢロࢡ࢙ࢪトࡀసᡂࡓࡋシートࡣ㐺ษά⏝ࡾ࠾࡚ࢀࡉ、᪤㊊

 ࠋ⬟ྍ⥆⥅ࡶᚋࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝࡚ࡋーࣆコ࡛ࡕࡓศ⮬ࡣศ࠸࡞ࡾ

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・JICA ࠋࡿࢀࡃ࡚ࡋᐇࢆ⟇ゎỴࡽ࡚ࡋᢕᥱࢆၥ㢟、࡚ࡗ㐪ナーࢻࡢࡣトࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋ࠸ࡋࡽࡤࡍࡀࡇࡿࢀࡃ࡚ࡋア࢙シࢆ⾡ᢏ㆑▱ࡢࢇࡉࡃࡓࡓࡲ

・◊ಟᚋࡢスタ࡛ࡲࢀࡇ、ࡣື␗ࡢࣇࢵ⤖፧ࡵࡓࡢࡢ病院ࡀࡢࡓࡗ⾜ 3、4 名ࠋᚋ௵

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆಟ◊ࡢアࢣ産科࡚ࡋ⏝άࢆ会㆟ࣇࢵスタࡣ

・JICA MOHSPP、ࡽ᮶࡚ࡀ ࡶࡘ࠸ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡃᒆリー࣒タࡀሗࡢࡽ JICA ࣉ

ロࢡ࢙ࢪトࡢスタࡀࣇࢵニュースࠋࡿࢀࡃ࡚ࡁ࡚ࡗࡶࢆ௨๓ࡣ、省௧ࡀᒆࡀࡢࡃ 1 ᖺᚋ

ࡿ᮶ࡁࡁࡀ人ࡢコントロール࠺ࡿ࠸࡚ࡋࢆᴗົࡾ࠾省௧ࠋࡓࡋࡾࡓࡗࡔ

ᨭࠋࡿࢀࡉㄳồࢆ㔠⨩࠸࡞࠸࡚ࡋࢆᴗົࡓࡗᚑ省௧、ࡢ࠸࡞࠸࡚࠸ᒆࡀሗ、ࡀ

ᡶ࠸࡞ࢃッࡽࡉ、ࢀࡽ࠼㧗㢠࠾࡞㔠࡛ࡢࡿࡀ、⨩㔠ࢆᨭᡶࢀࡇࠋࡿ࡞ࡇ࠺

࡛ࡲ 3 ᅇスタ࠾ࡀࣇࢵ㔠ࢆᣢࡕᐤ࡚ࡗ⨩㔠ࢆᨭᡶ᭱ࠋࡓࡗ㏆ࡣ、JICA 㝜࡛コン࠾ࡢ

トロールࡢ人᭱ࡶࡾࡼ新ሗࠋࡓࡗ࠶ࡀࡇࡓ࠸࡚ࡗ▱ࢆ 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 19 ᪥（ᮌ） 15  15 ศ㹼16  20 ศ 

ሙ ᡤ ルミ県中央病院 

面会者 産科ࡢ科長、 6 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺産科ࢣア㸼 

・JICA ࡶࡃ࡞ᑡࡣಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ 20 名ཷࡣㅮࢻࠋࡿ࠸࡚ࡋシࣕンࡢࡽ࣋ㅮ師ࡣ

 ࠋࡓࡗⰋࡶ࡚

・新生児ࡢ Reanimation ࡗ࡞ࢀࡃ࡚࠼ᩍࡶᏛᰯ࡛ࡢ࣋シࣕンࢻࠋࡔࢇᏛ࡚ࡵึࡣࡇࡢ

౽大ኚࡢࡿࡍࢆ⥴一、࡛ࡇࡓࡅཷࢆಟ◊ࡶ看護師、ࡃ࡞࡛ࡅࡔ医師ࠋࡇࡓ

ࠋ 

⌧、ࡀࡓ࠸࡚ࡋ理ゎࢆἣ≦ࡢዷ婦ࡀࡳࡢ医師ࡣ௨๓、ࡧᏛࡀဨࡶࡇࡢ࣒ラࢢートࣃ・

ᅾࣃࡣートࢢラ࠾ࡢ࣒㝜࡛助産師、看護師ࡶ理ゎ࡚ࡋᑐᛂ࡛ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁᢏ⾡ࡣ

☜ᐇᨵၿࠋࡓࢀࡉ 

・産科ࢣアࡣ࡚࠸ࡘ᪤ヘルスセンターࡢスタࣇࢵᑐ࡚ࡋ◊ಟࢆᐇࡓࡲࠋࡓࡋ、

JICA Ⓨ⮬、࡚ࡋᑐ管区病院（Voroshilov Jamoate Kalinin）ࡿ࠶ᑐ㇟እ࡛ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

ⓗ◊ಟࢆᐇࠋࡓࡋḟࡣ Guliston 管区病院◊ಟࡿࡍࢆணᐃ࡛ࠋࡿ࠶◊ಟㅮ師࡚ࡋ
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ᚋࡶၥ㢟ࡃ࡞ᑐᛂ࡛ࠋࡿࡁ 

 

㸺BTN ミーティンࢢ㸼 

・ẖ᭶ 18 ᪥㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋミス࡚࢜࠸ࡘーࣉンヰ࠸ྜࡋ、ఱࡀၥ㢟࡛ࢆࡢࡓࡗ࠶

㆟ㄽ࡛ࡇࡿࡍ、ᢏ⾡ࡢス࢟ルアࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘࣉࢵẖᅇ JICAࣉロࢡ࢙ࢪトࡢAlisher

⥆⥅ࡦࡐ、ࡾ࠶࡛⬟ྍࡣࡇࡃ࠸࡚ࡋ⥆⥅࡛ࡕࡓศ⮬ࡶト⤊ᚋࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡀࡿ᮶ࡀ

 ࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋ

・ࡢ病院࡛ࡾྲྀࢆࢀࡇࡶධࠋࡁࡿࢀ 

 

㸺ឤᰁᑐ⟇ጤဨ会㸼 

・௨๓ࡽ院ෆࡢឤᰁᑐ⟇≉ࡣព㆑ࡀࡓ࠸࡚ࡗ⾜ࡎࡏ、JICA タࢆጤဨ会ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ

ࡢࡓࢀࡃ࡚ࡋసᡂࢆトࢵレࣇンࣃ⡆᫆◊ಟࡢ࡚࠸ࡘ࠸ᡭὙࠋࡓࡋᥦࢆࡇࡿࡍ⨨

࡛、病院ෆ管区病院㓄࡚ࡋ⏝ࠋࡿ࠸࡚ࡋጤဨ会ࢆタ❧࡛ࡇࡓࡋᐃᮇⓗ࡞会㆟

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀᅗࡀ㆑ྥୖ▱ࡾࡼᐇࡢ

・ᚋࡃ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡶணᐃ࡛ࡾ࠶、ࡢ県病院ࡶឤᰁᑐ⟇ጤဨࢆタ⨨ࡿࡍⰋ࠸ᛮࠋ࠺ 

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・JICA ࠶ࠋ࠸Ⰻࡶ࡚ࡣトࢡ࢙ࢪロࣉ 3 ᖺ⥅⥆ࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ 

・管区病院 Incubator 2014ࠋ࠸ࡋ࠾ࡣࡢ࠸࡞中央病院、࡚ࢀࡉ౪ࡀ機材ࡢ࡞ ᖺ新

生児Ṛஸࡀ 36 Incubator、ࡾ࠶௳ Incubatorࠋ࠸࡞ࢀࡋࡶࡓ࠼ᩆࡤࢀ࠶ࡀ  ࠋ⏝ᚲࡀ

・ฟ産௳ᩘ㸸3,277 ௳（2014 ᖺ）、3,157 ௳（2015 ᖺ 8 ᭶࡛ࡲ） 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 20 ᪥（㔠） 10  25 ศ㹼11  50 ศ 

ሙ ᡤ ࣦࣇシ県中央病院 

面会者 産科ࡢ新生児医、ᑠ児科医、看護師、計 3 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺ዷ産婦ࢣア㸼 

・JICA 、産科医（4/6）、新生児医（2/3）、助産師（10/22）、ࡣࡢࡓࡋཧຍಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

看護師（2/16）ࠋ◊ಟཷㅮᚋ、ཷㅮ࠸࡞࠸࡚ࡋスタࣇࢵᑐ࡚ࡋ蘇生ಀࡿ◊ಟࢆ院ෆ࡛

 ࠋࡓࡗ⾜

・（新生児医）◊ಟ࡛ࡣ、༴㝤࡞ೃ࡚࠸ࡘ࡞Ꮫࡓ࠸⪺࡚ࡵึ、ࡧෆᐜࠋࡓࡗ࠶ࡶ↓

྾ࡢ子ࡀࡶ生ࡓࢀࡲ㝿ࡢᑐᛂࡣ௨๓ࡣ▱㆑ࡀࡓࡗ࡞ࡀ、⌧ᅾࡣ㢖⦾ࡢࡇᢏ⾡ࢆᛂ

ࡼࡿ࠼新生児、࡛ࡢ࠸ࡁ大ࡀࣈューࢳࡢ㓟⣲⃰⦰ჾ、࡚ࡋ㛵㐃ࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝

 ࠋ࠸ࡋࡀࡢࡶ࠸ࡉᑠ࠺

・（看護師）新生児ࡢ蘇生 chain of warmth、ࡓࡲ༴㝤࡞ೃ࡚࠸ࡘᏛ࡚ࡵึࠋࡔࢇᏛࡪ

ㄝᑀࡈࣉࢵステࢆヲ⣽࡛、ᑐᛂ᪉ἲࡶ࡚ࡀෆᐜࡢಟ◊、ࡀࡓࡗ࡞ࡣ࡛ࡇ

᫂ࡃࡼࡶ࡚、࡛ࡢࡓࢀࡃ࡚ࡋ理ゎ࡛ࠋࡓࡁ新生児ࡀ༴㝤࡞≧ែ㝗ࡓࡗ㝿、◊ಟ࡛

Ꮫࢆࡇࡔࢇᛂ⏝࡛ࠋࡓࡁ 
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・◊ಟ࡛ࡀࢡࢵࣈࢻ࢞ࡣ㓄ࡀࡓࢀࡉ、スタࡀࣇࢵከ࡛ࡢ࠸㊊ࡗࡶࠋ࠸࡞ࡾ㓄࡚ࡋ

県中央病、ࡣ࡚ࡋᑐࣇࢵスタࡢ管区病院ࠋ࠸ࡓࡾ㓄ࡶ管区病院ࡢ管㎄、ࡤࢀ࠼ࡽࡶ

院࡛ࡁࡁࡶデᐹ࠺⾜ࢆ医師ᑐࡳࡢ࡚ࡋ、◊ಟ࡛Ꮫࡔࢇ▱㆑/ᢏ⾡ࢆఏ㐩ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・◊ಟᚋࡢスタࡶ࡚ࡋࡓࡗ࠶、ࡀ࠸࡞ࢁࡇࡢࡲ࠸ࡣື␗ࡢࣇࢵ新スタࣇࢵ◊ಟࢆᐇ

ࡿࡍ▱㆑ᢏ⾡ࠋࡿ࠶ࡣ 

・◊ಟཷㅮࡾࡼ☜ᐇᢏ⾡ࢧ、ࡋୖྥࡀーࣅスࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘୖྥࡢドᣐ新

生児Ṛஸᩘࡀ☜ᐇῶᑡ2014ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺࡣ 22 2015、ࡀࡢࡶࡓࡗࡔ௳ ᖺ⌧Ⅼ࡛ 11 ࠋ௳

ࡣฟ生ᩘ、࠾࡞ 2014 ᖺ 3,800 ௳、2015 ᖺ（9 ᭶ࡣ（࡛ࡲ 2,894  ࠋ௳

 

㸺Ṛஸ᳨ウ会㸼 

・つᐃᚑ࡚ࡗ、ṚஸࢣースࡀⓎ生᳨ࡈࡿࡍウ会ࢆ㛤ദࡢࡑ、ࡋレ࣏ートࢆ州保健局

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᥦฟ

・ᖇ⋤ษ㛤ᡭ⾡ࢆ㢖⦾ࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜、ឤᰁࢣࡢースࠋ࠸࡞ࡣዷ産婦Ṛஸࡣ㐣ཤ 2 ᖺ㛫ࢮ

ロ࡛ࠋࡿ࠶ 

・Critical Case ⾑ᘱ⦆ฟࡶ࡛࣋シࣕンࢻࠋࡓࡅཷࢆョミ県中央病院࡛◊ಟࢪ௨๓࡚࠸ࡘ

ࡢᚋ、病院ෆ࡛ࡢࡑࠋࡓࡅཷࢆಟ◊ࡿಀ BTN ミーティンࡾ࠶ࡀࢢ、ḟᅇྲྀࢣࡿࡆୖࡾ

ースࢆ‽ഛࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡍ᪥⛬ࡣᮍᐃࠋ 

・ឤᰁᑐ⟇ጤဨ会ࠋ࠸࡞ࡣᡭὙ࠸᪉ἲ࡚࠸ࡘ JICA ᚋ産科ࡢࡑ、ࡋᣦᑟࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࢆࢡࢵ࢙ࢳ࠸ᡭὙࡁࡁࡀ科長ࡢ

（面談ணᐃࡓࡗࡔ産科長ࡀᛴ⏝࡛᮶ࡢࡇ、ࡎࢀࡽテーࡣ࡛࣐新生児医ࡳࡢンタࣅューࠋ

BTN ミーティンࢢឤᰁᑐ⟇ጤဨ会ࡾࡲ࠶、ࡣ࡚࠸ࡘᢕᥱ࠸࡞࠸࡚ࡋᵝ子ࠋ） 

 

㸺機材㸼 

・㏆ࡕ࠺࠸ Incubator ョミ県ࢪࢆಟ◊ࡢ࡚࠸ࡘ⏝᪉ἲࡢࡑ、ࡵࡓࡢணᐃࡿࢀࡉ౪ࡀ

中央病院࡛ཷࠋࡓࡅㅮ師ࢪࡣョミ県中央病院ࡢ医師᪥ᮏ人ᑓ㛛家ࠋ 

・PhotoTherapy Kirov、᭶๓࢝ᩘࡣ 管区病院౪ࠋࡓࡁࡇࡇ、ࡀࡢࡶࡓࢀࡉ㯤⑇ࢣࡢ

ースࡀᖺ 10㹼12  ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛⏝ά᪤、ࡾ࠶௳

・㓟⣲⃰⦰ჾࡶ Kirov 管区病院౪࢝ᩘࡀࡢࡶࡓࢀࡉ᭶๓ࡄࡍ、ࡀࡓࡁᨾ㞀ࡲࡋ࡚ࡋ

 ࠋࡓ࠸ᒆࡀࡢࡶ࠸ࡋ᪥新、࠸

・機材管理ྎᖒࡣ 11 ᭶ 11 ᪥◊ಟ11、ࡅཷࢆ ᭶ 12 ᪥ࢡࢵ࢙ࢳグ㘓ࠋࡾ࠶PhotoTherapy

ࡣ 1  ࠋグ㘓࡚ࡋࢡࢵ࢙ࢳࡈ᭶࢝

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・Ỉࡣศፔᐊࠋࡿ࠶ࡳࡢỈ㉁᳨ᰝ㛵ࡣ࡚ࡋᢕᥱࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 
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᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 20 ᪥（㔠） 13  40 ศ㹼15  40 ศ 

ሙ ᡤ ࣦࣇシ県 Kirov 管区病院 

面会者 シニアࢡࢻター、助産師、ボランティア 2 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺産科ࢣア㸼 

・◊ಟࡶ࡚ࡣヲ⣽࡞ㄝ࡛᫂ࡶ࡚ศࡓࡲࠋࡓࡗࡍࡸࡾ、ྜేࡢዷ婦ୖࢆタ

㏦ࡁࡿ、௨๓ࡢࡑࡣ家族ࢆㄝᚓࡀࡢࡿࡍ大ኚࡀࡓࡗࡔ、ࡓࡗ࠸࠺ࡣ≧ࡽࡔ 3

ḟタ࠺ࡼࡃ⾜ⓗ☜࡞ㄝ᫂ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ、㞴ేྜ࠸ࡋࡶᑐᛂ

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛

・JICA 2、1ࠋⅬࡿࢀࡃ࡚ࡋࢆࣉࢵローア࢛ࣇࡶಟᐇᚋ◊、ࡣࢁࡇ࠸Ⰻࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

᭶࢝ 1 ᅇ᮶ゼ、◊ಟࡢᡂᯝࢆ☜ㄆࡢࡑࡣࢁࡇ࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡔࡲ、ࡋሙ࡛ᣦᑟࡃ࡚ࡋ

JICA、ࡣࡢࡿࡃ࡚ࡗࡸࠋࡿࢀ ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ Dr. Alisher、᪥ᮏ人ᑓ㛛家、ࢡリࣖࡢࣈ産

科医、ࢻシࣕンࡢ࣋医師、州保健局ࡢ副局長ࠋ 

・JICA ࡚ࡍࠋຠ⋡ⓗࡶ࡚ࡣシートࢡࢵ࢙ࢳࡢ産ᚋ᳨デࡓࢀࡃ࡚ࡋ㓄ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ

⥅࡚ࡋーࣆコ࡛ࡕࡓศ⮬ࡶト⤊ᚋࢡ࢙ࢪロࣉࠋࡿ࠸࡚ࡋ㓄管㎄ヘルスセンターࡢ

 ࠋணᐃࡃ࠸࡚ࡋ⥆

 

㸺医療機材㸼 

ࢆレーターࢿ࢙ࢪ・ 2 ྎ౪≉ࠋࡓࢀࡃ࡚ࡋᮇࡣ㟁Ẽࡢ౪⤥ࡀ㝈࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡽ、㢖

、ࡀࡿ࠶ࡶースࢣࡿࢀࡃ࡚ࡋᥦ౪ࡀ家族ࡢᝈ者（産ᚋ）ࡣンࢪン࣋ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝⦾

ዷ婦࡛ࡢ࠸ᐮࡣ、࠸࡞ࡋ࠺ࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ㉎ධ࡚ࡗྜࡋฟࢆ㔠࠾ࡀࣇࢵスタࡣࡢࡑ

 ࠋࡵࡓࡿ࡞ࡃ࡞᮶病院ࡀ

・Resuscitation Table  ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡵࡓࡿࡵ ࢆ新生児ࡣ

・⛣ື⏝ Incubator ࡛ࡲࢀࡇࡣ 2 ᅇࢡリࣖࡢࣈリࣇー⏝࠾ࡢࡇࠋࡓࡋ㝜࡛ 2 人ࡢ

 ࠋࡓ࠼ᩆࡀ

・ศፔྎ 2 ࡀࡢࡶ࠸ྂࡣ௨๓ࠋྎ 1 ࡣᅾ⌧、ࡀࡢࡓࡗࡔࡳࡢྎ 2 人ྠᑐᛂྍ⬟ࡗ࡞

࡚Ⰻࠋ࠸ᐷᚰᆅࡀⰋࡵࡓ࠸、ዷ婦ࡽ人Ẽ࡛、ࡃࡼ࠸ࡋ࡚ࡗゝࠋࡿࢀࢃ 

・⫾児ᚰ㡢計ࡶ࡚ࡣ㢖⦾⏝ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・蘇生（アンࣅュー）ࢡࢵࣂဗ㢌㙾ࢇ、ࡣ⏝ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⏝ࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀ

࠶ࡣᚲせࡃ࠾࡚࠸⨨ࡇࡇࡶ࡛ࢀࡑࠋࡿ࠶ース࡛ࢣࡿࡍーࣇリタୖ、ࡣースࢣ

 ࠋࡿ

・⤥Ỉタンࡣࢡ 2 ྎタ⨨ࡶࡽࡕࠋᨾ㞀ࡃ࡞✌ാࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・機材管理ྎᖒࡣ㐺ษグධࢿ࢙ࢪ、ࡾ࠾࡚ࢀࡉレーターࡢ⏝ࡶ࡚࠸ࡘẖᅇグ㘓࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸

 

㸺ၨⓎάື㸼 

・Kirov ᆅ区ࡣ 22 名ࡢボランティアࠋࡿ࠸ࡀ 

・2013 ᖺ 1 ᭶ࡾࡼ、JICA 㛤ࡀࢢάື計画・ࣔニタリンࡿಀၨⓎάືࡿࡼトࢡ࢙ࢪロࣉ
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ጞ3ࠋ MercyCorpࠋࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜ࡀࢢ会㆟࡛ࣔニタリンࡢࡈ᭶࢝ ࡛ࡢࡿ࠶ࡀẖ᭶会㆟ࡣ

JICA ࡢ 3  ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᐇ࡚ࡏࢃྜࢀࡇࡣ会㆟ࡢࡈ᭶࢝

MercyCorp、ࡶࡶࠋࡓࡗ࡞ࡣၨⓎάືࡢఫẸࡣ௨๓ࢀࡑ・ JICA、ࡀࡔボランティアࡢ

ト㛤ጞࢡ࢙ࢪロࣉ 2 ࡽ᭶๓࢝ MercyCorp ࡋάືࡔࡲ、ࡵࡓࡓࡋ㛤ጞࡀトࢡ࢙ࢪロࣉࡢ

 ࠋࡓࡗ࡞࠸࡚

・MercyCorp ࢆᡣලᩥࡸࢢࢵࣂ、ࡋㅮཷࢆάື࡛、◊ಟ࡞中ᚰⓗࡀᰤ㣴、家族計画、⾨生ࡣ

JICAࠋࡓࡗࡽࡶ 、ࢀࡉ㓄ࡀトࢵンレࣃࡸどぬᩍ材ࡢࡵࡓࡢၨⓎάືࡣࡽトࢡ࢙ࢪロࣉ

どぬᩍ材ࡶ࡚ࡣศ࡚ࡃࡍࡸࡾ役❧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

・ၨⓎάື計画ࡶ࡚ࡣⰋࠋ࠸ẖᅇ␗ࡿ࡞ト࡛ࢡࢵࣆᩍ⫱セࢵション࡚ࡗ࡞ࡇ࠺⾜ࢆ

ࢡ࢙ࢪロࣉࠋࡽࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍഛ‽、ࡾศࡀෆᐜࡢḟ࡛ࡅࡔࡿぢࢆ計画᭩、ࡾ࠾

ト⤊ᚋࡽ࡞ࡐ࡞ࠋࡿࡅ࠸࡚ࡋ⥆⥅ࡶ、᪤᪥ᖖᴗົࡢ 1 ⮬ࡶ⣬⏝、ࡋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡘ

ศ࡛ࡕࡓコࣆー࡚ࡋ㓄࡛ࠋࡿࡁ 

・ၨⓎάືࡢᡂᯝ┠ࡣぢ࡚࠼ศࠋࡿ௨๓ࡣ病院ࢆಙ⏝ࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋ人ࡀࠎ、ࡣ᮶

ࡀᏯศፔ⮬ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ JICA 50㸣ࠋࡓࡋῶᑡ大ᖜࡽ࡚ࡋ㛤ጞࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ

ࡿࡍᐇࢆၨⓎάືጡࡸኵ、ࡀࡓࡗ࡞ࡏ⾜病院ࢆዷ婦ࡀጡࡸኵࡣ௨๓ࠋ࠸ࡽࡄ

 㸹ࡣฟ生ᩘࡢ病院࡛ࡢࡇࠋࡓࢀࡉᨵၿ࡛ࡇ

2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ（⌧Ⅼ）

246 298 437 

2014 ᖺẚ㍑࡚ࡋ㣕㌍ⓗ࡞ቑຍࡀぢࡣࢀࡇ、ࢀࡽ生άレ࣋ルࡶୖྥࡢ㉳ᅉࡀࡿ࠸࡚ࡋ、

 ࠋࡿ࠶せᅉ࡛࡞ࡀୖྥࡢព㆑ࡢࠎ人௨ୖࢀࡑ

ᴟⓗ✚、࡛ࡢ࠸࡞ࢀࡃ࡚ࡅࡅ病院࡛ཷࡢࣈリࣖࢡ、࠸࡞ࡀࢻー࢝ዷ産婦Ⓩ㘓、ࡓࡲ・

 ࠋࡿ᮶ࡋⓏ㘓

㸺ࡢࡑ㸼 

・JICA ࡞㔜せ、࡞デᅇᩘ᳨ࡢ産๓産ᚋࡸ㔜せᛶࡢ࠸ᡭὙ、ࡣーࢲレン࢝ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㓄ࡶボランティア医療タࡢ࡚ࡍࠋ࠸Ⰻࡶ࡚、ࡾ࠶࡚ࡋグ㍕ࡀࡇ

࢙ࢪロࣉࡢḟࡋࡶࠋ࠸ࡋ࡚ࡋ⥆⥅ࡦࡐࠋṧᛕࡶ࡚࡚࠸⪺ࡿࡍ⤊ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ・

ゎỴࢆၥ㢟࡚࠸ࡁࢆヰࡢࡕࡓ⚾、࠺ࡼࡢトࢡ࢙ࢪロࣉࡢᅇ、ࡣ㝿ࡿࢀࡉ㛤ጞࡀトࢡ

JICAࠋ࠸ࡋ࡚ࡋࢆάືࡢࡵࡓࡿࡍ ㆑▱ࡢ看護師助産師ࡢࡇࡇ㝜࡛࠾ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋឤㅰᮏ当ࠋࡿࡁゝ࡛᩿ࡣࡇࡓࡋୖྥᐇ☜ࡀル࣋ᢏ⾡レ

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 20 ᪥（㔠） 16  25 ศ㹼18  

ሙ ᡤ ࣉロࢡ࢙ࢪトົᡤ 

面会者 Dr. Alisher（ࣉロࢡ࢙ࢪトᑓ㛛家） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊 

㸺C/P  㸼࡚࠸ࡘ

・シࣕルトーࢬ県ࡢ≧ἣࡀᨵၿࢀࡑ、ࡵࡓ࠸࡞ࡋ㛵ࡿࡍሗ࿌᭩ࢆ州保健局ᥦฟࡓࡋ

㛵ಀ者、ࢁࡇ 2 名ࡢࡑ、ࡾ࡞ື␗ࡀᚋ௵࠾ࡢ㝜࡛ᛴ⃭≧ἣࡀᨵၿࠋࡓࢀࡉ州保健

局ࡢ母子保健担当ࡢ副局長ࡀ㢖⦾ࣉロࢡ࢙ࢪト会㆟ཧຍࡋ、༠ຊⓗ࡛ࠋࡿ࠶病院レ
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ࡢ᪥ᖖᴗົࡢᙼዪࡣࢀࡇ、ࡀ࠺⾜ࡶゼၥࡢル࣋ 1 ࡵࡓࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡵࡓࡿ࠶࡛ࡘ

 ࠋ࠸࡞ࡣ㏣ຍάື࡛ࡢ

・州保健局ෆ母子保健ಀࡿᢏ⾡アࢨࣂࢻーࢇ、ࡀࡿ࠸ࡀ機⬟ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ州

保健局ࡗࡶࡣ病院スタࣇࢵᑐࡿࡍ◊ಟ࢜ࢆー࢞ナࡢࡑ、ࡀࡿ࠶࡛ࡁࡿࡍࢬ⬟ຊ

 ࠋࡁࡍᥦゝࠋ࠸࡞ࡶ‽ᇶࡿಀಟయไ◊ࡢ国ࠋࡿ࠸࡚ࡅḞࡀ

⣙ࢆࣉルーࢢ・ࢢン࢟ル・࣡ー࢝ニࢡテࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ・ 6 病、ࡾ࠾࡚ࡋᐇࡁ࠾᭶࢝

院ࣕࢪࢿ࣐ࡢーࡸテー࣐ᛂ࡚ࡌ㛵ಀ者ࢆᣍࠋࡿ࠸࡚࠸㛤ጞ当ึࡣᙼࢨࣈ࢜ࡣࡽーࣂー

ⓗ࡛ࡀࡓࡗ࠶、⌧ᅾ࡛ࡣ✚ᴟⓗⓎゝࡋ、会㆟ࢆ㏻࡚ࡌ☜ᐇ▱㆑・ᢏ⾡ࡀୖྥࡢᅗࡽ

 ࠋ࠺ᛮࡿ࠸࡚ࢀ

࠸࡞ࡅࡘࡋᢲࢆ࠼⪄ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ㝿ࡢᢏ⾡⛣㌿、࡚ࡋࢳローࣉアࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ・

ᑐᛂࠋࡿ࠸࡚ࡗࢆ࡚ࡋ、ルミ県ࡢ産科長ࡣロシアࡽᡠࡓࡁ࡚ࡗ人࡛、スタンࢲ

ーࢻἢࡓࡗ療ࢆ㍍どࣉ、ࡾ࠾࡚ࡋロࢡ࢙ࢪト⯆࠼⪄ࡶ࡛ࢀࡑࠋࡓࡗ࡞ࡉ♧ࢆ

ロࣉࡿ࠶㔜せ࡛ࡣࢻーࢲスタンࡣᅾ࡛⌧、ࡕ࠺ࡿ࠸࡚ࡋែໃ࡛ᑐᛂ࠸࡞ࡅࡘࡋᢲࢆ

 ࠋ࠸ࡁ大ࡶ࡚ࡣኚࡢࡇࠋࡓࡗ࡞༠ຊⓗࡶ࡚トࢡ࢙ࢪ

 

㸺医療機材౪㸼 

・（౪ࡓࡋ医療機材ୖࢆレ࣋ルࡿ࠸࡚ࢀࡉື⛣Ⅼ㛵࡚ࡋ）ࣉロࢡ࢙ࢪト㛤ጞ当ࡣ

医療タࡢレ࣋ルࢧࡢࡈーࣅスᥦ౪ࡢᇶ‽ࡀᏑᅾࣉ、ࡵࡓࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋロࢡ࢙ࢪト

⊂⮬࡛ㄪᰝࢆᐇ࡚ࡋ、ྛレ࣋ル౪ࡁࡍ機材㑅ᐃࢆࢀࡑ、ࡋࡋࠋࡓࡗ⾜ࢆ౪

࠸࡞ࢃྜ‽国家ᇶࡀ機材ࡓࡋト࡛㑅ᐃࢡ࢙ࢪロࣉ、ࢀࡉᐃ⟇ࡀ‽国家ᇶᚋ┤ࡓࡋ

ࡋ࡚ࡋ一ᗘ౪、ࡀࡓࡋ㛤ጞࢆື⛣ࡢ機材ࡢル㛫࡛࣋レ、ࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ࡞ែ࠺࠸

ἢ‽ᇶࢆ機材ࡘࡎࡋᑡ、ࡶࡘࡘࡋせࢆ㛫、ࡵࡓ࠸ࡋ㞴ࡀࡢࡍᡭᨺ࡞࡞、࠺ࡲ

ணࡿࢀࡉ⨨㓄ル࣋レࡁࡿ࠶ࡀ機材ࡢ࡚ࡍࡣ࡛ࡲト⤊ࢡ࢙ࢪロࣉࠋ中ື⛣࡚ࡗ

ᐃࠋ㛵ಀ者㛫࡛ࡣ࿘▱ࡀࡿ࠶࡛ࡇࡢ、၏一ࡢၥ㢟ࡣ病院ഃࡀ機材ࡢ㏉㑏ᛂࡇ࠸࡞ࡌ

 ࠋ

・機材ࡢ⥔ᣢ管理ಀࡿᣢ⥆Ⓨᒎᛶ㛵ࡋ、ᚲせ࡞ண⟬ࡣᾘ⪖ရ㉎ධ㈝ࡀ࡛ࡵࡓࡿ࠶、

ࡣࢀࡇ BBP（Basic Benefit Profit）ࣘ࠺࠸ーࢨーࣇィーࡢᨭᡶࡽ࠸ฟྍࡀࡇࡿࡍ

 ࠋ࠸Ⰻࡤࢀࡍࢆᑐᛂ࡞࠺ࡼࡢࡑࡀーࣕࢪࢿ࣐ࡢ病院ࠋࡿ࠶࡛⬟

 

㸺ຠᯝ㸼 

・◊ಟࢆከࡢࡃスタࣇࢵᐇࡋ、スタྠࣇࢵኈࡀ一⥴సᴗ࠾、࡛ࡇࡿࡍࢆ࠸༠

ຊࡓࡗ࡞࠺ࡼ࠺ྜࡋⅬࡀᣲࠋࡿࢀࡽࡆタ࢟ࢪスタン࡛ࡣ㏻ᖖ◊ಟࡤ࠼࠸௦⾲ 1 名ࡀ

ࡗ࡞ࡀࡇࡪᏛྠࢆࡇࡌྠ⥴一ࡀⓙ、ࡾ࠶యไ࡛࠺࠸ࡃ⾜࣋シࣕンࢻ

JICAࠋࡓ ࡚ࡌ㏻ࢆಟ◊ࡢ 1 ែᗘࡢࣇࢵスタࡾࡼ㝜࡛、௨๓࠾ࡢࡑࠋࡓࡗ࡞࣒ーࢳࡢࡘ

࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ院ෆࡸ⾡ᢏ、ࡋࡿࢀࡽࡳࡀኚࡶ Organization  ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡀ

・ルミ県ࣇࣦシ県ࡣ医療機材ࢆ౪ࣉ、ࡎࡽࢃࡶࡓࡗ࡞ࡇ࡚ࡋロࢡ࢙ࢪト

άືࡢᡂ⦼ࡀⰋࡿࡸ、ࡃẼࣉ、ࡣࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀロࢡ࢙ࢪトࡢアࣉローࡀࢳⰋࡽࡓࡗ

ࣅーࣃスーࡢ㐣⛬࡛、◊ಟᚋࡿࡍᐇࢆࢢィンࢹルࣅ・シティࣃࣕ࢟ࠋࡿ࠸࡚ࡗᛮࡔ
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、࠺࠸ࡴ㎸ࡁᕳࡶࣉルーࢢ・ࢢン࢟ル・࣡ー࢝ニࢡテࡓࡲ、ࢢニタリンࣔョンࢪ

ࡢࡑ・機材౪・◊ಟࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡓࡁ࡚ࡋ㔊ᡂࢆࣉࢵーナーシ࢜ࡀάືࡢ一㐃ࡢࡇ

ᚋ࣏ࢧࡢート・ヰࡢ࠸ྜࡋሙ࡛ Hope ࡀࢀࡇ、ࡇࡿࡏࡓࡶࢆ 1 ࡚ࡗ࡞ࢪーࢣࢵࣃࡢࡘ

 ࠋࡿ࠸

 

㸺ไᗘ面࡛ࡢᣢ⥆ᛶ㸼 

・院ෆࡢឤᰁᑐ⟇ጤဨ会ࡢタ⨨ࡣ、省௧ 1119 ྕ࡛᪤タ⨨௧ࡀฟࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

・BTN ミーティンࡢࢢᐇࡶ、省௧ 1119 ࡛Ỵࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ 

・ヘルスボランティアࡢ⥅⥆ᛶ㛵ࡣ࡚ࡋ、ᙼዪࡣࡕࡓ MercyCorp ࡿ࠶ボランティア࡛ࡢ

ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡵࡓ 1 ᖺᚋ⤊ࡤࢀࡍ⥅⥆ᛶࡣ保ド࡛ࡌྠࡓࡲ、ࡋࡋࠋ࠸࡞ࡁᑐ

㇟ᆅᇦ࡛ MercyCorp ࡢ 5 ᖺࣉロࢡ࢙ࢪトࡀ㛤ጞணᐃ࡛ࡃࡽࡑ࠾、ࡵࡓࡿ࠶ボランティア

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡍᐇࢆάື࡚ࡋ⥆⥅ࡣ

 

㸺እ㒊᮲௳࡚࠸ࡘ㸼 

・（母子保健ศ㔝ࢻࡢナーࡢᨭࡀῶᑡ࠺࠸࠸࡞ࡋእ㒊᮲௳㛵ࡋ）ῶᑡࢡ࣡ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡣンࢳ GAVI ࡣ、家族計画⤊ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉࡢ UNFPA、IPPF 、HIV⤊ࡀᨭࡢ ࡣ

Global Fund  UNFPA ᪉࡛、ୡ⏺㖟⾜、USAID、UNICEFࠋ⤊ࡀᨭࡢ ᰤ㣴ศࡿࡼ

㔝ࡢᨭࡀቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋయࢻ࡚ࡋナーࡢᨭࡀῶᑡࢳࢡ࣡、ࡀࡿ࠸࡚ࡋン、家族

計画、HIV  ࠋ࠸࡞࡛ࡢࡶࡿ࠼ࢆᙳ㡪トάືࢡ࢙ࢪロࣉ᥋┤、ࡣ

・ឤᰁᑐ⟇ಀࡿ国家ᇶ‽ࡣணᐃࡾ࠾ᡂࡋ、ᖺᨵゞࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

・Ṛஸ᳨ウ会ࡢ国家ᇶ‽ࡣ 2010 ᖺᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 21 ᪥（ᅵ） 10  10 ศ㹼11  40 ศ 

ሙ ᡤ シࣕルトーࢬ県第 2 管区病院 Isukra 

面会者 ᑠ児科医、࣏リࢡリニࢡࢵ長、助産師࡞計 4 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺ዷ産婦ࢣア㸼 

ཧࡀ助産師（4）、医師（3）、看護師（2）、ボランティア（6）、ࡣಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ・

ຍࠋࡓࡋ 

・ዷ婦ࡢฟḞࡸ㈋⾑࡞༴㝤࡞ೃࡢ㝿ᑐᛂࡾ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ、ⴥ㓟ࡢ㔜せᛶࢆ理ゎ

 ࠋࡓࡋ

・◊ಟ࡛ࡣ、ᐇ࡚࠸⏝ࢆ、医師ࡀミスࢣ࠸ࡍࡋースࢆリスト࡚ࡋᑀㄝ᫂ࢀࡃ࡚ࡋ

ࡘ࠸、ࡵࡓࡢࢬࢧトࢵࢣ࣏ࡀࢡࢵࣈࢻ࢞、ࡓࡲࠋࡓࡗࡍࡸࡾศࡶ࡚、ࡀࡢࡓ

 ࠋ࠸ࡍࡸ࠸࡚㐠ࡕᣢࡶ࡛

ࢆ産๓᳨デࠋࡓࡋୖྥ᱁ẁࡀព㆑ࡢࠎ㝜࡛、人࠾ࡢトάືࢡ࢙ࢪロࣉ・ 7 ᅇཷデࡿࡍዷ

婦ࡀቑຍࡇࡓࡋ、௨๓ࡣ⮬Ꮿศፔࡀከࡀࡓࡗ、⌧ᅾࡣⓙ病院᮶ࠋࡿ 

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ᮶ࡀࠎ人ࡶࡽ㝜࡛、県࠾ࡢ医療機材౪、ࡓࡲ・

௨ୗ、ฟ産௳ᩘࡢ᥎⛣ࠋ 
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2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ（⌧Ⅼ） 

272 304 371 

2015 ᖺࡢ県中央病院ࡢリࣇーࡣ 107  ࠋ࡞ᖇ⋤ษ㛤ࠋ௳

・新生児Ṛஸࢮࡣロ࡛2ࠋࡿ࠶ 人ࡢ新生児ࢆ県中央病院リࣇーࡀࡓࡋ、JICA ౪ࡢ⛣

ືᘧ Incubator  ࠋࡓࡗᩆࢆ㝜࡛、࠾ࡢ

・新スタࣇࢵ産科ࢣアಀࡿ◊ಟࢆᐇࠋ⬟ྍࡣࡇࡿࡍẖ᪥ࡢスタࣇࢵ会㆟࡛、ࡘ࠸

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡶㄆ☜ࡢ⾡㆑・ᢏ▱ࡶ

 

㸺機材㸼 

・Ⓨ㟁機ࡢ⏝ࡶࡘ࠸、࡚࠸ࡘ⏨ᛶ࠾㢪ࡀࡓ࠸࡚ࡋ࠸、ࡢ࡚ࡍࡣዪᛶスタࡀࣇࢵ 1

人࡛ࡶス࢜ࢳࢵン࡛ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ 

・⁛⳦機ࡿ࠶、ࡶ࡚࠸ࡘスタࢆࢀࡇࡀࣇࢵ 1 人࡛᧯⦪ࡣࡢࡿࡍ⤯ᑐ↓理ࡔゝ࠸࡚ࡗ

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁస࡛᧯ࡶ࡚ࡌ㛢ࢆ┠ࡣᚋ、ࡓࡋᣦᑟ、ࡀࡓ

・௨๓ࡣ院ෆࡃỈࡀࡓࡗ࡞ࡀ、JICA  ࠋࡓࡗ助ࡶ࡚࡚ࢀࡃ࡚ࡋ⨨タࢆࢡỈタン⤥ࡀ

・⣙ 2 ᖺ๓機材ࡀ౪ࡀࡓࢀࡉ、レࢧシテーࣈル࡛ࡲࢀࡇࡣ 7 ᅇ⏝、PhotoTherapy ࡣ

52 ᅇࠋ 

・ศፔྎࡣ㧗ࢆࡉㄪ⠇࡛ࡀࡢࡿࡁⰋࠋ࠸௨๓ࡢศፔྎࡃྂࡶ࡚ࡣ、ఱᗘࡶಟ理ࡽࡀ࡞ࡋ

⏝ࠋࡓ࠸࡚ࡋศፔᩘࡀከ1、ࡵࡓ࠸ ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝ศፔࡶࢻࢵ࣋ࡢᬑ㏻、ࡎࡾ㊊ࡣ࡛ྎ

ࡋື⛣࡚ࡆୖࡕ人࡛ᣢᩘࢆᝈ者ࡣ௨๓ࠋ౽ࡶ࡚ࡀࡢࡿࡁ࡛ື⛣࡛ࡁ㌴㍯ࡣࢻࢵ࣋

ホุ࠸③ࡀ中⫼࡚ࡃ◳ࡣࢻࢵ࣋࠸ྂ、ࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ື⛣ࡲࡲࡢࢻࢵ࣋ࡣ、ࡀࡓ࠸࡚

 ࠋ人Ẽࡣࢻࢵ࣋ࡢ、ࡀࡓࡗᝏࡀ

・Ⓨ㟁機࣋ࡢンࢪンࡣᝈ者ࡢ家族ࡀ⏝ពࢀࡑ、ࡀࡿ࠶ࡀࡇࡿࢀࡃ࡚ࡋ௨እࡣスタࡀࣇࢵ

㉎ධࠋࡿ࠸࡚ࡋ病院ண⟬ࡓࡋ࠺ࡇண⟬ࡀ計ୖࡀࡿࢀࡉ㊊ࠋ࠸࡞ࡾண⟬ࢆቑ࠺ࡼࡍࡸ

せㄳࠋࡿࡳ࡚ࡋ 

・機材ࡢᾘ⪖ရࡣ࡚࠸ࡘ、⌧ᅾ≉࡛ࡲᚲせࠋࡓࡗ࡞ࡣࡢࡶ࡞ᨾ㞀࠺ࡲࡋ࡚ࡋಟ理

௦ࡀ㧗ࡅࡔࡿࡁ࡛、࡛ࡢࡃࡘࡃᨾ㞀࠺ࡼ࠸࡞ࡋ、⣽ᚰࡢὀពࢆᡶ࡚ࡗ管理ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡀ一ᨾ㞀ࡽࡓࡗࡲࡋ࡚ࡋ、Head of the Community ࡶ࡚ࡵ㞟ࢆ㔠࠾ࡽⓙ、࡚ࡋ࠸㢪࠾

 ࠋ࠸࡞ࡋࡿࡍࢇ࡞࡛ࡕࡓศ⮬、࠺ࡽ

ࡀฟ産ࡢ࡛ࡇࡇ産ᚋධ院中࡛ࠋࡿ࠸ࡶ人࠺࠸࠸ࡓ࠸人Ẽ࡛、㈙ࡶࢻࢵ࣋ーࣅ࣋・ 2 ᗘ┠

ᐷ࡚新生児࡛ࢻࢵ࣋ࡌྠࡣ๓ᅇ、ࢁࡇࡓ࠸イ࡚࠸ࡘኚࡢ๓ᅇ、母ぶ࠺࠸

 ࠋ⟆ᅇࡢ࠸Ⰻࡀ᪉ࡢࡽࡕࡇ、ࡾ࠶ࡀࢻࢵ࣋ーࣅ࣋ࡣᅇ、ࡀࡓ࠸

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・母子保健（Maternal and Child Health㸸MCH）ಀࡿ◊ಟࢆルミ県中央病院࡛ཷㅮࡀࡓࡋ、

県ࡢスタࡢࣇࢵ◊ಟࡣࡵࡌࡣࡣ⥭ᙇࡄࡍ、ࡀࡓࡋ㐩ࡾ࡞、㐃⤡ඛࢆࠋࡓࡋ

◊ಟᚋࡶ、◊ಟ࡛Ꮫ࡛ࡇࡔࢇᛀࡿ࠶ࡀࡇࡓࢀ、㟁ヰ࡚ࡋࢆ☜ㄆࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ 

・⌧ᅾࡢ産科長ࡶ࡚ࡀⰋࠋ࠸スタࡢࣇࢵᩍ⫱ࡣ病院ࡢ㈐௵ゝࢇࡕࡁ、࡚ࡗᩍ⫱࡚ࡋ
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 ࠋࡿࢀࡃ࡚ࡋゎỴࢆၥ㢟ࡢ࡚ࡍࡀᙼዪࠋࡿࢀࡃ

・◊ಟᚋࡢスタ1ࠋ࠸࡞ࡣື␗ࡢࣇࢵ 人ࡅࡔ産ఇࡀࡿ࠸࡚ࡗࢆ、ᡠࡿࡃ࡚ࡗணᐃࠋ 

㸺病院ண⟬࡚࠸ࡘ㸼 

・2008 ᖺⓎฟࡓࢀࡉ省௧ 600 ࡢࡽᝈ者、ࡣ࡛␒ user fee スࡣ40㸣ࠋ᫂グ࡚࠸ࡘ㏵ࡢ

タࡢࣇࢵ⤥ᩱ60、ࡾ࡞㸣ࡣ中央ᨻᗓΏࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿ 60㸣ࡽ病院࡛ᚲ

せ࡞㈨㔠ࢆㄳồࡀࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ、ㄳồࡽ࡞ࡐ࡞ࠋ࠸࡞ࡔࡲࡣࡇࡓࡋㄳồࡵࡓࡿࡍ

ࡵࡓࡿࡍ⏝άࢆไᗘࡢࡇ、ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍࢆ⟭計࡞☜ṇ࡚ࡋ⨨タࢆ会計ಀࡣ

ࢆࢀࡇ、ࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ㓄ࡀンラࢻ࢞ࡢࢇࡉࡃࡓ、ࡾ࠶ࡀᚲせࡴ㋃ࢆࡁ⥆ᡭ࡞㞧「ࡣ

☜ㄆࡿࡍᚲせࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠶ࡀ、病院ண⟬ࡣ㊊࡛ࡢ࠸࡞ࡾ、ㄳồ࡛࠺ࡼࡿࡁᡭ⥆

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ጞࢆࡁ

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 21 ᪥（ᅵ） 13  10 ศ㹼15  45 ศ 

ሙ ᡤ シࣕルトーࢬ県中央病院 

面会者 産科長、副科長、新生児医、助産師、産科医、計 5 名（面会者リストཧ↷）

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺産科ࢣア㸼 

・ከࡢࡃスタࡀࣇࢵ JICA ⣙）ࡓࡋཧຍಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ 40 名ࠋ（ 

・新生児ࡢ蘇生ࡸ༴㝤࡞ೃᑐᛂ࡛ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ 

・ዷ産婦Ṛஸᩘ2014、ࡣ ᖺ 2 ௳、2015 ᖺ 1 1ࠋ௳ 人ࡣ᫃╧≧ែ࡛ᦙ㏦࡚ࡁ࡚ࢀࡉ、ᖇ

⋤ษ㛤࡚新生児ࡣ↓࠺ࡶࠋࡓࡗࡔ 1 人ࡢࡇ、ࡣ病院࡛ฟ産ᚋၥ㢟ࡀⓎ生ࢡ、ࡋル

ࡢン࢞ 3 ḟレ࣋ル病院ᦙ㏦ࡢ࡛ࡇࡑ、ࡀࡓࢀࡉᑐᛂࡀⰋࡃ࡞ࡃ、Ṛஸࠋࡓࡋ 

 ࠋࡾ࠾ࡢ௨ୗࡣங児Ṛஸᩘࡧฟ生ᩘཬࡢ病院࡛ࡢࡇ・

 2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ 

ฟ産ᩘ 3,167（11 （ࡳࡢ᭶ศ࢝ 3,779 2,852（10 ᭶࡛ࡲ）

新生児Ṛஸᩘ 41 38 43（᪥⌧ᅾ） 

 新生児Ṛஸᩘࡀቑຍࡀࡿ࠸࡚ࡋ、௨๓ᩘࡢ࡚ࡍࡣᏐࢆグ㘓ࡵࡓࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋ、ᩘᏐ

新生児医、ࡿ࠶ࡀၥ㢟新生児㐌ᮎࠋࡿ࠸࡚ࡋῶᑡᐇ☜ࡣṚஸᩘ、ࡀ࠸࡞ࢀ⌧ࡣ

 ࠋ࠸ከࡶースࢣࡿࡍṚஸࡎࡁᑐᛂ࡛、ࡵࡓ࠸࡞࠸ࡀ

 

㸺Ṛஸ᳨ウ会/BTN ミーティンࢢ㸼 

・Ṛஸ᳨ウ会ࡣつᐃᚑ࡚ࡗ、Ṛஸᚋ 3 ᪥௨ෆ᳨ウ会ࢆᐇࡋ、ሗ࿌᭩ࢆ州保健局

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ㏦

・BTN ミーティンࢢಀࡿ◊ಟ࡚ࡵึࡣᏛࡪෆᐜ࡛ࡢࡑࠋࡓࡗ࠶ࡣ新生児ࡢ蘇生ࡸ༴㝤

 ࠋࡓࡗࡍࡸࡾヲ⣽࡛ศࡶ࡚ࡀㄝ᫂、ࡘෆᐜ࡞┈᭷ࡶ࡚、࡞ᑐᛂࡢ㝿ࡢೃ࡞

・᪤ 12 ᅇᐇࡣึ᭱ࠋࡓࡋ JICA ࡀࡓࡋᅇཧຍᩘࡀࣇࢵスタࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ Observe ࡅࡔ

ᛮ࡞᎘ࡶ࡚ࡀ人ࡓࡋࢆミスࡣ㛤ጞ当ึ、ࡣࡇ࠺ྜࡋヰ࡚࠸ࡘ医療ミスࠋࡓ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࠸ྜࡋヰンࣉー࢜、ࡣ࡛、ࡀࡓࡗࡔ大ኚ࡚ࡋࢆ࠸

 ࠋࡿ࠶ࡀࡧᏛ࠸ࡋẖᅇ新、࠺ࡼ࠸࡞ࡋࢆミスࡣ㝜࡛、ḟᅇ࠾ࡢ会㆟ࡢࡇ・
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・᪤⮬Ⓨⓗ会㆟ࢆẖᅇᐇࣉ、࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋロࢡ࢙ࢪト⤊ᚋࠋࡿࡍ⥆⥅ࢇࢁࡕࡶࡶ 

㸺ឤᰁᑐ⟇ጤဨ会㸼 

・省௧ᚑ࡚ࡗタᐃࡋ、᭶会ࢆᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋឤᰁᑐ⟇ࡣ࡚࠸ࡘ、スタࡢࣇࢵ 5 ศ会

㆟࡛ࡃࡼࡶヰࠋࡿࡍࢆ 

・2015 ᖺࡢ産ᚋឤᰁࡣ 2 ⁛）ཎᅉࡀࡇࡓࡗ࡞㐺ษ࡛ࡀ⏝ࡢ機⳦⁛ࡣࢀࡇ、ࡀࡓࡗ࠶௳

⳦機ࡢ管理ྎᖒ、 ᗘタᐃࡀపࡀࡇࡓࡗ᫂グࣉࠋ（ࡿ࠸࡚ࢀࡉロࢡ࢙ࢪトࡢ

Dr.Alisher  ࠋࡓࡗ࠾࡞、࠸ࡽࡶ࡚ࡳ࡚ࡋ⤡㐃

 

㸺医療機材㸼 

・機材ࡶ࡚ࢆ大ษࡾ࠾࡚ࡗᢅ、⥔ᣢ管理ྎᖒࡶ㐺ษグධ2014ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ 1 ᭶機

材ࡀ౪࡚ࢀࡉ௨᮶、⏝ᅇᩘࡣḟࡾ࠾ࡢ㸹Incubator  141 ᅇ、㓟⣲⃰⦰ჾ 124 ᅇ、

PhotoTherapy 51 ᅇ、レࢧシテーࣈル 39 ᅇࠋ 

・Incubator ࡀ 2 人ࡢ新生児ࢆᩆ1ࠋࡓࡗ ࡣ௳ 5 ᅇὶ産⤒㦂ࡿ࠶ࡀዪᛶࡀᮍ⇍児ࢆฟ産ࢣࡓࡋ

ースࠋ⌧ᅾ 6 病院⦾ᚋ㢖ࡢࡑ、࡚ࡋឤㅰࡇ࡚ࢀࡃ࡚ࡗᩆࢆࡶ子、ࡀࡿ࡞᭶࢝

࠺ࡶࠋࡿࡃ࡚ࡗࡸࡏぢࢆࡶ子࡚ࢀゼࢆ 1 ࡀ య、࠸ࡲࡋ࡚ࡋレ࡛ฟ産ト、ࡣ௳ 32

ᗘࡓࡗ࡞ࡋ新生児ࡢࡑࠋᚋඖẼࡾ࡞、⌧ᅾ 8  ࠋ᭶࢝

・JICA ศፔࢆࢻࢵ࣋⏝病ᐊ、ࡵࡓ࠸ᝏࡀᡭ࠸ࡣࢻࢵ࣋ศፔࡓࡋ౪ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗJICA ศፔࡣࢻࢵ࣋ศፔ⏝᳨デ⏝ศ࠸࡞ࡽ、ᛮ㆟࠸࡚ࡋࢆࡾࡃࡘ࡞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝ࡳࡢ࠸࡞ࡾ㊊ࡀࢻࢵ࣋ࡶ࡚ࡋ࠺ࡃከࡀศፔᩘࠋࡿ

 

㸺病院ண⟬㸼 

・User fee ࡢ 40㸣ࡣスタࡢࣇࢵ⤥ᩱࡸᾘ⪖ရ㉎ධ㈝࡞࡚ࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿ、ᖺ㛫

67,000 ࠺ᨭᡶ࡛ࡕࡓศ⮬、ࡽࡓࡋᨾ㞀ࡀ機材ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡶఱ、ࡵࡓࡢᑡ㢠࠺࠸ニࣔࢯ

ࡓศ⮬࡛ࡲࢀࡇࠋ理↓ࡶ࡛ࢇ㢗病院長ࠋ理↓ࡣࡢ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ計ୖ⟭病院ணࠋ࠺ᛮ

ࡢ෭ⶶᗜ、ศፔᐊ、ࡣࡢࡶࡓࡋ㔠࡛㉎ධ࠾ࡢࡕ 3  ࠋアコン࢚、新ㄪࡢ❆ࡢࡘ

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡞病院ண⟬࡛機材㉎ධ、ࡾ࠶ࡀ⟭ணࡀ᪉ࡢࢡࢵニࢡリ࣏ࡿ࠶ᆅෆᩜࡌྠ・

病院࠾ࡣ㔠ࠋ࠸࡞ࡀ 

 

㸺ࡢࡑ㸼 

⤡㐃ࡶᚋࡢࡑ機ࢆಟ◊、ࡀࡓࡋཧຍ⥴一ࡶ人ࡢ県、ࡣಟ࡛◊ࡢ࡛࣋ュࢳン࢞ルࢡ・

 ࠋ࠸ࡼࡶ࡚ࡀࡇࡿࡁሗ共᭷࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡗྜࡾྲྀࢆ

新機材ᑟධࡢᚋ、ࡢ県ࡶࡽᝈ者ࡀ᮶ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ⛣ື⏝ Incubator 、ࡾࡀᗈࡀშࡢ

 ࠋࡿ࠸ࡶᝈ者࠺ゝࢀࡃ࡚ࢀධボトルࠖࠕ

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 23 ᪥（᭶） 10  10 ศ㹼12  10 ศ 

ሙ ᡤ ࢪョミ県中央病院 

面会者 病院長、産科長、新生児医、助産師࡞計 6 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

－ 133 －



�� 
 

㸺病院長ࡾࡼ㸼 

㐣ཤࡣ病院࡛ࡢࡇ・ 20 ᖺ㛫⤥Ỉࡀࡓࡗ࡞ࡀ、JICA  ࠋࡓࡗ助ࡶ࡚࠸ࡽࡶ࡚ࡋᨭ

・௨๓ࡣᚲせ࡞医療機材࡛ࡇࡓࡗ࡞ࡀ、新生児ࡀ㔜࡛ࡶఱࡎࡁ࡛ࡶࡇࡿࡍࢆ、人ࠎ

ࡣ happy ࡀ⋠㝜࡛、新生児Ṛஸ࠾ࡓࡗࡽࡶ࡚ࡋ౪ࢆ医療機材ࡣᅾ⌧、ࡀࡓࡗ࡞࡛ 50㸣

࠺ࡼࡢ௨๓ࠋࡿ࠸࡚ࡗᛮࡓࡋῶᑡࡣ 3 ḟ医療タリࣇーࡶࡇࡿࡍᑡࡗ࡞ࡃ࡞

 ࠋࡓ

・2007 ᖺᮏ㑥◊ಟཧຍࡶ࡚ࠋࡓࡋឤㅰࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

 

㸺ዷ産婦ࢣア㸼 

・JICA ⣙ࡣ人ᩘࡓࡋㅮཷࢆಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ 26 名ࠋ 

・◊ಟෆᐜࡶ࡚ࡣศࡢ、ࡃࡍࡸࡾゝㄒ࡛◊ಟࡶ࡚࡚ࢀࡃ࡚࠸⪺࠸࠸ࡀࡢࡿࡍぶ

ษࠋศࡣࡁ࠸࡞ࡽศ࡛ࡲࡿఱᗘࡶㄝ᫂ࠋࡓࢀࡃ࡚ࡋ 

・◊ಟෆᐜ࡚ࡵึࡣᏛࡪෆᐜ࡛ࡀࡓࡗ࡞ࡣ、ヲ⣽࡞ゎㄝ࡛ᢏ⾡・▱㆑ࡀ☜ᐇࠋࡓࡋୖྥ

ࡢ⾡ᡭࡣಟ࡛◊ࡢ࡛࣋シࣕンࢻ B リンࢳἲࡸ、ฟ⾑ࢆ㜵ࡄᢏ⾡ࢆᏛࠋࡔࢇ 

・᪥ࡢࠎᴗົ࡛࡞ࡢ、◊ಟ࡛Ꮫࢆࡇࡔࢇᛂ⏝ࠋࡿ࠸࡚ࡋ◊ಟཷㅮᚋ、ࡢスタࣇࢵ

ࡏ࡞ࡇ࠸ࡀဨࡶ医療機材ࠋࡿ࠸࡚ࡁᑐᛂ࡛ࡀⓙࣇࢵスタ、ࡋア࢙シࢆ㆑▱⾡ᢏࡶ

 ࠋࡓ࠼ᩍࡀࣇࢵスタࡢࡕ࠺ࡶಟ◊ࡢࣇࢵスタࡢ県ࡢ᪤ࠋࡿ

・医療ࢧーࣅスࡢ㉁ࡣ☜ᐇࡋୖྥ、県ࡶࡽᝈ者ࡀ᮶ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ 

・ฟ産௳ᩘࢹࡢ࡞ータࡣ௨ୗࡾ࠾ࡢ㸹 

 2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ 

ฟ産௳ᩘ 3,600 4,210 3,570（10 ᭶࡛ࡲ）

ዷ産婦Ṛஸᩘ 2 2 0 

ୖタࡢリࣇー௳ᩘ  19 10 

ዷ産婦ࡢリࣇーඛࡣᇶᮏⓗࢡࡣル࢞ンࢳュࡢ࣋州病院࡛ࡀࡿ࠶、家族ࡢᕼᮃ࡛ࢻ

シࣕンࡃ⾜࣋ᝈ者ࡶከࠋ࠸ 

ዷ産婦Ṛஸࡢ 2014 ᖺࡢ 2 ࠺ࡶࠋṚஸ࠸ࡲࡋ࡚ࡋዷፎࡀ人࠸࡞ࡣ࡛ࡁࡍዷፎࡣ௳ 1 人ࡣ

 ࠋ㞀ᐖࡢ⮚⫢

・ஙᗂ児Ṛஸᩘࡣ௨ୗࡾ࠾ࡢ 

 2013 ᖺ 2014 ᖺ 2015 ᖺ 

ங児Ṛஸᩘ 20 34 23 

Ṛ産 37 41 27 

・ங児Ṛஸࡢཎᅉࡣ᪩産࡛య㔜ࡀ 1,100g ௨ୗࢣࡢース、Abruption of Placenta、母ぶࡢ㈋⾑、

Eclampsia ฟ生ࠋ࡞ 1,100g Prematureࠋ࠸࡞ࡽ助ࢇࡣሙྜࡢ ࡣཎᅉ࡞ࡢ

母ぶࡢឤᰁࡿ࠸࡚࠼⪄ࡔ（࣐コࣉラ࣐ࢬ）ࡵࡓࡢࡑࠋ、ὶ産ᩘࢆᅇ⤒㦂ࡿ࠸࡚ࡋዪ

ᛶࡣឤᰁ᳨ᰝࡀࡿ࠸࡚ࡵ⸀ࢆࡇࡿࡅཷࢆ、テストࡣ㧗㢠（600 ᅔ、ࡵࡓࡢ（ニࣔࢯ

㞴ࡢࡇࠋᆅᇦ࡛ࡣከࡢࡃ⏨ᛶࡀᾏእ࡛ฟ✌ࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋࢆࡂ、ኵࡽឤᰁࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡍ፧⤖ࡽࢀࡇ、࡛ࡢࡿࡃ࡚ࢀࡲ生࡚ࡋឤᰁࡶࡶ子ࡓࢀࡲ生ࡽ母ぶࡓࡋឤᰁ、ࡓࡲ

ࡿ 10 ௦ࡢዪࡢ子ࡢࡕࡓឤᰁ᳨ᰝࡔࡁࡿࡍࢆᛮࠋ࠺ 
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・1,100g ௨ୗࡢ新生児ࡰࡣẖ㐌生ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲ 

 

 

㸺Ṛஸ᳨ウ会/BTN ミーティンࢢ㸼 

・ዷ産婦ࡢṚஸ᳨ウ会ࢣࡣースࡈつᐃἢ࡚ࡗᐇ、レ࣏ートࢆ州保健局ᥦฟ

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ保Ꮡࡣーࣆコࠋࡿ࠸࡚ࡋ

・新生児Ṛஸࡢ᳨ウ会࡛ࡲࢀࡇࡣᐇࡀࡓࡗ࡞࠸࡚ࡋ、JICA 、࡛ࡢࡓࡅཷࢆಟ◊ࡢ

యࡣ㇟᳨ウᑐࡢ新生児Ṛஸࠋ࠺ࢆート࣏レࡌྠዷ産婦Ṛஸࠋࡿࡍᐇࡽࢀࡇ

㔜ࡀ 2kg ௨ୖ࡛Ṛஸࢣࡓࡋースࠋࡳࡢ 

・BTN ミーティンࢢ 2015 ᖺ 1 ᭶ࡽ㛤ጞ࡛ࡲࢀࡇ、ࡋ 12 ᅇ㛤ദࠋᐃ࡛ࡃ࡞ࡣ、ミスࢣ

ースࡿ࠶ࡀሙྜ㛤ദ4、ࢁࡇࡢࡵࡌࡣࠋ ᅇ JICA ᮶ᣦᑟࡀࣇࢵトスタࢡ࢙ࢪロࣉ

ᣦࡶࡽ࣋シࣕンࢻࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദࡁ࡞ᚲせ࡛ࡅࡔࡕࡓศ⮬ࡣᅾ⌧、ࡀࡓࢀࡃ࡚

ᑟࡿࡍ人ࡀ᮶࡚、アࣂࢻスࡶ࡚ࡣࡇࡓࡗࡽࡶࢆⰋࠋࡓࡗ 

・௨๓ࡽミスࡓࡗ࠶ࡀ㝿ཱྀࡣ㢌࡛ヰࡀࡓ࠸࡚ࡋࢆ、⌧ᅾࡣሗ࿌᭩ࡢᥦฟࡾ࠶ࡶ、グ㘓

ṧࡵࡓࡿ㔜せᛶࡀቑࠋࡓࡋᚋࠋ⬟ྍ⥆⥅ࡶ᪤ሗ࿌⏝⣬ࡣ⮬ศ࡛ࡕࡓコࣆー࡚ࡋ‽ഛ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 

㸺ឤᰁᑐ⟇ጤဨ会㸼 

・JICA ࡇࡓ࠸࡚ࡋࢆάືࡢᚭᗏ࠸ᡭὙ、ࡋ⨨タࢆጤဨ会ᨭ࡛、産科ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

、ᚋࡢࡑࠋ⨨タࢆጤဨ会ࡢ࣒ーࢳミࢻア、ࡋㄆ☜ࢆຠᯝࡢࡑࡀ࣒ーࢳミࢻアࡢ病院、ࢁ

᭶、ࢀࡉ⨨タࡀጤဨ会㒊㛛ࡢ࡚ࡍ 1 ᅇアࢻミࡢጤဨ会ྛࡀ㒊㛛ࡢ⾨生≧ἣࢵ࢙ࢳࢆ

㐺ษࡀ機⳦⁛、⟽ࡳࡈ、࠸ᡭὙ、ࡣ㡯ࢡࢵ࢙ࢳࠋࡓࢀࡉ❧☜ࡀయไ࠺࠸ࡿࡃࡋࢡ

⾨ࡀ㈐௵者࡛࡞ࡢᴗົࡢࠎ᪥、ࡀ࠸࡞ࡣᐇ࡛ࡢ᭶会㆟ࠋ࠺ࡿ࠸࡚ࡋാ✌

生ࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆࢡࢵ࢙ࢳ院ෆࡢ⾨生⎔ቃࡀᨵၿࡓࢀࡉᛮࠋ࠺ 

 

㸺機材㸼 

・⁛⳦機ࡣ、௨๓ࡣアࢻミົᡤ（ูᲷ） 1 ಶ࡛ࡲࡇࡑ、ࡃ࡞ࡋṌ࡚ࡗ⾜࡚࠸、㡰␒

ᚅࠋࡓ࠸࡚ࡋ⳦⁛࡚ࡋࢆࡕࡣ産科⁛⳦機ࡀ౪ࢀࡉ、大ኚ助ࠋࡿ࠸࡚ࡗẖ᪥ࡗ

 ࠋࡿ࠸࡚

・㯤⑇計 ჾࡶẖ᪥ࢻࡣࢀࡇࠋ࠺シࣕンࡢ࣋病院ࡶᏑᅾࡀࡢࡿ࠶ࡇࡇ、ࡎࡏᮏ当

ࡀࡓࡋせࢆ㛫࡛ࡲࡿࡍ㛤ጞࢆ療、ࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍࢆᾮ᳨ᰝ⾑ࡣ௨๓ࠋ࠸ࡋᎰ

 ࠋࡿศࡀᯝ⤖ࡄࡍࡣ

・保⫱ჾࡣᮏ当ᚲせࡵࡓ࡞௨๓ࡽఱᗘࡶ㉎ධࢆせㄳࡀࡓ࠸࡚ࡋ、㧗㢠ࡵࡓ࡞ᑐᛂ࡚ࡋ

JICAࠋࡓࡗ࡞ࢀࡃ 㧗ࡣ⏝㢖ᗘࠋࡓࡁ࡚ࡗࡸࡀ保⫱ჾࡶ病院ࡢࡇࡃࡸ࠺ࡼ౪࡛ࡢ

ࡶᮏ᪥）࠸ 2 ࡕ࠺ࡢྎ 1 ྎ⏝中）ࠋ 

・PhotoTherapy ࡣ᪥ࠋ࠸㧗ࡀ⏝㢖ᗘࡶ 1 新生児ྎ 2 人࠺ࡶࠋ 1 ྎ GTZ ౪ࡢᑠ࠸ࡉ

新生児ࡢࡶ 1 人ࠋ 

・JICA ౪ࡢศፔྎేྜࡣࡢሙྜࡳࡢ⏝࡛ࡲࢀࡇ、ࡾ࠾࡚ࡋࡿࡍ 4 ᅇ⏝ࠋ㏻
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ᖖࡣᬑ㏻࡛ࢻࢵ࣋ࡢศፔࠋࡿ࠸࡚ࡋ（ĸ㜿保ᑓ㛛家☜ㄆࢁࡇࡓࡋ、タ࢟ࢪスタン࡛ࡣ

ᅄࢇࡘ㏺ࡢ࡚ࡗ࡞࠸ศፔࡀὶ࡛ࡇࡿ࠶、᪥ᮏࡢศፔྎࡢࡑࡣスタルࡶᑐᛂ࡛

 （ࠋࡶࡢࡿ࠸࡚ࢀ័ࡀ᪉ࡢࢻࢵ࣋ࡢᬑ㏻、ࡀࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡣ࠺ࡼࡿࡁ

・㉥ࢇᆓࡢᚰ㡢ࣉࢻࡃࡁࢆラーࡣጡࡢ㛫࡛大ኚ人Ẽࢆࡰࠋࡿ࠸࡛ࢇẖ᪥⏝ࠋ 

・Ⓨ㟁機ࡶ࡚ࡶ役❧ࠋࡿ࠸࡚ࡗᮏ᪥ࡢゼၥ࠺ࡻࡕ㟁࡛、Ⓨ㟁機ࡾࡼ蘇生ルー

ミࢻアࡢ病院、ࡀࡿ࠶ࡶ⫣㈉ࡢ家族ࡢᝈ者ࡣンࢪン࣋ࠋࡓ࠸࡚ࡋാ✌࡚ࡍࡀ機材ࡢ࣒

 ࠋࡿࢀࡃ࡚ࡗ㈙ࡴ㢗

・機材ࡢ⥔ᣢ管理ྎᖒࡣ㐺ษグධ、管理ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᨾ㞀ࡣ⌧ᅾࠋ࠸࡞࡛ࡲ 

・病院長ࡶ࡚ࡀ༠ຊⓗ࡛、ẖ᪥ JICA ࡁ࠸࡞ࢀࡽ᮶ᮅࠋࡿ᮶ࢡࢵ࢙ࢳࡢ౪機材ࡢ

 ࠋࡿࡃ࡚ࡗࡸኤ᪉ࡎᚲ、ࡣ

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 23 ᪥（᭶） 13  50 ศ㹼15  25 ศ 

ሙ ᡤ ࢪョミ県 Bahol 管区病院 

面会者 病院長、助産師、看護師࡞計 5 名（面会者リストཧ↷） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺産科ࢣア㸼 

ࡀ助産師ࡢ࡚ࡍ・ JICA ボランティアࡸヘルスセンターࡓࡲࠋㅮཷࢆಟ◊ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

 ࠋࡓࡋㅮཷࡀ人ᩘࡢࡃከࡶಟ◊ࡢ

・ᑐ人コミュニࢣーションࡢ◊ಟཷ࡚ࡵึࡣㅮࡶ࡚、ࡀࡓࡋ㔜せࡔᛮࠋ࠺ᤵஙࡢルー

ルࡸ新生児ࡢ༴㝤࡞ೃࡶ࡚、࡞ຮᙉࠋࡓࡗ࡞ 

・子ࡢࡶୗ⑩ࡢ療࡚ࡋᢠ生≀㉁ࢆ࠸࡞ࢃ新࠸ࡋ療ἲࢆᏛࠋࡔࢇ 

 㸹ࡾ࠾ࡢ௨ୗࡣศፔᩘࡢ病院࡛ࡢࡇ・

 2014 2015 

ฟ産௳ᩘ 139 140（᪥࡛ࡲ）

 ୖ医療タࡢリࣇーᩘࡣグ㘓ࡑࡼ࠾、ࡀ࠸࡞࠸࡚ࡋᖺ㛫 30 ࡲ県中央病院ࠋ௳

࡛㐲ࡅࡔࡿࡁ࡛、ࡵࡓ࠸᪩ࡢࡵリࣇーࡾ࠾࡚ࡋࢆ、ዷ産婦Ṛஸᩘࢮࡣロࠋ新生児Ṛஸࡶ

2014 ᖺࡶ 2015 ᖺࢮࡶロ࡛ࠋࡿ࠶ 

・ボランティアࡢάື࡚ࡗ࠶ࢇࡉࡃࡓࡣ大ኚࡔᛮࡀ࠺、ᙼዪࡀࡕࡓ༴㝤࡞ೃ㛵ࡿࡍ

▱㆑ࢆᬑཬ࠾ࡿ࠸࡚ࢀࡃ࡚ࡋ㝜࡛、᪩ࡵ県中央病院リࣇーࡣࡇࡓࡗ࡞⬟ྍࡀ

 ࠋ☜

・新生児ࡢ健ᗣࡣ、母ぶࡢ健ᗣḟ第ࡀࡇ࠺࠸ JICA 健ࡢ子౪ࡣ௨๓ࠋࡓࡗ㝜࡛ศ࠾ࡢ

ᗣࡾࡤ↔Ⅼࢆ当࡚࡚ࡀࡓ࠸、⌧ᅾࡣዷ産婦ࢣアࡀ大ษࡔᛮࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

・ၨⓎάື計画ࡶ࡚ࡣ౽࡛、᪥ᖖᴗົࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ၨⓎᩍ材࠸࡚ࡁ࡛ࡃࡼࡶ࡚ࡶ

࡚、ࠋ࠸ࡍࡸ࠸ 

 

㸺医療機材㸼 

・⁛⳦機ࡣึ᭱ࡣఱᛮࡶ࡚、ࡀࡓࡗ౽ࠋ 

・PhotoTherapy ࡣ⏝㢖ᗘࠋࡿ࠶病院ࡢࡇ、ࡀࡢࡶࡓࡗ࡞ࡋ࣋シࣕンࢻࡣ௨๓ࡣ
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ప3、2）ࡀ࠸ ᅇ）、ᚲせ࡛ࠋࡿ࠶PhotoTherapy 㝜࡛࠾ࡢ保⫱ჾࡸ Premature ᩆࢆースࢣࡢ

 ࠋࡓࡗ

・ᰂࡀࢻࢵ࣋࠸ࡽ大ኚዲホࠋ 

・レࢧシテーࣈルࡣᖺ 3、4 ᅇ⏝ࠋ 

・ศፔྎ࡛ࡲࢀࡇࡣ 4 ᅇࡾࡲ࠶、࡛ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࢃᬑ㏻࡛ࢻࢵ࣋ࡢศፔࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・ᣢࡕ㐠ࡧ保⫱ჾࡣ 2 ᅇ⏝ࠋ 

・⤥Ỉタンࡢࢡ౪ࡣᮏ当助ࠋࡿ࠸࡚ࡗ㐣ཤ 20 ᖺ㛫Ỉࠋࡓࡗ࡞ࡀ௨๓ࡣ⾨生管理ࡢ

人ࡀ᮶ࡧࡓࡿỈ࡛ࡇ࠸࡞ࡀ⨩㔠ࢆồࡀࡓ࠸࡚ࢀࡽࡵ、⌧ᅾࡣᨭᡶ࠺ᚲせࡗ࡞ࡃ࡞ࡀ

 ࠋࡓ

・機材ࡢᨾ㞀ࡣ⌧ᅾࠋ࠸࡞࡛ࡲᨾ㞀࠺ࡼ࠸࡞ࡋ⣽ᚰࢣࡢアࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ 

 

㸺病院ண⟬㸼 

・ࡀ一機材ࡀᨾ㞀ࡢࡑ、ࡽࡓࡋಟ理㈝ࡣ病院長ࡀᡶࡿ࡞ࡇ࠺ᛮ࠺（ṑ科医࡚ࡋࢆ

ࡢࡇࠋ࠺ᛮࡔ理↓ࡣࡇࡿࡍ計ୖ⟭病院ணࠋ（ࡿ࠶ࡀ㔠࠾࡛ࡢࡿ࠸ 2 ࢵ᭶㛫スタ࢝

ῶࡍࡲࡍࡲࡀ⟭国家ணࡢスタン࢟ࢪᙳ㡪࡛タࡢ῭⤒ロシアࠋ࠸࡞࠸࡚࠸ᒆ࠼ࡉᩱ⤥ࡢࣇ

ᑡࠋ 

・省௧ 600 ラボ、ṑ科、X、ࡣ⟭ணࡿಀィーࣇーࢨーࣘࡢ ⥺、ᡭ⾡、ᚰ⮚እ科㐺ᛂࡇࠋ

㐌、ࡃ࡞ࡣラボࡣ病院ࡢ 1 ᅇ県中央病院᳨ࡽయࢆ㞟ࣇ、ࡀࡿࡃࡵィーࡣ࡚࠸ࡘ

ᢕᥱࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋṑ科（病院長）ࡣᅇࣘࡓࡋーࢨーࣇィーࡽẖ᭶ 500 ニᨻᗓࣔࢯ

ᨭᡶࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇ࠺、ࡢࡇ病院࡛᭷ᩱࢧࡢーࣅスࠋ࠸࡞ࡣ 

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・ᮇ（10 ᭶㹼3 ᭶）ࡣᮅ 10 ࡽኤ᪉ 5 ࡛ࡲ㟁Ẽࠋ࠸࡞ࡀศፔᐊ病ᐊࡣ▼Ⅳࣄータ

ー࡛ᬮࠋ࠸ 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 24 ᪥（ⅆ） 10 㹼11  

ሙ ᡤ ハトロン州保健局 

面会者 副局長（母子保健担当） 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

㸺ࣉロࢡ࢙ࢪト࡚࠸ࡘ㸼 

・JICA ᨭឤㅰ4ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺ㛫一⥴άືࡋࢆ、ᑐ㇟ 4 県ࡢ≧ἣࡶ࡚ࡣᨵၿࠋࡓࢀࡉ

ࡣトࢡ࢙ࢪロࣉ 3 ࣇࢵၨⓎάື、医療機材౪、医療スタ、ࡾ࠶ࡀントࢿー࣏コンࡢࡘ

 ࠋࡓࡁ࡚ࡋཧຍάືࡢ࡚ࡍࡣ⚾ࠋಟ◊ࡢ

・άືᡂᯝ3、࡚ࡋ ࡣ県࡛ࡢࡘ MMR 1、ࡾ࡞ロࢮࡀ ᑐ㇟እࠋࡿ࠸࡚ࡋῶᑡࡶ県࡛ࡢࡘ

 ࠋ࠸Ⰻࡀ⦼ᡂ㣕㌍ⓗ࡚ẚ県ࡢ

・医療タࡢスタࡣࣇࢵ◊ಟࡿࡅཷࢆ機会࡛࡞ࡢࡑࠋ࠸࡞ࢇࡀ、JICA ࢡ࢙ࢪロࣉ

トࡣ▱㆑ᢏ⾡ࡢシ࢙アࢀࡃ࡚ࡋࢆ、ᙼࡢࡽᢏ⾡ࡣ᱁ẁࡶ⚾ࠋࡿ࠸࡚ࡋୖྥ◊ಟࡑࡸ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⏝༑ศάࡶ᪥ᖖᴗົ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇឤࢆࢀࡑ、ࡋཧຍࢢニタリンࣔࡢᚋࡢ
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・医療機材ࡣニーࢬἢ࡚ࡗ㐺ษ࡞機材ࡀ౪ࡣ࡛ࡅࡔࡕࡓ⚾ࠋࡓࢀࡉண⟬ࡢ㒔ྜ࡛㉎ධ

ከࡾࡼ㊊ࡢ医療機材ࡣ௨๓、ࡣョミ県中央病院࡛ࢪ≉ࠋࡓࡗ࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

3、ࡎࡁᑐᛂ࡛ースࢣࡢࡃ ḟ医療タࡢリࣇーࡀከࡀࡓࡗ、⌧ᅾࡣリࣇーࢣー

スࠋ࠸࡞ࢇࡀ 

・యࡽࢀࡇ࡚ࡋタࡢ医療ࢧーࣅスࡣ㣕㌍ⓗ（dramatically）ᨵၿࡢࢻࢵ࣋ࠋࡓࢀࡉ

㉁ࡶ࡚ࡶⰋࠋ࠸人ࡀࠎዲࡢࡽࢀࡇ࡛ࢇ医療タࢆゼၥࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡍ 

ࡢン࢞ルࢡ・ 3 ḟ医療タᩚࡶࡾࡼഛࡓࢀࡉ医療タ3ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ ḟレ࣋ルࡢ州病院࡛

 ࠋ࠸࡞ࡀ࡞機⳦⁛ࡸルࣈシテーࢧレ、ࡣ

・ハトロン州ࡣタ࢟ࢪスタン࡛ 1 ␒大25、ࡃࡁ ⣙ࡣ人ཱྀ）ࡿ࠶ࡀ県ࡢ 290 人）ࣉࡢࡇࠋロ

 ࠋ࠸ࡋ࡚ࡋࢆάືࡢᵝྠࡶ県ࡢࡦࡐ、࡚ࡋ⥆⥅ࢆトࢡ࢙ࢪ

 

㸺ᨻ⟇面㸼 

・国家ᨻ⟇࡛ࡣヘルスࢣアࢧーࣅス≉、ୖྥࡢ母子保健ࢧーࣅスࡢᨵၿࢆᥖࡾ࠾࡚ࡆ、

JICA ᨭࢀࡇࡣ大ࡃࡁ㈉⊩ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ、中央レ࣋ル࡛ JICA ᨭࡢຠᯝࡀㄆࢀࡽࡵ

 ࠋࡿ࠸࡚

・ハトロン州࡛ࡣ、ᨻ⟇ࡾࡼ࠺࠸、国家ᨻ⟇ἢ࡚ࡗ 5 ᖺࡢࡈアࢡションࣉランࢆ⟇

ᐃࡾ࠾࡚ࡋ、⌧ᅾࡣࡢࡶࡢ 2014㹼2020 ᖺࣉࠋࡢࡶࡢロࢡ࢙ࢪトάືࡣ☜ᐇࢀࡇἢࡗ

 ࠋࡿ࠸࡚

ࢆಟ◊ࡢᵝྠࡵࡓ࠸࡞ࡀ⟭ண、࡚ࡋ㛵ᛶ⥆⥅ࡢಟయไ◊ࡢ࡚ࡋトᡂᯝࢡ࢙ࢪロࣉ・

画ࡣࡇࡿࡍᅔ㞴ࡋࡋࠋ、ᚋࣔࡶニタリン࡚ࡋ⥆⥅ࢆࢢᇵࡓࡗᢏ⾡▱㆑ࡢᐃ╔ࢆ

ᅗࠋࡃ࠸࡚ࡗ⚾⮬㌟、JICA ࡚ࡍࢆ᪉ἲ、‽ഛ᪉ἲࡢෆᐜ、ᢏ⾡⛣㌿ࡢ࡚ࡍࡢಟ◊ࡢ

ぢ࡚ࡓࡲࠋࡓࡁ、ྛタ࡛㓄ࢻ࢞ࡓࢀࡉランࡸᩍ材ࡀά⏝ࢆࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ☜ㄆࡋ

᭶ࡣヘルスセンターࣈティࢡࢲロࣉリࡢル࣋州レ、ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ 1 ᗘࡢ医療タࡢ

ࣔニタリンࡾࡼࢢᢏ⾡ⓗアࣂࢻスࢆᐇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡇࡿࡍᙼࡽ⮬㌟ࡀ JICA ◊

ಟࡢㅮ師࡚ࡋάືࡽࡇࡓࡋ、ࣔニタリンࢢスーࣃーࢪࣅョンࡿࡍ⥆⥅ࢆᢏ⾡ࢆ

ഛࠋࡿ࠸࡚࠼ 

・◊ಟ㛵ࡣࡇ࠸ࡋࡽࡤࡍ࡚ࡋ、◊ಟཷㅮᚋ、スタࡀࣇࢵ院ෆ࡛ࡢࡑ▱㆑ᢏ⾡ࢆ⮬Ⓨ

ⓗᬑཬࡿ࠸࡚ࡏࡉⅬࡀᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

・JICA ࡛సᡂࢻ࢞✀ྛࡓࡋランࡸᩍ材、ࢡࢵ࢙ࢳシートࡣ࡞、MOHSPP ࡛ㄆྍࢀࡉ

MOHSPP、ࡾ࠾࡚ 、ᚋࠋࡿ࠸᮶࡚ࡀレター࠺ࡼࡿࡍ⏝ࢆュ࣓ント࢟ࢻࡢࡽࢀࡇࡽ

県ࡢࡽࢀࡇάືࢆᗈࣕࢳࡿࡆンス࢟ࢻࡢࡽࢀࡇ、ࡤࢀ࠶ࡀュ࣓ントࢆ࡛ࡾࡶࡘ࠺

࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉᚓ࡚ᨵゞࢆ助ゝࡢࡕࡓඛ生࡞ⴭ名ࡢスタン࢟ࢪタ࡚ࡍࡣࡽࢀࡇࠋࡿ࠶

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ෆᐜ࠸ࡋࡽࡤࡍ、ࡾ

 

㸺人␗ື࡚࠸ࡘ（እ㒊᮲௳）㸼 

ス࣏ࡢࡇࡶ㌟ᚋ⮬⚾ࠋࡿࡃ࡚ࡗᡠ࠸࡚࠸ࡓ࡛ࡳࡢ産ఇࡢዪᛶࡣࡢࡿ࠶ࠋ࠸࡞ࢇ・

トࢆཤࠋ࠸࡞ࡣࡾࡶࡘࡿ 
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㸺ண⟬㛵࡚ࡋ㸼 

・大⤫㡿ࡣ保健医療㔜Ⅼࡾ࠾࡚࠸࠾ࢆ、ẖᖺ保健ศ㔝ࡢண⟬ࡀ⣙ 10㸣ቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ⚾

ẖᖺࡶᩱ⤥ࡢࡕࡓ 10㹼15㸣ቑຍࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

・（医療タ౪ࡓࢀࡉⓎ㟁機࣋ࡢンࢪン௦ࡸ機材ࡢᾘ⪖ရࡢண⟬࡚࠸ࡘ）県中央病院

ࡿ࠶ࠋࡎࡣ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࡣ㟁ࡾࡼ⤥౪࡞ඃඛⓗ࠺࠸ンラࢻࢵレࡣ⤥౪ࡢ㟁Ẽࡢ

ࡢᮇࡣࡢ 3 ࡽ州ࡣ⟭ணࡢ医療タྛࠋࡳࡢ᭶࢝ 15,000㹼20,000 ࡚ࢀࡉニ㓄ศࣔࢯ

ン࣋ࠋンࢪン࣋、Ⅳ、⸅ࡣ࡚ࡋᩱ⇞ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡶ㈝⤒ᾘ⪖ရ࡞ࡢࡇ、ࡀࡿ࠸

⣙ࡣン௦ࢪ 100 リࢵトルศ計ୖࠋࡎࡣࡿ࠸࡚ࢀࡉ 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 24 ᪥（ⅆ）  

ሙ ᡤ ハトロン州保健局ࣉロࢡ࢙ࢪトົᡤ 

面会者 㜿保ᑓ㛛家、⛅ᒣᑓ㛛家 

ㄪᰝᅋ 㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

 （ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࢆෆᐜࡢࡾྲྀࡁ⪺ࡿࡓࢃ᪥ᩘ、ࡣ面談㘓ࡢࡇ）

㸺άືࡢ㐍ᤖ㛵࡚ࡋ㸼 

・άືࡢ㐍ᤖᙳ㡪ࢆ࡚ࡋࡢࡶࡓ࠼、機材౪ࡢ㐜ࠋࡿ࠶ࡀࢀ当ึ KfW ࡼ㐃ᦠࡢ

㇟トᑐࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡾ 2 県ࡣ KfW ࠶ࡀーションࢣ࣐ࢹ࡞☜᫂࠺࠸ࡿࡍࢆ機材౪ࡀ

KfW、ࡀࡓࢀࡉㄪ㐩ࡾ࠾ணᐃࡣ౪機材ࡢࡽトࢡ࢙ࢪロࣉ、ᚋࡢࡑࠋࡓࡗ ࡀ計画ࡢ

2014 ᖺ 8 ᭶ࡽ 12 ᭶ᘏᮇࡢࡑ、ࢀࡉᚋࡽࡉ 2015 ᖺ 12 ᭶ᘏᮇࠋࡓࢀࡉ中㛫レࣅ

ューࡢ๓ᚋࡢࡇᘏᮇࡀ☜ㄆࣉࡣ࡛ࡲࡲࡢࡇ、ࢀࡉロࢡ࢙ࢪト⤊ࡢ࡚ࡍ࡛ࡲ計画

機材ࡀ౪ࡀࡇ࠸࡞ࢀࡉᠱᛕࠋᮏࣉロࢡ࢙ࢪト࡛ࡢࡽࢀࡇ機材ࢆ౪ࡵࡓࡿࡍ JICA

ᮏ㒊㏣ຍ機材ಀࡿせㄳࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࡗ⾜ࢆ、KfW ഃࡢ☜ᐇ࡞౪ࡢᘏᮇࢆ☜ㄆ

ᚋ、2015ࡢࡑࠋࡓࢀࡽぢ㏦ࡣᑐᛂࡢᮏ㒊࡛、ࡽࡇ࠺࠸࠸࡞ࡁ࡛ ᖺ 4 ᭶㡭、KfW

ᗘ、ࡾ࡞ࡇ࠺࠸2020ᖺ12᭶ࡽࡉࡀᘏᮇࡢ JICAᮏ㒊ࡢ㏣ຍ機材せㄳ࠸⾜ࢆ、

2015 ᖺ 9 ᭶ᢎㄆࠋࡓࢀࡉㄪ㐩‽ഛࢆ㛤ጞ2015、ࡋ ᖺ 12 ᭶ࡣ機材ࡀᒆࡃணᐃࡗ࡞

、ࡾ࠶࡛ࡳ῭ᐇࢆಟ◊ࡿಀᗋ⮫᪤、ࡣタࡢணᐃࡃᒆࡀ機材ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚

機材ࡀᒆࡓ࠸Ⅼ࡛ࡢࡑ⏝᪉ἲࡢ◊ಟࢆᐇணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 

・4 県ࡢᑐ㇟管区病院ࡢ㑅ᐃ࠺⾜ࢆ㝿、病院ࡢ⤫ᗫྜ計画ࡀ MOHSPP సᡂࡢࡶࡢ KfW స

ᡂࡢࡶࡢ 2 ㄪ࠺కࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࡛☜᫂ࡀࡿࢀࡉᗫṆࡀ管区病院ࡢ、ࡋᏑᅾࡀࡘ

、࡚ࡋసᡂࢆテリアラࢡ㛵ಀ者࡛㑅ᐃトࢡ࢙ࢪロࣉⓗ⤊᭱、ࡋせࢆ㛫ᩚ 13

管区病院࡛ࡢㄪᰝࢆᐇࡋ、ᑐ㇟管区病院ࡀỴᐃࡀࡢࡓࡋணᐃࡶࡾࡼ 2 ࡓࢀ㐜᭶࢝

⤖ᯝࡢࡑ、ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࡗ࡞ᚋࡢάືࢆ᪩ᛴ㛤ጞࡋ、ᖺᗘෆࡣணᐃࡓ࠸࡚ࡋ

άື࡚ࡍࢆᐇࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ 

ࡀュ࣓ント࢟ࢻࡢ࡚ࡍࡣスタン࡛࢟ࢪタ、࡞ၨⓎᩍ材ࡸンラࢻ࢞・ MOHSPP ࡛ᢎ

ㄆ࠸࡞ࢀࡉ⏝ࡢࡇ、ࡽࡇࡿ࠸࡚ࢀࡽࡌ⚗ࡀᢎㄆᡭ⥆ࡁ㛫ࢆせࡋ、◊ಟࡢ計

画ᩘࡀ㐌㛫㐜ࡀࡇࡓࢀ 5、6 ᅇࠋࡓࡗ࠶↓チྍ࡛◊ಟࢆᐇࡿࡍⓎ⾜ࡿࡍ◊ಟ⤊ド

㔜せ࡛ࡣࡢࡃ࠾࡚ࡋᢕᥱࢆロトコールࣉࡢスタン࢟ࢪタࡓࡋ࠺ࡇࠋࡿ࡞ࡢࡶ࡞ຠ↓ࡶ

ロトコールࣉࡓࡋ࠺ࡇ、ࡋ᭷ࢆᴗົ⤒㦂ࡢ㐃ྛ国࡛ࢯᪧࡶ࡛ࡲࢀࡇࡣ㜿保ᑓ㛛家）ࠋࡿ࠶
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 （ࠋࡓࡆ㜵ࡀࢀ㐜ࡢᴗົࡿ࡞ࡽࡉࠋࡓ࠸࡚ࡋᢕᥱࡣ

 

㸺ヘルスボランティア㛵࡚ࡋ㸼 

・MercyCorp ࢙ࢪロࣉࡢハトロン州࡛、࡛࠸ྜࡾ▱᪉ࡢົᡤ࣋シࣕンࢻࡽ௨๓ࡣ

ハトロン州࡛ࠋࡓ࠸ᚓ࡚๓ࢆሗࡢト㛤ጞࢡ MercyCorp ࡚ࡋ㛤ጞࡀトࢡ࢙ࢪロࣉࡢ

MercyCorpࠋ᪉࡛ྜពࢆ計画ࡿࡍࢆ㐃ᦠάື、ࡄࡍ ࡚ࡋᑐボランティアࡢ JICA ࡛

大、ᩍဨࡣボランティアࠋࡓࡗᅗࢆຠᯝ┦ࡢάືࡢ母子保健ศ㔝࡚ࡋᐇࢆಟ◊ࡶ

ࡼࣇࢵ医療スタࡢヘルスセンターࡓࡲ、ࡇࡿࢀࡉ㑅ᐃࡀ人ࡢーⓗᏑᅾࢲリーࡢᆅᇦࡣ

ࢆ人ࡢࡃከࡾࡼࡣၨⓎࡓࡋ⏝άࢆボランティア、ࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋᢕᥱࢆἣ≦ࡢᮧࡶࡾ

㞟ࡃࡍࡸࡵຠᯝࢆⓎࡿࡍᛮࠋࡓࡗ 

・MercyCorp  JICA  ࠋࡿࡁᮇᚅ࡛ࡶࡾࡀᗈࡢᚋ、ࡤࢀṧࡀ࢘ハ࢘ࣀࡢ

ࢆヘルスボランティアࢆ࣋ーࢧンラࢻン࢚ࡧンཬースラ࣋ࡿಀၨⓎάື、ࡓࡲ・

㉳⏝࡚ࡋᐇࡢࡇࠋ◊ಟࢆᐇ࡛ࡇࡓࡋ、ボランティアࡾࡼ医Ꮫⓗ࡞▱㆑ࡀ㌟ࡘ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀトࢡࣃンࡢᐃእ、ࢀࡉㄆ☜ࡀࡇࡓ࠸

・PHC ㇟ᑐ、ࡀ࠸࡞ࡾࡲ࠶ࡣ会㆟ࡿࡲ㞟ࡀーࣕࢪࢿ࣐ࡢ県ࡢ 4 県ࡢ PHC ボラࡣーࣕࢪࢿ࣐

ンティアࡢ◊ಟࡸテࢡニ࢝ル・࣡ー࢟ンࢢ・ࢢルーࡶࣉཧຍࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋ、ⓙ

௰Ⰻ࡚ࡋࡃሗシ࢙アࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ 

 

㸺MOHSPP  㛵㸼ࡢ

ࢆトሗ࿌᭩ࢡ࢙ࢪロࣉ・ MOHSPP トຠࢡ࢙ࢪロࣉ、ࡁᒆࡀẖᅇレター、ࡀࡿ࠸࡚ࡋᥦฟ

ᯝ㛵ࡿࡍグ㏙ࠋࡿ࠶ࡀ 

࡚ࡋࡑ、副大臣ࡿ࠶ー࡛ࣕࢪࢿ࣐トࢡ࢙ࢪロࣉ・ MOHSPP 母子保健局ࡢ局長ࡢ࡚ࡍࡣ JCC

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋཧຍ

 

㸺ࡢࡑ㸼 

・ᑓ㛛家ᢞධࡢ人/᭶࡚࠸ࡘ、計画࡛ࡣ 44 人/᭶ࡀࡢࡓࡗࡔ大ᖜቑࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚࠼、

当ึ計画ࡢ人/᭶ࡀᑡࡇࡓࡂࡍ࡞、ዎ⣙᭦新άື計画ἢࡓࡗᑓ㛛家ὴ㐵ࡢ人/᭶

ቑຍࢆ JICA ഃࡀㄆ࡛ࡇࡓࢀࡃ࡚ࡵᐇ⌧ࠋࡓࡋ 

・᭶ 1 ᅇ⛬ᗘ࡛ MCH ࡀナー会㆟ࢻࡢ MOHSPP ദ࡛ᐇࠋࡿࢀࡉWHO ࡶ࡛ MCH ナࢻ

ーࢣ࣐ࢹࡢーションࢆࣉࢵ࣐సᡂࡋ、レࣅュー会㆟ࢆ࡞ᐇࡢࡽࢀࡇࠋ会㆟ฟᖍࡋ

࡚ሗ共᭷ࠋࡿ࠸࡚ࡋඛ᭶ࡓࡗ࠶ MDGs レࣅュー会㆟࡛ࡣ、第一産科病院ࡢ医師ࡀ JICA

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㈶⛠࡚࠸ࡘຠᯝࡢࡑ、ࡆ࠶ࡾࢆࢳローࣉໟᣓⓗアࡢ

・産ᚋ᳨デಀࡿ家ᗞゼၥࡀຠ⋡ⓗࡿࢀࡉࡓࡗ࡞ PNC 母子ࡢ᪥ᮏ、ࡣシートࢡࢵ࢙ࢳ

ᡭᖒࡢෆᐜࡲࡲࡢࡑࢆά⏝ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ 

中㛫レࣅューࡢࡽᥦゝࡢᑐᛂࡣ࡚࠸ࡘ、ሗ࿌᭩（ࢻラࣇト）ෆグ㍕ࠋࡾ࠾ࡢ 
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᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 25 ᪥（Ỉ） 16  30 ศ㹼17  40 ศ（30、ࡕ࠺ ศ⛬ᗘ） 

ሙ ᡤ MOHSPP 

面会者 Sherali Rahmatulloev（母子保健局長） 

ㄪᰝᅋ ➉中医師、↷ᒇ、ᶫ∎、Ṉཎ、㜿㒊、Tojiddin 

㸺保健省ࡢ㛵㸼 

JCC、ࡸⅬࡿࢀࡃ࡚ࡋᥦฟࢆᅄ༙ᮇሗ࿌᭩ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ・ Ⅼࡿࡍཧຍࡶ人ࡢル࣋タレ

JCCࠋ࠸Ⰻࡀ  ࠋ機会ࡿࡍࢢニタリンࣔューࣅレࡢトάືࢡ࢙ࢪロࣉࡣ

άື㛤ࠋ࠸ⰋࡀⅬࡿࡍάື࡚ࡋ᥋ධ┤医療タハトロン州保健局ࡣトࢡ࢙ࢪロࣉ・

ጞ、ࣉロࢡ࢙ࢪトࡢᣦᶆࡢタᐃࡀᅔ㞴࡛ࠋࡓࡗ࠶国レ࣋ルࡢᣦᶆࡣᏑᅾࣉ、ࡀࡿࡍロ

ᅔ㞴ࡀධᡭࡢᣦᶆ、ࡽࡇࡓࡗ࠶ᣦᶆ࡛ࡢル࣋県レࡢ㇟ᑐ、ࡣࡢࡓࡋタᐃࡀトࢡ࢙ࢪ

࢙ࢪロࣉࡢḟࠋࡿ࠶ࡀ⦌⤒ࡓࡋኚ᭦ࢆᣦᶆࡶẁ㝵࡛ఱᗘࡢトタ計ࢡ࢙ࢪロࣉࠋࡓࡗ࠶࡛

άࡢ࡚ࡍ、ࡣ௨እࢀࡑࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡵỴ࡚࠼⪄ࡃࡼࢆᣦᶆタᐃ、ࡣ㝿ࡢトᐇࢡ

 ࠋࡔࢇ㐍ࡃ࡞ၥ㢟ࡣື

・医療機材౪㛵ࡋ、シࣕルトーࡣ࡛ࢬ JICA ࡀトࢡ࢙ࢪロࣉ 2 ᢏൾ㈨㔠༠ຊ↓）ࡘ

Confusing、ࡽࡇࡿ࠸࡚ࡋࢆ機材౪ࡶࢀࡎ࠸、（トࢡ࢙ࢪロࣉ⾡ ࡣࠋࡓࡗࡔ 2 ࡢࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ理ゎࢆ࠸㐪ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉ

・᭱新ࡢ 2  ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᨵၿࡀἣ≦ࡢアࢣዷ産婦、ࡿࡼトሗ࿌᭩ࢡ࢙ࢪロࣉࡢࡘ

MOHSPP、ࡀࡿ࠸࡚ࡋཧຍࡶࡽ州保健局、ࡣࢢニタリンࣔࡢトάືࢡ࢙ࢪロࣉ・ ᮏ省

ゝࢆࡇࡢࢢニタリンࣔࡿࡼタゼၥ）ࡓࡗ࠶࡛ࡁࡿࡍཧຍάືࢢニタリンࣔࡶ

 ࠋ（ࡿࢀࢃᛮࡿ࠸࡚ࡗ

 

㸺◊ಟ⥆⥅ࡢ㛵࡚ࡋ㸼 

・医療タᑐࡿࡍ◊ಟࣉࡣロࢡ࢙ࢪト⤊ᚋࠋ⬟ྍ⥆⥅ࡶ 

・ண⟬面࡛ࡣ、ᑐ㇟ 4 県ࡴྵࢆᆅᇦ࡛ୡ⏺㖟⾜ USAID（Mercy Corp）ࣉࡢロࢡ࢙ࢪトࡀ

ᐇࡢࡑࡾ࠾࡚ࢀࡉᯟ⤌࡛࡞ࡢࡳண⟬ᥐ⨨ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿࡁ࡛ࡀ 

・ᢏ⾡面࡛ࡣ、Republican family Medicine Center ࡸ Post-Graduate Medical Institute ・ᐇࡀ

┘╩機㛵࡛ࠋࡿ࠶ 

・◊ಟෆᐜ㛵ࢡ、ࡣ࡚ࡋリニ࢝ルࣉロトコールࡀᏑᅾࢀࡑ、࡛ࡢࡿࡍἢ࡚ࡗᐇࢀࡍ

 共和国医療機材保守管理センター（National Center for、ࡣ࡚࠸ࡘ医療機材◊ಟࠋ࠸ࡼࡤ

the maintenance and repair of medical equipment）ࡀᢏ⾡ᨭ（◊ಟ）ࢆᐇࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ

 

㸺病院ண⟬㸼 

・医療機材⥔ᣢ管理㈝ࡸⓎ㟁機ࡢ⇞ᩱ௦࡚ࡍ࡞病院㈝⤒ࡢ計ୖࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ医療ス

タࡀࣇࢵ⮬ศ࡛ࡕࡓ㉎ධࡣࡢ࠺࠸ࡿ࠸࡚ࡋ、ᮏ当࡛ࠋ࠸࡞ࡣ 

・2016 ᖺࡾࡼ病院ண⟬ࡃ࡞ࡣ࡛ᩘࢻࢵ࣋ࡢ࡛ࡲࢀࡇ、ࡣ、ᝈ者ࡢ人ᩘࢆᇶ㓄ศࠋࡿࢀࡉ

ࡓࡲ 2017 ᖺࡾࡼ医療保㝤ࡀᑟධࡿࢀࡉணᐃࠋ 
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4 名ࡢボランティア2、ࡕ࠺ࡢ 名ࡀ面談ཧຍࠋセンター長助産師ࡣ中央病院ࡢ 5 ศ会㆟

 ࠋཧຍ࡚ࢀ㐜、ࡵࡓࡓ࠸࡚ࡋฟᖍ

㸺ࣉロࢡ࢙ࢪトࡢ༳㇟㸼 

ࡸᚲせᛶࡢฟ産ࡢ病院࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋឤㅰࡓᏛࢆࡇࡢࡃከ、ࡣ࡚ࡋᑐトࢡ࢙ࢪロࣉ

ศፔ┤ᚋࡢࡽ母ங⫱児ࡢ大ษࢆࡉዪᛶࡣࡕࡓ理ゎ࡛ࠋࡓࡁ 

 

㸺ᣢ⥆ᛶ࡚࠸ࡘ㸼 

Mercy Corpࠋ࠺ᛮࡿࢀࡽࡅ⥆ࡣボランティアࡶト⤊ᚋࢡ࢙ࢪロࣉ ᘏࡣトࢡ࢙ࢪロࣉࡢ

長ࡀࡇࡿࢀࡉỴࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗࡲ、当面ࡣトレーニンࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࢢ、⌧ᅾボランティ

アࡿ࠸࡚ࡋࢆ᪉ࡀ、ḟࡢボランティアࡇࡢࡿ࡚⫱ࢆ（面談ཧຍࡓࡋボランティアࡣ

㧗㱋ࡢ᪉࡛ࡵࡓࡓࡗ࠶、ⱝᡭࡢᚋ⥅者ࡣᚋリࢡルートࡢࡿࢀࡉ☜ㄆ）ࠋリࢡルートࢡラ

ボランティ、ࡋࡋࠋࡿࢀ࡞ࡣボランティアࡶ人࡛ࡢⱝᡭ、ࡤࢀ࠸࡚ࡋࡓ‶ࢆテリア

アࡣᆅᇦࡽ㑅ࡵࡓࡿࢀࡤ、ᖺ㓄ࡢ人ࡢ᪉ࡀಙ㢗ࢆᚓࠋࡿࢀࡽ 

 

㸺ዷ婦ࡢ⥅⥆ⓗࢣ࡞ア࡚࠸ࡘ㸼 

センターዷ婦健デ᮶࡚ࡓ࠸ዷ婦ヰ15ࠋࡓࡗࡀ࠺ࢆ 㐌㛫 1 ᅇཷデࡾ࠾࡚ࡋ、ዷ婦

健デ࡛ࡣ⫾児ࡢᡂ長ࡸ新࠸ࡋሗࡀศ࡚ࡗⰋࠋࡓࡗ࠶࡛ࡇࡢ࠸ᙼዪࡣ、㧗⾑ᅽྜࡢ

ేࢆ᭷ࡾ࠾࡚ࡋ、๓ᅇ 2 ᅇṚ産ࢆ⤒㦂ࡢึ᭱ࠋࡿ࠸࡚ࡋฟ産ࡣ、ฟ産ࡢ 10 ᪥๓㔛

ᖐࡾඛࡢᆅᇦࡢ病院࡛ࡇࡑ、ࡁ⾜࡚ࡵึ㧗⾑ᅽ࡛ࡀࡇࡿ࠶ศࡾධ院࡚ࡋฟ産ࡗ⮳

ࡿࡼሗࡢᙼዪࠋࡇࡢࡓ 2 人ࡶ、ᕧ大児࡛ࡾ࠶、㞴産࡛ࡵࡓࡓࡗ࠶ஸࡓࡗ࡞ࡃ

ࡿ࠸࡚ࡋ᥈、ࡿࡍ౫㢗࠸ࡋ࡚ࡏぢࢆグ㘓ࡢዷ婦ࡢࡇ看護師ࡢセンターࠋࡇࡢ

ᵝ子࡛࡚ࡋࡃࡽࡤࡋ、ࡀࡓࡗ࠶ᙼዪࡢグ㘓ࡣリࣇーணᐃࡵࡓࡢ県病院ࡢ᪉ࡇࡇ、ࡾ࠶

、ࡾ࠶ࡶᛶ⬟ྍࡿᖐᐇ家ࡵࡓࡢฟ産ࡾ㔛ᖐࡣዷ婦ࡢࡇ、ࡋࡋࠋࡓࡗ࠶ࡀ㏉࠸࡞ࡣ

コンࢧルトࢆ౫㢗ࡓࡋリࣇーඛࡢ病院࡛ฟ産ࡶࡿࡍ㝈ࠋ࠸࡞ࡽᅇヰࡓࡗࡀ࠺ࢆዷ

婦ࡵྵࡶ、㔛ᖐࡾฟ産ࡿ࠸࡚ࡋ័⩦ࢆࡇࡿࡍࢆᆅᇦࠋࡿ࠶ࡶ㔛ᖐࡿࡍࢆࡾዷ婦ࢳࡣ

ࡢーࣇリࡢዷ婦ࢡリスハ、ࡀࡿ࠶ࡣ࡛࠺ࡼࡿ࠸࡚ࡵດሗ共᭷ࡾ࠶ࡀࢻー࢝ࢪン࢙

タミンࡸࢢሗ共᭷ࡢ᪉ἲ᳨ࡣ࡚࠸ࡘウࡀᚲせ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸺センターࡢ役人材࡚࠸ࡘ㸼 

当センターࡣ 4,786 名ࣂ࢝ࢆーࠋࡿ࠸࡚ࡋ医師5、ࡎࡽ࠾ࡣ 名ࡢ看護師ཬࡧ助産師（ࡕ࠺ 1

名ࡣ◊ಟ中） 1 名ࡢハ࢘ス࢟ーࣃー࡛㐠Ⴀࠋࡿ࠸࡚ࡋዷ婦௨እࡶ、㢼㑧ࡀࡅࡸ、㧗⾑

ᅽ࡞ఱ࡛ࡅཷࡶධ1ࠋࡿ࠸࡚ࢀ ᪥ 10㹼15 人ࡢᝈ者ࡀ᮶8ࠋࡿ ࡽ 18 ࡛ࡲセンターࢆ

㛤ࡀࡿ࠸࡚ࡅ、大༙ࡢ㛫ࡣ産ᚋ健デࡵࡓࡢᆅᇦฟྥࠋࡿ࠸࡚࠸人材ࡣ㊊ࡿ࠸࡚ࡋ

 2015 ᖺ 11 ᭶ 26 ᪥（ᮌ） 9㸸50㹼11㸸30 

ሙ ᡤ ルミ県 Kalenin ヘルスセンター 

面会者 センター長、看護師、助産師、ボランティア 2 名 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

－ 142 －



�� 
 

ᛮࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ、タࡶᑠࡵࡓ࠸ࡉ༑ศࢧ࡞ーࣅスࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡀラボ᳨ࡵࡓ࠸࡞ࡀᰝࡀ

ࡀᰝ᳨、ࡵࡓࡿࡀ㔠࠾ࡣࡢࡃ⾜ࡋࢆᰝ᳨病院࡚ࡗシーࢡタࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡄࡍ

 ࠋࡿ࠸ࡶ人࠸࡞ࡁ࡛

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 26 ᪥（ᮌ） 13㸸00㹼14:00  

ሙ ᡤ ルミ県管区病院 

面会者 産科科長 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

 

産科長ࡢෆࡢୗ、病院ෆࢆどᐹࠋࡓࡋศፔྎ、ࢻࢵ࣋、コࢵト、⛣ື⏝保⫱ჾ、ࣉࢵࢻ

ラー、レࢧシテーࣈル、࢜ートࢡレࡢ࡞ࣈ機材ࡀᑟධࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ⤥Ỉタンࡣࢡᐊෆ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝άࡃ࡞ၥ㢟、ࡾ࠶

 

㸺機材ࡢ⏝≧ἣ࡚࠸ࡘ㸼 

機材ࡣ࡚࠸ࡘ、大ษࡿ࠸࡚ࢀࢃ༳㇟ࡀࡿ࠶ࡣ、ᚲせᛶࡸ⥅⥆ⓗ࡞⏝࡚࠸ࡘၥ

1、ࡣ࡞トࢵコ、ࡤ࠼ࠋࡿ࠶ࡶࡢࡶࡿṧࡀ Ἡ⛬ᗘࡢධ院࡛ࡤࢀ࠶、母ぶྠᗋ࡛ࡶၥ㢟

ࢵコࠋࡿ࠶Ᏻ࡛ࡃᬮࡀ᪉ࡓᐷ࡚ࢀᢪ母ぶ、ࡣᮇ࠸ᐮ、ࢁࡋࡴࠋ࠺ᛮ࠺ࡼ࠸࡞

ト࠸⊂、ࡾࡼࡇࡿ࠶ࡀ㒊ᒇࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞ࡃ⊂ࡾࡼࡀศፔྎࡶ࡚࠸ࡘ、タ࢟ࢪスタン

 ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࢃࢇ、ࡵࡓ࠸࡞ࢃࡄࡑࡣศፔᵝᘧࡢ

 

㸺ᩆᛴᦙ㏦システ࡚࠸ࡘ࣒㸼 

ᦙ㏦ࡸ家ᗞࡽᩆᛴせㄳࡓࡗ࠶ࡀሙྜࡣ病院ࡢᩆᛴ㌴ࡀά⏝1ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ ᪥ 5㹼6 ᅇ

ฟືࠋࡿ࠸࡚ࡋᚋࢁ担ᯫࢆࡢࡳࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡏシンࣉル࡞ᩆᛴ㌴࡛、࠸ྂࡾ࡞

༳㇟ࡋࡋࠋ、ၥ㢟ࡃ࡞✌ാࠋࡿ࠸࡚ࡋᇶᮏⓗ、↓ᩱ࡛ᦙ㏦ࡀࡿ࠸࡚ࡋ⇞ᩱ௦ࡀ㊊ࡋ

2015ࠋࡿ࠶ࡶࡇ࠺ࡽࡶࢆ㔠࠾ࡽᝈ者、ࡣࡁࡿ࠸࡚ ᖺࡶ、ண⟬計画࠾ࡾ࠾㔠ࡀୗ

、࡛࠼࠺ࡓࡋᢕᥱࢆἣ≦、ࡅཷࡀ看護師ࡢ病院、ࡣᩆᛴせㄳࡢࡽ家ᗞࠋ࠸࡞࠸࡚ࡁ࡚ࡾ

ᚲせ࡞人ဨࢆ࡚ࡏฟືࠋࡿࡍᩆᛴᦙ㏦システࡾ࠾࡚ࡋ❧☜ࡀ࣒、㔜ࢣースࡣᦙ㏦ࡿࡍ

ࡋ新ࠋࡿṧࡀㄢ㢟࡞ண⟬管理ࠋ࠸㧗ࡣά⏝㢖ᗘࡢᩆᛴ㌴࡚ࡗ管区病院࠸ከࡀࡇ

 ࠋࡇࡢ࠸ࡋࡀ（機材ࡢ⏝ᩆᛴ㌴）ᩆᛴ㌴࠸

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 26 ᪥（ᮌ） 14:50~16:00 

ሙ ᡤ ルミ県中央病院 

面会者 産科科長、新生児科医 4 名 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Alsher、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 

 

㟁ࡵࡓࡢ病院యࡀᬯࠋ࠸産科ࡢ科長 4 名ࡢ新生児科医面談ࡢᚋ、病院ෆࢆどᐹࡋ

KfWࠋࡓ ࡑ、ࡾ࠶ἣ࡛≦࠸࡞࠸࡚ࡗᥞࡶఱࡀ機材࡞ᚲせ、ࡾ࠾࡚ࢀ㐜ࡀᥦ౪ࡢ機材ࡢࡽ

JICAࠋࡿࢀࡽ࠼ッࢆࡇࡿ࠶ᚲせ࡛ࡦࡐࡀ機材ࡢࡽࢀ ࡣࡽ 12 ᭶㡭◊ಟ⏝機材࡚ࡋ保
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⫱ჾࡀ࡞ᑟධࡿࢀࡉணᐃ࡛ࢆࡇࡿ࠶ఏࠋࡓ࠼ 

 

㸺新生児ᐊ࡚࠸ࡘ㸼 

ᬑẁࡣ、新生児ࡣ母ぶࡶ㐣ࡢࡇ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋࡈ᪥ࡣ㟁ྛࡾࡼ㒊ᒇࡀᐮࡵࡓ࠸、

▼Ⅳࣄーター࡛ᬮࡓࢀࡽࡵ新生児ᐊ࡚管理10ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ 人ࡢ新生児ࡀ 1 ࢵコࡢࡘ

ト 2 人ࡘࡎᐷ࡚ࠋࡓ࠸新生児ࡢᡭ㤳ࡣฟ生ࡢሗࡀ᭩ࡓࢀᕸࡾ࠾࡚ࢀࡤ⤖ࡀ、新

生児ࡾྲྀࡢ㐪ࡀ࡞࠸㉳࠺ࡼ࠸࡞ࡽࡇᕤኵࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉレࢻࢵランࢿ࢙ࢪࡸレーター

ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿࢀࡉ⤥౪ࡀ㟁Ẽ࡚ࡋᏳᐃ㒊ᒇ、ࡀࡿ࠸࡚ࡵດࡣ保☜ࡢ※㟁࡛࡞

㢖⦾㉳ࡿࡇ㟁࡚ࡗࡼ保⫱ჾࡢ࡞機材ࡢ⏝ᨭ㞀ࡀฟྍࡿ⬟ᛶࠋࡿ࠶ࡣ 

 

 

保健局局長ࡾࡼ、JICA 㒊ศࡓࡗ㧗ࡀᚲせᛶࡵࡓࡢୖྥࡢト母子保健ࢡ࢙ࢪロࣉࡢ

ධ࡚ࢀࡃ࡚ࡋ、大ኚឤㅰࡢࡿ࠸࡚ࡋゝⴥࠋࡾ࠶ 

 

㸺ᚋ⥅ࣉロࢡ࢙ࢪト࡚࠸ࡘ㸼 

IMR、MMR 大᪤ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀᙉࡢ࣒アシステࢣヘルス、ࡣࡵࡓࡢࡑࠋ࠸ࡓࡆୗࢆ

臣ᢎㄆᩥࡓࢀࡉ᭩ࠋࡿ࠶ࡶヘルスࢣアシステ࣒㛵ࡿࡍ人材⫱ᡂトレーニンࢆࢢᐇࡍ

 ࠋ࠸࡞ࡀ⟭ணࡿࡍࡃࡋ新ࢆ機材ࡸタ࠸ྂࡸ⟭ணࡿ

 

㸺病院ࡢண⟬࡚࠸ࡘ㸼 

（ㄪᰝࡢ⤖ᯝ、ࢵࢣ࣏トࢿ࣐ー࡛ࢿ࢙ࢪレーターࡢ⇞ᩱ㈝ࢆ㉎ධࡿ࠸࡚ࡋタࡓࡓࡗ࠶ࡶ

ࡢ（㈝デ療ࡢࡽᝈ者）ධࡢ病院（ࠋࡓࡡᑜࡢࡿ࠸࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡢࡣண⟬㓄ศ、ࡵ 40㸣

 ࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡣ㈝ᩱ⇞࡞ࡢࡑ、ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡿࡍ管理ࡀ病院長ࡣ

 

㸺ࣔニタリンࢢシステ࡚࠸ࡘ࣒㸼 

ࣔニタリンࢢシステࠋࡿ࠶ࡣ࣒PHC ࡸーࣕࢪࢿ࣐ Senior Expart ニタリ࡚ࣔࡡゼࢆタྛࡀ

ンࡣ࡚ࡋ⧊⤌ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢢ、ྛ Ministry ୖࡢ Agency ࡢࢀࡒࢀࡑࡀࡇࡑ、ࡾ࠶ࡀ

Ministry ࡚࠸ࡘၥ㢟ࡢࢀࡒࢀࡑ、ࡁ㛤ࢆ会㆟ᐃᮇⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋࢢニタリンࣔࢆ Working 

Group ࡚ࡋ㐃ືࡣࡾᯟྲྀࡢ⟭ணෆᐜࡢ会㆟ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ༠㆟ࡾᐤࡕᣢࢆート࣏レࡀ

 ࠋᵝ子࠸࡞࠸

 

㸺JICA  㸼࡚࠸ࡘ㇟༳ࡢトࢡ࢙ࢪロࣉࡓࡋᐇࡀ

（ఱᝏࡸࢁࡇࡓࡗᨵၿⅬࡓࡗ࡞ࡀᑜࠋࡓࡡ）タ࢟ࢪスタン࡛ࡣ、ᩥⓗ≀

ᑐ࡚ࡋᢈุ࠺ࡶ、ࡔࡓࠋ࠸࡞ࡋᑡࡋハトロン州ࡢ保健局ࢆᕳࡁ㎸ࠋࡓࡗࡋ࡛ࢇ┤᥋、

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 27 ᪥（㔠） 9:30㹼10:30 

ሙ ᡤ ハトロン州保健局 

面会者 局長  

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ṉཎ、Mr.Tojidin 
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MOHSPP  ࠋࡿ࠶ࡀ㇟༳ࡓ࠸࡚ࡋάື

 

 

ᑠ児科、新生児科ࡣ↓ൾ㈨㔠༠ຊᨭࡾࡼ機材ᩚࡀഛࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝≧ἣࡘ

 ࠋࡓࡋㄆ☜࡚࠸

 

㸺NICU  㸼࡚࠸ࡘ

保⫱ჾ 2 ࡕ࠺ࡢྎ 1 3ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ管理ࡀ新生児ࡢ1,500㹥ྎ、ࡾ࠾࡚ࢀࡉ⏝ࡀྎ ㍺ࡢྎ

ᾮ࣏ンࡶࣉά⏝ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ㒊ᒇࡣ⏝࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ保⫱ჾࡸ྾ჾࡲ、ࡾ࠶࡚࠸⨨ࡶ

ࠋࡿ࠶ࡀ㇟༳࡞⊂ᡭ、ࡃከࡀ人ᩘࡢ㒊ᒇෆࡵࡓࡿ࠸ഐࡶࡕࡓ母ぶࡢ新生児ࡢࢀࡒࢀࡑࡓ

機材管理≧ἣࡣⰋዲ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

㸺ᑠ児㞟中療ᐊ（PICU）࡚࠸ࡘ㸼 

8ᗋࡕ࠺ࡢࢻࢵ࣋ࡢ 4ᗋࡀᇙࠋࣔࡓ࠸࡚ࡗࡲ ニターࡾࡼᡭ⾡ᚋࡢ管理ࡿ࠸࡚ࢀࡉࡀங児ࡸ、

྾ჾࢆ⏝ࡿ࠸࡚ࡋᗂ児ࠋࡓ࠸ࡀໟ㌴ᩚࡶୖࡢ理ࡾ࠾࡚ࢀࡉ、ᗫᲠ≀ࡢ࡞ฎ理࡛ࡶ

ࡣ⨨㉸㡢Ἴࠋᵝ子ࡿ࠸࡚ࡁ PICU ෆࡾ࠾࡚ࢀ⨨、デ᩿役࠶࡛ࡇࡢࡿ࠸࡚ࡗ❧

ࡾ࠾࡚࠸ࡘࡶ࣋ローࣉࡢコー（産婦人科⏝）࢚⭐⤒࠸࡞ࡢᚲせࡣᑠ児科、ࡋࡋࠋࡓࡗ

ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ⏝άࡣ࡚࠸ࡘࢀࡑ、（ࡢࡶࡿ㑅࠺ࡿࡅࡘション࡛ࣉ࢜ࡃࡽࡑ࠾）

☜ࡶスタンෆ࡛࢟ࢪタࡣရ⮬య≀、ࡿࡍㄆ☜࡚࠸ࡘ⿵ࡢᾘ⪖ရࡢ࡞リーࢮコー࢚

保࡛ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡁ、病院ࡢண⟬࡛㉎ධࠋࡇࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ管理≧ἣࡣⰋዲ࡛࠶

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⬟機、ࡾ

 

㸺産科病Ჷ࡚࠸ࡘ㸼 

NICU KfWࠋ࠸࡞ࡣᐜ࡛᫆ࡣ᮶ࡁ⾜ࡢ産科Ჷ、ࡾ࠶Ჷ࡛ࡢูࡣᲷࡿ࠶ࡀ ࡍࢆ機材ᩚഛࡀ

ࡣ産科ࡵࡓࡿ࠶ணᐃ࡛ࡿ JICA ᖺ㛫ࡣศፔᩘࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗධࡣᨭࡢ 5,500 ハト、ࡾ࠶௳

ロン州ෆࡢ 26 県ࣂ࢝ࢆーࢻࠋࡿ࠸࡚ࡋシࣕンࡽ࣋᮶ࡿ人ࠋࡿ࠸ࡶዷ産婦Ṛஸࡣᖺ㛫 1

㹼2 ーラルࣇリࡢ州ࠋࡿ࠶ዷ婦࡛ࡿ࠸࡚ࡋేྜࢆᝈ࡞ෆ科ⓗ、ࡣࡢ࠸管理ዷ婦࡛ከࠋ௳

病院࡛ࡾ࠶、ハリスࡢࢡศፔࡀከࡎࡽࢃࡶ࠸、機材ࡣᮍᩚഛ࡛ࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠶

㔜）ࡿ࠼ࡀ࠺ࡀᵝ子ࡿ࠸࡚ࡋດຊࡶ࡛࡞࠸࡞ࡀ機材、ࡃ࡞ᑡࡣᩘ௳Ṛஸࡢዷ産婦、ࡽ

ࢣースࢻࡣシࣕン࣋ᦙ㏦、㯞㓉ࡣ࡞ᡭື࡛⾜ࠋ（ࡿ࠶ࡶࡇࡿ࠸࡚ࡗ新生児科、ᑠ

児科ࡀࣉࢵࣕࢠࡢ大ࡃࡁ、スタ࣋ࢳࣔࡢࣇࢵーションࡶᙳ㡪࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡃ࡚ࡋ

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 27 ᪥（㔠） 13:30㹼14:30 

ሙ ᡤ ࢡル࢞ンࢳュ࣋州病院 

面会者 病院長、新生児科医、産科科長、 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 
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౪ࡓࡋ機材ࡢ⏝≧ἣ、トレーニンࡢࢢᡂᯝ࡚࠸ࡘ☜ㄆูࠋࡓࡋᲷࡿ࠶㉸㡢Ἴᐊ

面㒊ᒇ࡛、ボランティアࡿ࠶病院ෆࠋࡓࡋどᐹࢆ新生児ᐊࡢᚋ病院ෆࡢࡑ、ࡋどᐹࢆ

談ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 

㸺㉸㡢Ἴデ᩿࡚࠸ࡘ㸼 

1 ࡣ中࡛、ࡾ࠶Ჷูࡀコー࢚ࡢྎ 10㹼15 人ࡢዪᛶࡀデᐹᚅ᭱ࠋࡓ࠸࡚ࡋࢆࡕ大࡛ 20 人ࢆ

デᐹࣉࠋࡇࡢࡿ࠶ࡶࡇࡿࡍラ࣋ート࡞✵㛫࡛、ዪᛶ医師ࡀデᐹࡇࡢࡿࢀࡃ࡚ࡋ

、ࡣ医師ࠋࡿ࠸᮶࡚ࡅཷࢆデᐹࡶࡽ県ࡢ࿘㎶ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔョミ県ࢪ、ࡾ࠶ࡀ人Ẽ、࡛

2ࠋࡿ࠸࡚ࡅཷࢆಟ◊ࡢ㉸㡢Ἴデ᩿࡚ࡋシࣕリティ࣌スࣈࢧ 名ࡢ医師࡛ࡢࡇ㉸㡢Ἴデ᩿ࢆ

担当ࡾ࠾࡚ࡋ、ኪ㛫ᩆᛴࡶ࡞ᑐᛂࢪࠋࡿ࠸࡚ࡋョミ県病院࡛ࡣᖺ㛫 2,300㹼2,600 ࡢ௳

ศፔࠋࡿ࠶ࡀෆ科ⓗేྜ࡞ࡣࡁࡿ࠶ࡀ、リࣇーラル病院ᦙ㏦ࠋࡿࡍJICA ᥦ౪ࡀ

 ࠋࡿ࠶ࡶࢢトレーニンࡿ࠸࡚ࡋᒎ㛤࡛⮬⊃、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࢢトレーニンࡿ࠸࡚ࡋ

 

㸺新生児ᐊ࡚࠸ࡘ㸼 

2 2、ࡾ࠾࡚ࡋാ✌ࡀ保⫱ჾࡢྎ 人ࡘࡎᐷ࡚1ࠋࡿ࠸ 㓟⣲⃰ࠋࡓ࠸࡚ࡋᐇࢆග⥺療ἲࡣྎ

⦰ჾࡣ㡢࡛ࡢ࠸ࡉࡿ࠺ࡀ新生児ᐊࡢእฟ࡚ࡋ、ᗯୗഃࡢቨࢳ࡚ࡅ࠶ࢆ✰ューࢆࣈ新生

児ᐊෆࡂ࡞ࡘ㓟⣲ࡢ౪⤥ࠋࡓ࠸࡚ࡋࢆ新生児࡚ࡗストレスࡿ࡞㦁㡢ࢆண㜵࠸࡚ࡋ

࡞ル࢜タࡃࢆ࿘ᅖࡢ児）ࢢスティンࢿ、ࡾࡓࡅ保⫱ჾࢆーࣂ࢝ࡿ㐽ࢆග、ࡓࡲࠋࡓ

（ࡿࡍ㐍ಁࢆⓎ㐩ࡏࡉ㍍ῶࢆストレス）アࢣンタル࣓ࣉࢵロ࣋ィࢹࡾࡓࡋࢆ（ࡴᅖ࡛

 ࠋࡇࡢࡔࢇಟ࡛Ꮫ◊、ࡣ㆑▱ࡢࡽࢀࡇࠋᵝ子ࡿ࠸࡚ࡋᐇࡾࡗࡋࡶ࡚࠸ࡘ

 

㸺ボランティア࡚࠸ࡘ㸼 

Regional Coordinator ࡿ࠸࡚ࡋࢆ Mercy Corp ボランティアヰࠋࡓ࠸⪺ࢆJICA ࡀ࡞ࡋ༠ຊ

ࡲࡉࡣ㏆᭱、ࡀࡓࡗᅔ、ࡎࢀࡃ࡚ࡗࡲ㞟ࡀ人、ࡣࢁࡇࡢึ᭱ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆၨⓎάື、ࡽ

ࡣ࡚࠸ࡘ母ங⫱児ᨭࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࢀࡃ࡚ࡗࡲ㞟ࡀ人ࡵࡓࡿࡍ共᭷ࢆሗ࡞ࡲࡊ

ຠᯝࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡳࡀࡢᆅᇦࡶᗈࡋࡋࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡆ、ボランティア

≉、ࡾ࠶人材࡛࡞Ᏻᐃࡣ Health Promotion ࡇ࠸࡞࠼ࡳࡄࡍࡀᯝ⤖ࡣボランティアࡢ

 ࠋࡓ࠸࡚ࡋヰࡣトᑓ㛛家ࢡ࢙ࢪロࣉࡿ࠶ࡶࡇ࠸࡞ࡋ╔ᐃ、ࡾ࠶ࡶ

 

 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 28 ᪥（ᅵ） 10:00㹼10:30 

ሙ ᡤ ࢪョミ県中央病院 

面会者 産科長、新生児科医 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ms.Zulqykho（㏻ヂ）、Alisher 

᪥  2015 ᖺ 11 ᭶ 28 ᪥（ᅵ） 14 㹼14  30 ศ 

ሙ ᡤ ࢪョミ県 Numeral 病院 

面会者 病院長、病院スタࣇࢵ 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿保、Ms.Zulqykho（㏻ヂ）、Alisher 
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中央病院ࡽラ࡞ࣇ㐨㊰ࢆ 30 ศࠋື⛣࡚ࡅሙࡣ⤖ࡵࡓࡢ㏻࡞ࡃ࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࡔࡓ࠸ෆࣇࢵトスタࢡ࢙ࢪロࣉ病院長ࠋ（ࡿ࠶ࡣルート࡞ࡾ㐲ᅇࡢู）ࡇࡢ㐨ࡿ

࠺࠸༗ᚋࡢᅵ᭙᪥、ࡎࡽ࠾ࡣᝈ者ࠋᅾࡣどᐹࡣ助産師ࠋどᐹࢆ病院ෆ、ࡽࡀ࡞ࡁ

 ࠋ㇟༳ࡿ࠸࡚ࡋࢇࡽࡀ、ࡢࡿ࠶ࡶࡇ

 

㸺機材࡚࠸ࡘ㸼 

機材ࡣ࡚࠸ࡘ、᭱ప、᭶ 1 ᅇࡣ✌ാࡏࡉ、Ⅼ᳨ࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡋࢆ、新ရྠᵝ

ᖺ㛫ࠋ࠸࡞ࡣᵝ子ࡿ࠸࡚ࡋ⏝ᐇ㝿、ࡾ࠶࡛ 150 機会ࡿࡍ⏝、ࡤࢀ࠶ศፔ࡛ࡢ௳

5ࠋࡿࡁ理ゎ࡛ࡣࡇ࠸࡞ᑡࡀ 病ࡢࡉᗈࡢᗘ⛬ࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᑟධࡶトࢵコࢻࢵ࣋ࡢྎ

院࡛ 1 Ἡ⛬ᗘࡢධ院࡛ࡣコࢵトࡢᚲせᛶࡣឤ᳨ࠋ࠸࡞ࡌᰝࡿࡁ࡛ࢆ機材ࡃ࡞ࡣ࡞、ᒀ᳨

ᰝࡣアルコールランࢆࣉ⏝࡚ࡋᒀࢆࡃࡥࢇࡓ☜ㄆࡓ࠸࡚ࡋ（࡞࠺ࡼࡢ᪉ἲࡣ᫂）ࠋ

࠶ࡀヨ㦂⣬ࡢᒀ᳨ᰝࡣࣇࢵトスタࢡ࢙ࢪロࣉࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⾜ࢇࡣᅾ⌧、ࡶᰝ᳨ࡢࡑ

 ࠋࡓ࠸࡚ࡋヰ࠸ࡼࡤࢀ

 

㸺ᒇእタ࡚࠸ࡘ㸼 

ᒇእ⤥Ỉタンࡀࢡタ⨨ࡾ࠾࡚ࢀࡉ、᭷ຠά⏝ࡿ࠸࡚ࡋᵝ子ࠋ病院Ჷࡽᑡࡋ㞳ࡓࢀ

 ࠋࡇࡢࡿ࠶ᘧ࡛ࡾྲྀࡳỮࡣレトࠋࡿࡍࡀ⮯ở、ࡾ࠶ࡀレトࢁࡇ

 

 

産科ཬࡧ新生児科ෆࡢどᐹࢆ㏻࡚ࡌ、JICA ౪ࡢ医療機材ࡢά⏝≧ἣࢆ࡞☜ㄆࠋࡓࡋ 

㸺産科㸼 

・ᡭ⾡ᐊࡀ 3 ᐊࡾ࠶ JICA 2015）ࡿ࠸࡚ࢀࡉ機材࡛ᩚഛࡢࡽ ᖺ 3 ᭶、4 ᭶㡭ᑟධ）ࠋᡭ

ࡣᩘ௳⾡ 1 ᪥ 2㹼5  ࠋ௳

・Doctor’s Room（ఇ᠁ᐊ㸽）⸆⏝ࡢ෭ⶶᗜࡀ JICA ࡼࡿࡁ保管࡛ࢆᾮ⾑、ࢀࡉ౪ࡽ

 ࠋࡓࡗ࠶ࡀᚲせࡿࡍスト࢚ࢡリᾮセンター⾑ࡣ௨๓ࠋ大ኚ౽ࡾ࡞࠺

・機材ࡢᨾ㞀ࡣ、スタࣅラࢨーࡀ 1 ᗘᨾ㞀ࡓࡋ⛬ᗘࠋ㟁ᅽࡀᏳᐃ࡛、スタࣅラࢨー

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ大ኚ助ࡣࢀࡇ、࡛ࡢ࠺ࡲࡋ࡚ࡋᨾ㞀ࡀ機材ࡢ࡚ࡍࡤࢀࡅ࡞ࡀ

・ศፔᐊࡣ 10 㒊ᒇࠋ᪥ᮏࡢศፔྎేྜࡣࢣースࡢᑐᛂࠋ࠸ࡍࡸ࠸ 

・2015 ⣙ࡣᩘ 8,000 ᖺෆࠋ௳ 9,000  ࠋ࠺ࢁࡔࡿ࡞࠸ࡽࡄ௳

・院ෆࡢዷ産婦Ṛஸᩘ2014、ࡣ ᖺࢮࡣロ、2015 ᖺࡣ 1 ௳（⭈ᝈࡵࡓࡢዷፎ࠸࡞࡛ࡁࡍ

ዪᛶࡀዷፎ࠸ࡲࡋ࡚ࡋ、⫾児ࡶṚஸ）ࠋ新生児Ṛஸẚ࡚ዷ産婦Ṛஸࡣཝࡃࡋ┘

ど࡞⬟ྍ、ࡾ࠾࡚ࢀࡉ㝈ࢣࡢࡾアࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

・ୗ医療タࡢࡽリࣇー௳ᩘࡀࡿ࠶、ࡣᑡᩘࠋ産科ࡢトࣉࢵリࣇラルࡣ第一産科

病院࡛ࡾ࠶、第三産科病院ࡣシティ病院࠺࠸⨨࡙ࠋࡵࡓࡿ࠶࡛ࡅ 

᪥  2015 ᖺ 12 ᭶ 3 ᪥（ᮌ） 13:15㹼14:30 

ሙ ᡤ 第三産科病院 

面会者 産科長、産婦人科医、ᑠ児科長 

ㄪᰝᅋ ↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、Ṉཎ、㜿㒊、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 
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㸺新生児科㸼 

・蘇生ᐊࡣ、ᚲࡶࡋࡎࢣースࡀ㔜࡛ࡢ࡚ࡍ、ࡀ࠸࡞ࡣపฟ生య㔜児ࢣࢆアࠋࡿ࠸࡚ࡋ

国家ᇶ‽࡛ࡣ、పฟ生య㔜児ࡣ 2 㐌㛫蘇生ᐊ࡛ࢣアࡢࡑ、ࡋᚋᑠ児病院（ࢹィアコࣇ）

 ࠋࡿࢀࢃ⾜蘇生⏝ᩆᛴ㌴࡛ࡘࡶࡀᑠ児病院ࡣᦙ㏦ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉつᐃࡀࡇࡿࡍᦙ㏦

院ෆࡢ新生児Ṛஸ⋡ࡣ 11.5（ᑐ  ࠋ（1,000

 

 

㸺⤌⧊࡚࠸ࡘ㸼 

Director ୗࡢ 15 名（ࡕ࠺ 7 名ࡀṇつ᥇⏝）ࡀົࢳ、ࡋーࢆ࣒ᙧᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ大臣

 ࠋࡿ࠶࡛⧊⤌ࡓᚓࢆᢎㄆࡢ

 

㸺センターࡢ役࡚࠸ࡘ㸼 

⌧ᅾタ࢟ࢪスタンࡣ、ྛ国（ODA）ྛࡸẸ㛫⤌⧊ࡽ、ከࡢࡃ機材ࡀ㏦࡚ࡁ࡚ࢀࡽ

ࠋࡓࢀࡉ⧊⤌ࡀセンター࡞࠺ࡼࡢࡇ、ࡵࡓࡿ࠸࡚ࡗ࡞ၥ㢟ࡀᣢ管理⥔ࡢࡽࢀࡑࠋࡿ࠸

シー࣓ンࣇࡸࢬィリࣉࢵスࡢ機材ࡀධࡶࢀࡔ、ࡀࡿ࠸࡚ࡗ࠸᪉ࡀศࡋ࠸࡞ࡽ、ቯࢀ

࣓、ࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ࡗධ⟭ணࡣ⏝㈝ࡢ保守管理ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡀಟ理ࡶ࡚ ー࢝ーࡢ人᮶࡚

 ࠋ࠸࡞ࡁ࡛ࡶࡇ࠺ࡽࡶ

・人材⫱ᡂ 

⌧Ⅼ࡛ࡣ、機材管理ࡢࡵࡓࡢスタࢆࣇࢵ⫱ᡂࡿࡍトレーニンࢢシステࡣ࣒ᵓ⠏࡚ࢀࡉ

スタン࢟ࢪタࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿ࠶ၥ㢟࡛ࡣࡢ࠸࡞ࡁᡂ࡛⫱ࢆࣇࢵスタࡢࡽࢀࡑࠋ࠸࡞࠸

࣓、ࡣ 機材࣓ー、ࡀࡿ࠶ࡣース࡛࣋Ẹ㛫ࠋ࠸࡞ࡣᏛᰯࡿࡍᡂ⫱ࢆニアࢪン࢚ル࢝ィࢹ

JICAࠋࡿ࠸ࡣニアࢪン࢚ࡓࡅཷࢆࢢー࡛トレーニン࢝ ࡿ࠸࡚ࡋᐇࡀトࢡ࢙ࢪロࣉࡢ

ྎᖒ࡛ࡢ管理ࡶ㔜せ࡛ࡀࡿ࠶、ṇࡃࡋ✌ാࡶ࡚ࡃ࡞࠸࡚ࡋ✌ാࡿ࠸࡚ࡋ᭩ࡃ人ࠋࡿ࠸ࡶ

㈐௵ࡿ࠶人ࡀ管理ࡿࡍᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

・機材管理システ࣒ᵓ⠏ 

⌧ᅾ、当センターࡀᥦࡿ࠸࡚ࡋシステࡣ࣒、機材管理ࢧーࣅス࢝ーࢆᑟධ࡛ࡇࡿࡍ

ࢆ⤡㐃、ࡵࡓ࠸࡞࠸ࡣニアࢪン࢚ࡣル࣋県レ、ࡀࡿ࠸ࡀニアࢪン࢚ࡣ㒔ᕷ㒊ࠋࡿ࠶

シス࠺࠸ࡿࡍฟᙇ㌴࡛ྛ病院ࡓࡋᦚ㍕ࢆಟ理⏝機材ࡀニアࢪン࢚ࡢ㒔ᕷ㒊ࡓࡅཷ

テ࢚ࠋࡔ࣒ンࢪニア⫱ᡂࡣ࡛≦⌧࠸࡞࠸࡚ࡁ࡛ࡀ当面࡞࠺ࡼࡢࡇࡣシステ࡛࣒ၥ㢟ࢆᅇ

㑊࠸࡞ࡋࡿࡍᛮࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

 ฎศࡢ機材࠸ྂ・

ၥ㢟ࡢ⥺ᨺᑕࡣ࡞ンࢤレントࠋࡿ࠸࡚ࡗᅔࡁࡍฎ理࠺ࡼࡢࢆ機材ࡢ㐃௦ࢯ

ࡃከࡀࡢࡶ࡞ᚲせࡀウ᳨ࡁࡿ࠼ࡁ⨨ࡢࡶ࠸ࡋ新、ࡁ࠺࡚ࡋಟ理ࠋࡿ࠶ࡶ

᪥  2015 ᖺ 12 ᭶ 4 ᪥（㔠） 11:00㹼12:00 

ሙ ᡤ National Center for the Maintenance and Repair of Medical Equipment 

面会者 Director. Mr. Khojibov Maksudjon Alodjonovich 

ㄪᰝᅋ ⡿ᒣ、↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、Ms.Zulqykho（㏻ヂ） 
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�� 
 

 ࠋࡿ࠶

・ண⟬管理 

MOHSPP ពྜ病院、ࡣᑗ᮶ࠋ（ணᐃ㸽）ࡿ࠸࡚ࢀࡉࡀண⟬㓄ศࡢࡵࡓࡢ機材管理ࡽ

 ࠋ࠸ࡓࡋ࠺ࡼ࠺ࡽࡶ࡚ࡗᨭᡶࢆ⏝㈝ࡢࡑ࡚ࡋᑐスࣅーࢧࡽ病院、ࡤࢀࡁ࡛

 

㸺ᮏ㑥◊ಟࡢせᮃ࡚࠸ࡘ㸼 

当センターࡢスタࢆࣇࢵ◊ಟࠋ࠸ࡋ࡚ࡋᨺᑕ⥺ࢆ⏝ࡓࡋ機材ࡢ管理ࡸಟ理࡚࠸ࡘ

ᩍࡓࡲࠋ࠸ࡋ࡚࠼、㏱ᯒჾࡸ人ᕤ྾ჾࡢ管理᪉ἲࡶ࡚࠸ࡘᏛࠋྂ࠸ࡓࡧ ࡣࡢࡶ࠸

ࡀࡿ࠼、新࡞ࡲࡊࡲࡉ、ࡸࡢࡶ࠸ࡋタࡢࣉ機材ࡢ管理ࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀᚲせ࠶ࡀ

 ࠋࡿ

 

㸺母子ᡭᖒࣉࡢロࢡ࢙ࢪト࡚࠸ࡘ㸼 

2014 ᖺࡢ 11 ᭶ launching 母子ᡭᖒࡢ㓄ணᐃ࡛（ᆅᇦ࡞ࡕࡀᒣ）レーࣂࢻࢵラシࠋࡓࡋ

WBࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ጞࢆࢢトレーニンࡢル࡛࣋県レࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃ⤊ࡣ༳ๅࡢ ࡀ Kulob ロࣉࡢ࡛

ࡓ࠶ࡿࡍᑟධࢆ母子ᡭᖒࠋࡿ࠸࡚࠼⤊ࡣ༳ๅࡢ母子ᡭᖒࡶࡇࡑ、ᐇணᐃ࡛ࢆトࢡ࢙ࢪ

㦂⤒࡚࠸ࡘ᪉ἲࡸ┠ㄪᰝ㡯࡞ලయⓗࡢࡑ、ࡾ࠶ࡀᚲせࡿࡍࢆ࡞ンㄪᰝースラ࣋、ࡾ

ࡿ࠶ࡢ JICA MOHSPPࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࠸ࡼࡿࡁ࡛࡚ࡋ༠ຊ 、ࡶࡵࡓࡿࡍ保☜ࢆ⟭ணࡢ

ࠋ（UNICEF）ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍド᫂ࢆᡂᯝ、ࡋホ౯࠸⾜ࡾࡗࡋࢆㄪᰝ、ࡋト࡛ᐇࢵロࣃ

ࢀὶ࡞࠺ࡼࡃ࠸࡛ࢇ㎸ࡳ⤌࣒ヘルスシステ、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿ㓄ࢆ母子ᡭᖒ、ࡔࡓ、ࡓࡲ

࡚࠸ࡘ㐠⏝᪉ἲࡢ母子ᡭᖒࠋᚲせࡀ Health Worker  ࠋணᐃࡿࡍసᡂࢆンラࢻ࢞⏝

ĺ母子ᡭᖒᑟධ・ᣑࡢ⤒㦂ࡿ࠶ࡢᑓ㛛ဨࡢὴ㐵᳨ࡶウࡿࡍ（JICA）ࠋ 

ĺハトロン州ࡢᚋ⥅ࣉロࢡ࢙ࢪトࡳ⤌ࡢ㎸᳨ࡶࡳウࡿࡍ（JICA） 

 

㸺母子ᡭᖒࡢෆᐜ࡚࠸ࡘ㸼 

ฟ生ࡢグ㘓ࡸᡂ長ࡢグ㘓、ண㜵᥋✀Ṕຍ࡚࠼、子ࡢࡶᡂ長Ⓨ㐩ࡍಁࢆ⫱児᪉ἲࡸ、

First Aid ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢ家族、ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡢࡅࡔ子母ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉグ㍕ࡶ࡞᪉ἲࡢ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀᥥࡶぶ∗ࡣラスト、ࡵࡓࡍ♧ࢆࡇ࠺࠸

᪥  2015 ᖺ 12 ᭶ 4 ᪥（㔠） 17:15㹼18:00 

ሙ ᡤ UNICEF office 

面会者 Ms. Yuki Suehiro 

ㄪᰝᅋ ⡿ᒣ、↷ᒇ、➉中、ᶫ∎、㜿㒊、Ṉཎ 
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